促 間 が 広がる 、 旅 が 洋 まる 
42 で 
フラ プリ ツー リズ ム 


3 月 号 


2023 年 2 月 1 日 発行 


クラ ブツ ー リ ズム の 最上 級 国内 旅行 


ROYALGRANSTAGE 


ーー ロイ ヤル グラ ンス テー ジ 一 一 
"の 


季節 を 感じ な が ら 湯 に 浸かり 、 

旬 を 味わう 寛 ざ の ひと と き 。 

ロイ ヤル ・ グ ラン ステ ー ジ が お 届け する 
上 質 を 知る 大 人 の た め の 人 贅沢 旅 。 


当社 対象 ツア ー の 枯 加 朱 人 を どら 巡 妥 くだ さり 
一 部 コー ス を 除 
※ 詳 細 に つい て は P 4 を ご 臣 く だ さい 。 


旅行 代金 か ら 
| 補助 率 


1 泊 あ た り // ひ と りあ た り 
地域 限定 クー ポン 


旅行 支援 0 計 3:d 


交通 付き コー ス | 20% 


平日 2.000 円 休日 1.000 円 


※※ 地 域 限 定 ク ー ポ ン の 付与 に つい て は 、 電 子 ク ー ポ ン の 


補助 率 20)% ae 


交通 な し コー ス | 20% 
| 20% 


間谷 人 雪 の 


( た だ し 1 泊 当たり 本 Ep / 
日 帰り は 最大 3,.000 円 上 限 


htips://Www wolub.toom 'sP/ specialc 


commor, yok hen 


フラ プリ ー リ ズム 株 


式 会 社 四 Fo ポ ーー」 


芝 詩 室 


カテ 鳥 利 ビ 大 す ロ が な ん ル 海 桃 で 日 際 SA 

を ル さ 万 穫 な ば 市 咲い 級 道央 は 本 紅 ゆ ネ 

余 に 六 島 人 利 きよ の で 屋 ネ 最 識 っ イ 

す 入 文人 ネ 人 た こい う 高 も 交 イ 北 2 

こ 泊 島 も め 尻 当 と 別 な 山村 合 チ の ナチ 
年 を 目 天 に り 
お た | 
ン ア ッ エ ギュ ルト 記 9 * yz4 ガブ 
レプ ブン アツ モリ ツウ 量 の の 利 す 心 は ら ワ の 5 1 1 ド 文 ガ 
能 魅 ホ 民 る に 雄 ま | 花 れ ト 北 が 島 イ 

ド 

導 


エ ソ スカ ジ ユ リ レブ ンジ ソ ウ ” "レブ ジウ スコ キン ウ 


内 ガイ ディ ング レ シー バー 利用 | 


ハイ キン グレ ベル の 目安 : 騙 障 』 標高 差 100m 以 5 月 下旬 6 月 上 旬 】 
上 の 登り 下り が ある 道 。 歩 行 時 間 2 一 5 時 間 程 | | 特定 国内 希少 野生 動植物 
|| 度 。 舗 装 さ れ て いな い 山 道 を 歩き まま す 種 に 指定 され て いる 、 礼 文 島 
装備 ・ 服 装 に つい て : 滑 り に くい 運動 靴 な ど ハイ | | で し か 見 る こと が で き な い 貴 | 
服装 で ご 参加 くだ さい 。 ] | 重 な 植物 で す 。 | 


【 例 年 の 花 の 見 頃 は 


を ノ っ 3% 
ざき こし 一 へ まき 


ささ いり テ 居 評 


利 語 町 ホテ ル 雲 丹 御殿 
現役 漁師 の オー ナー が 営む 宿 に て 
雲丹 尽く し 御膳 の 夕食 を ご 堪能 くだ さい 。 


で 味わう 雲丹 料理 に 吉 本 還 還 うう 
[ホテ ル 雲 丹 御 憎 と 「 花 れ ぶ ん 」 連 泊 $ 
利尻 島 と 花 の 洋 島 ・ 礼文 島 フ ラ ワ ー ハ イキ ング 4 日 間 


生還 2 男 6 名 固 不 可 困 和 EE】 」 羽田 (9:00-11:00 発 ) す 新 千歳 サ 利 尻 否 ( 原 生 杯 に 囲ま れ た 静か な 沼 。 可 憐 な 花々 を 愛 で な が ら 
ー ーー ーー 遊歩 道 を 散策 )= 利 尻 富 士 町 - ホ テル 寺 丹 御殿 ( 泊 ) ※15:30 着 予定 。 夕 食 は 雲丹 尽く し 御 騰 
利尻 富士 町 ニオ タ ト マ リ 沼 (島内 屈指 の フォ トス ポッ ト ) = 仙 法 志 御 崎 公 園 ( 利 尻 富 士 の 噴火 に よっ て で 
35019-M22 | 詳 | 2 名 室 300.000』』 、 計 今 々 し い 海岸 風景 を 見 物 )= 富 (ウミ ネコ の コロ ニー と し て 知ら れる ポン モ シ リ 島 を 望む 
に 5 ss910000 0 また は 耕 形 港 ( フ ェ リ ー・1 等 ラウ ンジ 席 約 40 分 )… 香 
和洋 室 * | 2 名 1 室 深 港北 の カナ リア パー ク ( 映 画 の ロケ 地 と し て 知ら れ 、 利 尻 富 士 を 望む 美しい 場所 )= 桃 台 ・ 猫 台 ( 背 
に 円 

0 3 名 1 室 ひ と り 5.000 円 き 後に 桃 岩 、 海 上 に 猫 岩 を 望む 展望 台 )= ニ 礼文 温泉 ・ 花 れ ぶ ん ( 泊 ) 
洋 補 | 2 名 1 室 ※15:30 着 予定 (6 月 22 日 ・7 月 4 日 出発 は 17:30 着 予定 ) 。 島 内 で も 特に 人 気 の 高 い 佳 宿 に 連 泊 。 新 
35021-M22 55) きき う 20.000 鮮 な 海 の 幸 あ ふれ る 料理 と 、 奴 大 な 利尻 富士 や 大 海原 を 塵 絶 景 大 浴場 を お 楽し みく だ さい 抽 
出発 日 思 主 1)・144・22( ホ 日 礼文 温泉 = 高山 植物 園 ( 約 50 種 2 万 株 の 高山 植物 培養 センター ン ※6 月 1 日 出発 は レプ ン アツ モリ ソ 


介 花 れ ぶん 上 質 な 昆布 を 食べ て 育っ た う 


利尻 富士 や 大 海原 を 眺め て の 温泉 入浴 や 、 は 濃厚 な 甘み と の 風味 が ロロ 
北海 道 の 海 の 幸 の 夕食 を お 楽し みく だ さい 。 いっ ぱい に 広がる 絶品 で す 。 


醐 主 4%・13()・23 則 日 貞 一 6@・18⑬ 日 ウッ 群生} et 岬 (透明 度 の 高い 海 ) 江 戸屋 山 道 (舗装 され た 歩き や すい 景勝 地 。 花 々 を 

う 観 賞 )= ス コト ン 岬 (礼文 島 最 北端 の 地 を 見 物 ) あと い 食 堂 ( 礼 文 産 「 う に 井 」 の 昼 食 )= 桃 岩 往復 

ロイ ヤル ・ グ ラン ステ ー ジ の こだわ り ポ イン ト / ろ 役 、 コー ス ( の 名 所 を イチ ャ ー ガ イド 同行 で ハイ キン グ ノ 歩 行 距離 : 約 2.4km・ 歩 行 時 間 : 約 120 分 ・ ア ッ 

人 @ 利 尻 : 礼 文 そ れ ぞ れ の 島 に 宿泊 し 、 各 島 を じっくり と めぐ り ま す を プ ダ ウン あり ノ 歩 行 ペ ー ス に 合わ せ て 2 つの グル ー プ に 分 か れ て 歩き ます ) テ 礼文 温泉 ( 泊 ) 較 屋 勿 
人 @ 礼 文 島 で は 、 島 内 で も 特に 人 気 の 高 い 佳 宿 「 花 れ 


ん に 連 折 村 、 4 礼文 温 泉 (8: :30 発 )= 香 深 港 …( フ ェ リ ー・1 等 ラウ ンジ 席 約 120 分 )… 稚 内 港 宗 谷 岬 (日 本 最 北 
@ 桃 岩 展 望 台 の ハイ キン グ で は [健脚 グル ー プ 」 と 「 ゆ っ ぐ 必 端 の 地 を 見 物 ) ニ サフ ィ ー ル ホテ ル 稚 内 (洋食 の 昼食 ) ニ 稚内 か 羽田 (16:30~17:30 着 ) 加 居 周 


くり グル ー プ 」 に 分 か れ て ご 案内 。 お 客 様 の 体力 に 合 企画 担当 者 ※ コ ー ス 番号 35020 一 1-M22 に 3 名 1 室 で ご 参加 の 場合 、1 泊 目 は ツイ ン ペ ベッ ド 十 お 布団 敷き と な り ま す 
わせ て お 選び いた だ け ま す 吉谷 樹 。 ※[ 花 れ ぶ ん (施設 総合 評価 94.4%)」 は 「 極 み の 宿 @] で す 


こつ いて 羽田 新生 歳 * 福 岡 空港 利用 時 に 必要 と な る 国内 線 旅客 取扱 施設 利用 料 は 旅行 代金 に 含ま れ て お り ま す 。 
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サン カラ ホテ ル & ス パ 屋久 島 


sankara hotel & spa Yakushima 連 泊 


サン カラ 基金 に つい て 
サン カラ 基金 と は 、 世 界 自然 
遺産 [屋久島 」 の 環境 保護 を 
目的 と し て 設立 され た 基金 で 
す 。 ご 宿泊 の お 客 様 より 1 回 
の ご 滞在 に つき 500 円 を 頂戴 


サン スクリ ッ ト 醒 で 「 天 か ら の 恵み 」 と いう 名 の オー ベル ジ シュー 


山 を 背 に 、 前 に は 海 を 望む 高台 に 立ち 、 屋 久 鳥 の 自然 が 造り 上 げ て きた し Fm か 

神々 し いま で に 美しく 神秘 的 な ロケ ーション の 中 で お 寛ぎ いた だ け ま す 。 ※ サ ンカ ラ 基 人 は 旅行 代金 に 含 

島 の 恵み を 用 いた 美食 や バト ラー サー ビス な ど 、 2 ィ 
命 の 島 ・ 屋 久 島 で の 沢 な 滞在 を ご 堪能 くだ さい 。 ダー 


E ヤ ・ き マキ 


レ 
レス 
テ 
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能 
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だ 
さ 


届 褒 詩 擬 環 Y ク [メー ベツ 


。 也 囲 は さ 帰 融 放 古 腔 給 S 普 へ 中 て 半音 
さす と rr 「m ら 古 三 ご 古 四 レ 品 ら 吾 秒 」QO さ 


屋 
久 
島 
の 
大 
地 
を 
感 
じ 
ら 
れ 
る 
四 
季 
折 
々 
の 
食 
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を 
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ステ ー ブ ル | 
思 イ ステ ー ブ アル 席 


間 ya [サン カラ ホテ ル & ス パ 屋久 
小型 パス いか 行け な い 屋 久 島 ぐ る りー 周 
歩か ず ゆ っ くり めぐ る 屋久 島 3 昌 間 


=es29780.M22 | 
2 宮寺 3D0.000』 旧 2 名 限定 | @ 
出発 日 薄 拓 條 18() 日 :x3 名 1 室 ひ と り 20.000 円 引き きっ だ り 族 の お 約束 は \ 観 蓄 


羽田 (9:20-10:40 発 ) 福岡 屋久島 麦 生 ・ サ ンカ ラ Pe] 
] 尾久 島 ( 泊 ) ※15:00 着 予定 。 全 29 室 、 古 自然 が 残る 尾久 島 に 信 
楽園 の オー ベル ジュ に 宿泊 。 客 室 は 「 マ ナ サ ヴィ ラ 」 を ご 用 意 。 夕 食 は カ 
ジュ アル フレ ンチ 因 因 回 
麦 生 ニ (島内 一 周 バ パス ツ アー) = 西部 林道 ( 緑 の ト ン ネル ノ 世界 自 然 遺 導 
登録 地 ) ニ 永田 いな か 浜 ( ウ ミ ガ メ 産卵 地 で も ある 約 1km 続 く 真っ 白 な 砂 同 
2 浜 ) = 屋久 鳥 観光 セン ター( 屋 久 杉 の 食器 を 使用 し た 卿 土 料理 の 昼食 )= 置 どの 2 を 感じ る 
ヤク スギ ラン ド ( 原 生 林 の 導 歩 で 礎 林 潤 通常 0 分 の コー ス に めった 時 - 財 囚 壮 産 屋久 島 
り 50 分 滞在 "歩行 距 離 : 約 800m) = 紀元 杉 (推定 樹齢 三千年 以上 屋久 直 和 
島 で 唯一 歩か ず 見 られ る 屋久 杉 )= 表 生 ( 泊 ) 右 硫 9 
麦 生 (10:00 発 )= 千 尋 の 滝 (落差 約 60m の 滝 を 展望 所 か ら 見 学 ) ニ 田舎 味 
う 茶屋 ひら の [屋久 島 の 自然 食材 を 使い 「 屋 久 然 (や く ぜん ) 」 と 名 付け られ 
た 郷土 料理 の 昼食 ] 屋久島 鹿児島 羽田 (16:15-18:00 着 ) 記 硫 
※「 サ ンカ ラ ホテ ル & ス パ 屋久 島 (施設 総 合 評 価 90.2%)」 は 「 極 み の 宿 @] で す 
世界 遺産 ・ 屋 久 島 の 太古 の 自然 を 満喫 する 旅 へ 。 樹 齢 数 千年 の 屋久 杉 
を は じ め 自 然 が 美しい 屋久 島内 を バス で ゆっ くり と 探訪 し 、 悠 久 の 時 の 流 が 
れ を 堪能 し て み ま せ ん か 。 宿 泊 は 自然 に 囲ま れ た オー ベル ジュ へ ご 案内 し 
ます 。 企画 担当 者 : 藤 木 志 笑 


ヤク スギ ラン ド 


Sankara 
。/ petel& spa 
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結 03(4335)6240 8 結 中 1 本 主 本 ssーーーーー 


* * * [アガ の 内 の 寺 
= 居 き お 。 ※ グ 往き 旅 幣 き 天 信 D き パ パ を 電 ツ き バ ツ 6 * 
5 有人 拉 作 社 まち 79 と バス ス 人 話 了 4 つ * 
の 0 ノリ 多 半 2 着 4900 な の Rh 吾 時 よ ア 人 の $ 
5 手 ちん | 車 まま ル らき  @3 胃 6 の る 肖 み イ 軸 4 
人間 ち ち # さ ル 散 まぁ kBS 行 きど 10 弱る レ し タ > 選 な ここ ラ 2 
は 幹 | 25 ま 州 > は 半 に 加 全 g 降 30 ひ OM に つ ク # イ け 履 。 ン 
紹 脱 す 新 の 失 と S きる の 項 杏 5 り ま ゃ も テア クタ ま 4 
1 是  2 誠 邊 時 と 拉 失 SS 
旨 物 4 9 ン は A 旨 引 科 2 上 ま 擬 # * レ わ ! 
5 名 8 5 ク 8 た 1 内 訂 ト 8 ミク り 和 
2 耳 『 を まめ 『 CC 2 主 タ 有 
だ を | ア は を 5 の め ゆ MI と 
き 天 を サ 利 目 ま つっ ま 1 華 
誠 き 1 用 二 上 人) れい お 
物 ま ビ 
を CX の D 約 
唱和 


泊 施 設 の 評価 を も と に 総合 評価 90% 以 上 を 獲得 し 
た 、 お も て な し に 優れ た 宿泊 施設 を 選定 し て いま す 。 
(2019 年 4 月 ご 2022 年 3 月 の ご 参加 者 対象 アン ケー ト 


に お ける 施設 総合 評価 の 5 段階 評価 より 。 有 効 回 答 数 
78.345 枚 ) 


作 
0 


「 極 み の 宿 @] は 、 ロ イヤ ル ・ グ ラン ステ ー ジ の ツア ー 
に ご 参加 いた だ いた お 客 様 の ツア ー ア ン ケ ー ト の 宿 人 


※TD( ツ アー ディ レク ター 添乗 員 ) お客 ※( 四 季 の 華 ) お 客 様 満足 度 :2019 
様 満足 度 :2019 年 4 月 一 2022 年 3 月 出 年 4 月 一 2022 年 3 月 の ご 参加 者 対 
発 の ご 参加 者 対象 お 客 様 ア ン ケー ト よ 象 お 客 様 ア ン ケー ト よ り 。5 段 階 評価 
り 。5 段 階 評価 中 「 満 足 ]・「 ほ ぼ 満 足 ] の 中 「 満 足 ] 「 ほ ぼ 満 足 」 の 占め る 割合 
防 占め る 割合 (有効 回 答 数 36.143 枚 ) (有効 回 答 数 40.344 枚 ) 


※「 極 み の 宿 ] は クラ ブツ ー リ ズム 株 式 会 社 の 登録 商標 
で す 。 登 録 商標 第 5353685 号 


安心 し て 旅行 に ご 参加 いた だ く た め に … 


クラ ブツ ー リ ズム 基本 対策 バス 車内 は 毎日 角 箇所 を 消 尊 し ます 
1. 接触 対策 接触 部 分 の 定期 的 な 消毒 や 適切 な 場所 へ の 消毒 液 等 の 設置 接触 機会 の 削減 を 実施 し ます yk 2 De 
2. 飛 涼 対 策 マス ク の 着用 や 他 者 と の 距離 の 確保 、 飛 涼 拡 散 機会 の 削減 を 実施 し ます で 車内 の 空気 を た っ m ーー 

れ 替 える こと が で 
3. 体調 管理 体調 の 確認 や 検温 な ど を 実施 し ます * 注 の 具体 的 な 取り 組み お よび お 客 様 へ の お 願い に つい て は ウェ ブサ イト の 動画 も ご 覧 < だ きい | きま す 。 4 


車内 空調 イメ ー ジ 図 混 風 を 
ツア ー に 参加 され る お 客 様 へ の お 願い ( 抜 和 ) 
代 ツ アー お 申し 込み 後 、 出 発 日 の 前 日 か ら 起算 し て 10 日 以内 に 、 発 熱 や 呼吸 困難 、 味 覚 ・ 唱 覚 異常 等 の 症状 が ある 場合 や 、 海 外 渡 航 歴 、 コ ロナ ウイ ル 
ス 感 染 の 診断 を 受け た 方 と 濃厚 接触 され た 疑い が ある 場合 は 、 弊 社 に ご 連絡 くだ さい 。 な お 、 出 発 前 に 新型 コロ ナウ イル ス に 感染 し 、 陽 性 判定 と な 
っ た こと 、 及 び 濃 厚 接触 者 に 認定 され た こと を 理由 に お 取消 し の 場合 、 証 明 で きる 書類 の 提出 を 条件 に 取消 料 を いた だ か ず に 、 旅 行 代金 を 全額 ご 返 
金 し ます 。 書 類 を ご 提出 いた だ け な い 場合 は 、 お 客 様 に よる 旅行 契約 の 解除 に 該当 し 、 所 定 の 取消 料 を お 支払 いい た だ きま す 。 書 類 提出 方 法 や 期限 
な ど 、 詳 し く は WEB で ご 確認 くだ さい 
人 ツアー 当日 は 集合 前 に 検温 の 上 、 健 康 チ ェ ッ フシ ー ト に 記入 し 必ず ご 提出 くだ さい 。 発 熱 や 咳 、 喉 が 痛い な どの 症状 が ある 方 は ご 参加 いた だ け ま せん 
@ ツ アー 中 に 発熱 や 風邪 症状 ( 帳 の 痛み 、 咳 、 僅 怠 感 な ど ) 、 味 覚 ・ 唱 覚 障害 等 が あら われ た 場合 は 、 ツ アー を 離 団 し て いた だ きま す 。 ま た 、 特 例 と し て 離 団 期間 の 旅 
行 代金 を 日 割り に て 後日 払い 戻し いい た し ます 


当社 対象 ツア ー(ー 部 コー ス を 除く ) の 参加 条件 を ご 確認 くだ さい ※ 既 に お ぉ 申し 込み 済み の お 客 様 に は 弊社 より 個別 に ご 案内 し ます 
対象 ツア ー は 以下 の ⑳⑩ ま た は の を 満た すこ と が ツア ー の ご 参加 条件 に な り ま す 
OO 出発 日 の 前 日 か ら 起算 し て 1 日 前 まで に 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス ワク チン 接種 を 2 回 以上 完了 し て いる こと 
の 出発 日 の 前 日 か ら 起算 し て 3 日 前 以降 に 採取 し た 検体 に よる PCR 検 査 か 抗原 定量 検査 、 ま た は 1 日 前 以降 に 採取 し た 検体 に よる 抗原 定性 検査 の 結果 が 陰性 で ある こと 
※ ワ フチ ン 接 種 を 3 回 以上 完了 し て いる こと か が 参 加 条件 の ツア ー も あり ます 。 そ の 他 条件 と 併せ て 弊社 ホー ムペ ー ジ また は 名 旅行 セン ター に て 必ず ご 確認 くだ さい 


中 関 北 中 ゴ 東 ロ 中 東 中 北 北東 関 中 : っ 2 目 
国 西 海部 ] 北 イ 1): 革 い 活 導 西国 名 累 2 風 閉 世 才 用 
困 : 道北 ル | 還 : 北 間 弟 道 : : 古 光 。 の 槍 箇 外 入 は | 次 
国 : 東 際 デ ル 国 : 際 東 の 京 : : 還 蜂 な 覧 遺 素 見 
0 グ 刀身 北風 北 : : : を 王座 産 し 礼 と 
人 ッ みい 

ィ 4 新 : を 東 : : で < 9 絵 ら 吾 方 島 

: テ 混 | 人 朱  : < ゾ 油 楽 野 を / 

H | ] 0 ュー ] 巻 し 山 ミ 屋 本 

8 ク ジ il レ 0 誠 ト 葵 ち 時 久 の 

4 が 8 こう も 

に 旅 ゆ | で ot 則 (N 全 本 島 

* 0 0 Ks な ま 関 へ 

H た た ば . 寺 2 る 西 ・ 
3 〔 1 

2 な 2 人 2 Le 1 
0 ま N p 3 27 p RT や CC 米光 

45 44 42 41 35~ 33。 32.。。18 40 31 31 24 20 15 34 34 工 47 11 5) 


本 了 昌 アー な 連行 する バス 会 社 の 指定 が な い コー ス に つ さ まし て は 、 笛 社 ホ ー ム ペー ジ の 「 利 用 バス 全 せ 一覧 | の ZSYOO 語 ア テ ラ と Tp 
3)0 ツ な 上 に 幸 れ て いる /( ス 会 社 を 利用 し ます 。 詳 しく は 條 社 ホー ムペ ー ジ を ご 確認 くだ さい 。 民生 半 中 クフフ ソー リズ ム バス 会 社 一 臣 


WEB 先 行 発表 ツア ー を 掲載 
@」 名 1] 室 「 独 楽 の 旅人 」 も 掲載 
人 @ 傘 行 決定 も 確認 で きま す 


| 回 誠 
公式 Facebook で は 、 旅 に 関す る さま ざま な 情報 を 発信 し て いま す 。Facebook | sg 中 
ペー ジ で 「 い いね ! を 押し て ファ ン に な る と 、 お すす め ス ポッ ト や 旬 の 旅先 情報 な | 正 


どの 最新 情報 が あな た の ニュ ー ス フィ ー ド に 届き ます 。 


ュー ィ 番 号 35091-M22 


パソ コン ・ タ ブレ ッ ト ・ ス マ ホ で 検索 


1 四 字 の 開 = SN 


土 * 日 : 祝 昌 
24 時 間 ぃ っ で 受付 中 


クラ プ ツ ー リ ズム の ク 省 

旅行 情報 サイ ト フ lm | 
パン フレ ッ ト で は 紹介 し きれ な い ツア ー の ポイ ント を は じ め 、 各 
地 の 人 気 ス ポッ ト な ど 、 ス タッ フ が ブロ グ 形 式 で 旅行 情報 を お 
届け し ます 。 


回 本 


2 宮寺 100.000』 


(お ひと り ) 
出発 日 陣 証 26( 日 
※1 名 1 室 30.000 円 増 (部 屋 数 限定 ) 
羽田 (10:00-11:00 発 ) 級別 
[ 


す ホ ー ツ クタ ワー( タ ワー か ら 見 渡す 一 面 の 流水 ) ニ = 
由 ( 歌 詞 に も 使わ れ た ビュ ー ポ イン ト ) ニ サロ マ 湖 畔 温泉 ・ 
EE 細 


学べ る 施設 
2 (5 


流水 の 天使 クリ オ ネ 見 物 や 流水 に つい て 
狼 に 面 し 流水 が 見 える 駅 ) ニ 網走 (昼食 )= 綱 

「 お 一 ろ ら 号 ] 乗船 。 大 型 船 な の で 揺れ も 少な く 、 
走 湖畔 温泉 ・ 北 天 の 丘 あ ば し り 湖 鶴 雅 リゾ ー ト ( 泊 ) 開 屋 銚 


流水 


3 網走 湖畔 温泉 = 
望 )= 女 満 別 か 羽田 (15:00~-17:30 着 ) 


取 岬 (オホーツク 海 に 突き 出し た 岬 。 流 水 や 知床 連山 を 一 
有 曲 


企画 担当 者 人 


EPSP12K 狼 田 空港 利用 時 に 必要 と な る 国内 線 旅客 取扱 施設 利用 料 は 旅行 代金 に 含ま れ て お り ます 


可憐 な アン デス の 名 花 「 フ クシ ア 」 も 観賞 


西山 温泉 | 全館 源泉 掛け 流し の 宿 農 雲 館 ] 宿泊 
山神 代 と 身 和 山 久 半 圧 者 の シダ レザ クラ 2 


ロ 3 


ま 


| 


身 山 久吉 寺 (gi の lk の miho 


国名 回 2 固 不 可 図 一 部 
コー ス 番号 35947-M22 | 上洛 A6( 大 邊 島 )、1.2B 上 東海 ス 同等 


頃 室 寺 100.000』-110.000』 
出発 日 有 69 は )・26( 日 
(無印 100.000 円 、 〇 印 110.000 円 ) ※3 名 1 室 ひと り 5.000 円 引き 
竹 客 船 タ ー ミ ナル (8:35 発 ) ご (高速 ジェ ッ ト 船 ) 伊豆 大 島 ・ 岡 田 港 = 
大 島 温泉 ホテ ル ( 和 食膳 の 昼食 ) ニ 大島 公 園 ( 国 際 優 秀 つ ば き 園 を 自由 散 
策 )= 伊 豆 大 島岡 田 港 へ (高速 ジェ ッ ト 船 ) 稲取 港 = 稲取 (伝統 の 飾り も 
] の 「 雛 の つる し 飾り ] 観賞 )= 伊 豆 今井 浜 東急 ホテ ル ( チ ェ ッ ク イ ン ン 伊豆 
な ら で は の 魚介 類 を 使用 し た 会 席料 理 の 夕食 を ご 賞味 くだ さい ) = 河津 
(幻想 的 な 河津 桜 ラ イト アッ プ を 観賞 )= 今 井 浜 温泉 ・ 伊 豆 今井 浜 東急 ホ 
テル ( 泊 ) 回 選 名 
今井 浜 温泉 (8:30 発 ) ニ 河津 (比較 的 混雑 の 少な い 午前 に 河津 桜 観 賞 ) ニ 
下 賀 茂 (みな み の 桜 と 菜の花 観賞 )= 下 田 東急 ホテ ル ( 伊 勢 海老 と 魚介 の 
フィ ッ シ ャ ー マ ン ズ ス ー プ を 含む 洋食 の 昼食 ) ニ 伊豆 急 下田 一 サフ ィ ー ル 踊 
り 子 号 藤 グ リー ン 車 (禁煙 ) 一 横浜 ・ 品 川 一 東京 (16:49 着 ) 描 硫 昌 


中州 ご 邊 梱 半 江 吉 細 , 遂 G 癌 着 天馬 SE 菜 >et2QN ペ ーー テト のみ 和志 湯 幅 ※ 


企画 担当 者 : 小 野寺 紫 妃 


を essesssss 京 り づ (4335)6240 


FAX24 時 間 受 付 
03(3566)2811 


ンー / よ コ っ アア " 
攻守 流水 鋭 光 砕 水 船 お ー ろ ら 号 5 細 計 2 か 
※ 流 水 は 自然 現象 の 為 、 ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 
上 _ 旅行 代金 ( ぉ ひと り ) 


15-M22 zes 90.000』。aasosooess 
35916-M22 | zets 110.000m。aaaogsaome 


1 画 同 行 国 2 名 較 12 名 回 不可 困 同 乗 大 
英 較 呈 23n・26 日 大 頭 2e 昌 
1 新宿 (9:30-10:00 発 ) 一 立川 ・ 八 王子 特急 世 グ リー ン 車 (禁煙 車 
に て 早め の 弁当 の 昼食 ) 一 甲府 実相 寺 ( 日 本 初 の 天然 記念 物 「 山 高 
1 ] 代 桜 ] や 美しい 水仙 の 花 を 観賞 ) ニ 身延 山 久 週 寺 (樹齢 約 400 年 の 見 
な シダ レザ クラ を 観賞 ) 三 西山 温泉 ・ 全 館 源泉 掛け 流し の 宿 慶 雲 館 ( 泊 
※ 全 館 源泉 掛け 流し (加水 ・ 加 温 ・ 循 環 ろ過 な し ) の 歴史 ある 老舗 旅館 
宿泊 。 夕 食 は 色彩 豊か な 山の幸 を 活か し た 会 席料 理 回 唐 
西山 温泉 (9:30 発 ) ニ 富士 花鳥 園 ( 圧 巻 の ベゴニア 富士 や 「 女 王 の 耳飾り 
讃 わ れる アン デス の 名 花 ・ フ クシ ア を 観賞 ) 三 富士 宮 ( 金 目 鯛 や 駿河 湾 の 桜 
2 が 、 静 岡 県 産生 な ど 駿河 の 食材 を 活か し た 会 席料 理 の 昼食 ) ニ 富士 山本 宮 
間 大 社 (駿河 国 の 一 宮 へ 参拝 。 境 内 を 染め る 約 500 本 の 桜 は 見 事 )= 新 富士 
新幹線 紅 グ リー ン 車 (禁煙) 一 新横浜 : 品 川東 京 (17:18-17:48 着 ) 開 賠 
※「 全 館 源泉 掛け 流し の 宿 慶 雲 館 (施設 総合 評価 90.6%)」 は 「 極 み の 宿 @] で す 企画 担当 者 : 寺 岡 佑 樹 


全 


nn ご 畠 菩 肪 


団 


ry 


軸 ! 肖 


サフ ィ ー ル 踊り 子 号 グ ! 
河津 科 は ライ ト ア ッ プ と 漆 の 少な い 午前 の 2 回 訪ね る 
みな み の 槍 と 常 春の 椿 の 島 伊豆 大 島 2 日 間 


1 っ 


2 


イン ター ネッ ト で も 
24 時 間 ご 予約 受付 中 


四 ま の 開 。sw5  … 上 上記 


大 型 バ ス で は 入れ な い 中 千本 まで タク シー で ご 案内 


タク シー で 楽し む 吉野 山 填 本 桜 


【 例 年 の 桜の 見 頃 は 3 月 下旬 一 4 月 下旬 】 


『 大 型 パ ス で は 作れ な い 
中 千本 まで タク シー で 
ン ご 案内 。 下 千本 まで 歩 
ー 訂 を 陸 り ず 上 本 まで 昌 

JJ へ の を 降り まで 
AA っ mn ッッ ンジ 窓 か ら 枢 観賞 な ど 、 自 由 
原谷 爺 ( 全 の の 見頃 は 月 上 5 ご 中 人 】 タク シー で ご 案内 奈良 近鉄 タタ シー に お 楽し みく だ さい 。 


大 阪 ・ 奈 良 ・ 京 都 の 核 を 愛でる 
吉野 山 千本 桜 を タク シー で 楽し む 
コー ス 番 号 2921 5-M22 | 9 せ 四 2f 回 125 還 T 

2 名 1 室 5oc 2 000』 


出発 日 共 帳 2(8)・3( 朋 ・4(%)・5()*6(*7(<・ 
8 日 

東京 (10:00-11:00 発 ) 一 品川 ・ 新 横浜 王 新 幹線 の ぞ み 号 蘭 

] グリ ー ン 車 ( 禁 煙 ) 一 新 大阪 大阪 城 (名 城 を 彩る 約 3.000 本 ) 

の 桜 )= 大 阪 ・ 帝 国 ホテ ル 大 阪 ( 泊 ) = 本 

※ 夕 食 は フラ ンス 料理 を ご 用 意 (4 月 3-4 日 出発 は 鉄板 焼 の ご 用 ーー 


05 5 鶴 国 ホテ ル 大 阪 
大 阪 (8:30 発 ) ニ 吉野 山 (2 名 に 1 台 の タク シー を ご 用 意 。 大 型 桜の 名 所 ・ 大 川 の 畔 に 立つ ラグ ゲ ジ ュ ア リー ホテ ル 。 
パス で は 入れ な い 中 千本 ま で タク シー で ご 案内 。 吉 野山 内 は 約 帝国 ホテ ル の 珠玉 の お も て な し で 贅沢 な ひと と き を お 過ごし くだ さい 。 


3 時 間 の 観光 ン ※ 寺 社 仏閣 * 観 光 地 の 拝 観 料 、 見 学 料 ・ 駐 車場 
代 ・ 通 行 料 は お 客 様 負担 と な り ま す 昼 食 は 和食 を ご 用 意 ) ニ 
京都 : ホ テル グラ ン ヴ ィ ア 京都 ( 泊 ) 

※ 夕 食 は 和食 ・ 洋 食 ・ 中 国 料理 か ら 選 択 如 
京都 = 仁和 寺 (御室 桜 ) ニ 原谷 苑 (個人 所 有 の 約 4.000 坪 の 
庭園 に 咲く 一 面 の 桜 プ アタ クシ ー に 乗り 換え て ご 案内 ) ニ 大 覚寺 


京都 駅 直結 の 好 立 地 
、 ホテ ル 
グラ ン ヴ ィ ア 京都 


a 只 三波 栖 半 測 均 細 Sm 本 ら 誤記 半 理 
坪 SWSSE 薄 et ペー へ べろ で ト 守 淵 由 ※ 


2 (拝観 / 鉄 鉢 料 理 の 昼食 ) = 京都 新幹線 の ぞ み 号 英 グ 京都 駅 に 直結 し た 。 
リー ン 車 (禁煙 ) 一 新横浜 ・ 品 川 一 東京 (18:30~-19:30 着 ) アク セス 便利 な ラグ ジュ アリ ー ホ テル 。 
仙 客室 は 気品 あふ れる デザ イン の 、 
本 画 拍 当 者 人 閉 モダ ン で 落ち 着き ある 空間 で す 。 
| 旅行 開始 後 の 取 消 ま た は 無 連 絡 不参加 100% ] お 客 様 の 人 数 が 、 最 少 催行 人 員 に 達し な か っ た と き は 、 旅 行 開始 日 の 14 害 事故 に より 、 そ の 生命 、 身 体 また は 手荷物 の 上 に 被 られ た 一 定 の 損害 
日 前 (日 帰り は 4 日 前 ) ま で に 旅行 の 実施 を 取り 止め る 旨 を ご 連絡 し 、 す で に つい て 、 あ ら か じ め 定 め る 額 の 死亡 補償 金 、 後 遺 障害 補償 金 、 入 院 見 
本 旅行 開始 日 ・ コ ー ス の 変更 は 取消 と みな され 、 取 消 料 が に お 支払 いい た だ いて いる 旅行 代金 全額 を 払い 戻し て 、 旅 行 契約 を 解除 1 
か か り し ます 。 〇 旅程 保証 
※「 夜 行 日 帰り 旅行 ] は 「 日 帰り 旅行 ] と し て 扱い ます つ お 客 様 の 責任 当社 は 別途 定め る 契約 内 容 の 重要 な 変更 が 生じ た 場合 、 旅 行 代金 に 「 規 
※「 バ ス 旅 行 ] と は 、 主 要 な 交通 機関 が バス 利用 と な る 旅行 に か り ま す お 客 様 は 、 旅 行 開始 後に 、 契 約 書面 に 記載 され た 旅行 サー ビス に つい て 記 定 の 率 放 乗じ た 額 の 変更 補償 金 を 旅行 終了 日 か ら 30 日 以内 に 支払 いま す 。 
※ 航 空 会 社 が ウェ ブサ イト 等 に より 広く 消費 者 向け に 販売 する 航空 券 を 載 内 容 と 異な る も の と 認識 し た と き は 、 旅 行先 で 速やか に 当社 また は 旅行 つ お 客 様 の 個人 情報 の 取扱 に つい て 
利用 する 、 ま た は 貸切 船舶 を 利用 する 国内 募集 型 企画 旅行 は 、 取 消 サー ビス 提供 者 に その 旨 を 申し 出 な けれ ば な り ま せん 。 お 客 様 か らい た だ く 個人 情報 の 取扱 に つい て は 、 旅 行 お よび 当社 の 各種 
料 が 異な る 場合 が ご ざい ます 。 詳 しく は お 申し 込み 後に 送付 いた し ます O 補償 ば ] り 用 させ て いた だ きま す 。 詳細 は クラ ブツ ー リ ズム の ホー ム 
パン フレ ッ ト を ご 確 さい 当社 の 責任 が 生じ る か 否 か を 問わ ず 、 当 社 旅行 業 約款 の 特別 補償 規程 / を ご 覧 くだ さい 。 
〇 旅行 開始 前 の 当社 に よる 旅行 契約 の 解除 及び 払い 戻し で 定め る と ころ に より 、 お 客 様 が 旅行 参加 中 に 偶然 か つ 急激 な 外来 の 傷 https://www.club-tcom/cinformation/function/covenant/privacy/ 
2020 5 有 20 有 生還 分 から 、 東 浅間 線 に 3 辺 の 会 計 が 160Gm を 超え る 人 物 (で. 特大 人 |) を 宮内 に 持ち 込む 電 人 は 事 前 に 和 大 人 物 ス ペー ズ つ き 生 席 の 子 約 が 必要 で す の で 旅行 中 込 時 に お 中 し 遇 
3 震 くだ さい (予約 料 は 無料 で す が 、 席 数 に は 限り が あり ます )。 ま た 、 予 約 で きた 場合 で も 、 他 の お 客 様 と 号 が 趣 れ る こと が あり ます 。 な お 、3 辺 の 合計 が 250cm を 超え る 荷物 は お 持ち 込み いた だ け ませ ん 。 事 前 予約 せ ず に 「 特 6 
大 和 荷物] を お 持ち 込み され た 場合 、 車 内 で 手数 料 (1.000 円 : も まい いただく 委 が あり ます の て: 2 折 拉 は タ け に し て いた だ く よ う お 願い いた し ます 。 ご 不明 な 点 は 、 弊 社 予約 セン ター に お 問い 合わ せく だ さい 。 


[くつ ろ ぎ の アッ プ グ レー ド ] が コン 

< こも ああ る 8 本屋 の プン 
ペー ス も あり 大 人 の 列車 旅 を お 

楽し みい た だ け ま す 。 ン 


大 阪 マリ オッ ト 都 ホテ ル 男 


大 阪 阿部 野 橋 駅 に 直結 する 「 あ べ の ハル カス ] の 高層 階 に ある ホテ ル 。 
「 ハ ルカ ス 300( 展 望 台 )」 入場 券 付 。 


「 ひ の と り | 「 青 の 交響 曲 ] に 乗車 
き f 了 に 洲 まる 大 孤独 人 日 | 


に コー ス 番 号 29970.M22 生還 1 名 較 12 還 可 昭和 


雅生 畔 奈良 交通 同等 
2 名 1 軍人 60 の 2100」 000』 3H 8 
出発 日 騙 目 3()・5 (日 づ く ぜ ん ) 」 を ご 坦 能 


※3 名 1 室 ひ と り 20.000 円 引き 、1 名 1 室 70.000 幅 増 (部 屋 数 限定 ) さい 。 | 0 昼食 一例) 上 
※ 当 コー ス は 「 ひ の と り ] 「 青 の 交響 曲 ] お よび 睦 峨 野 ト ロッ コ 列 車 の 予約 の 関係 上 、 計 
当 広告 で は 予約 希望 の 受付 の み と な り ます 。 契 約 の 締結 は 予約 確定 後 ( 出 発 日 の 約 

遺産 


2 ヶ月 前 ) と な り 、 書 類 の 発送 を も っ て お 知ら せ し ます 
東京 (9:00-9:40 発 ) 一 品川 ・ 新 横浜 一 新幹線 の ぞ み 号 廊 グリ ー ン 車 ( 禁 煙 ) 2 日 目 は 吉野 山 で 千本 桜 を 観賞 (例年 の 桜の 見 頃 は 3 月 下旬 4 月 下旬 )。 金 導 
山寺 で は 、 秘 仏 本 尊 特別 ご 開帳 を 拝観 し て いた だ け ま す 。 


を 感じ る 月 替り の 

H 理 を 引き 出し の 放言 
箱 勝 に 盛り 付 
膳 (お うし ゅ 舞 


名 古屋 … ・ プ レミ アム シー ト … 大 阪 難波 = (豊臣 
1 秀吉 築城 の 名 城 と 桜 / 例 年 の 見 頃 は 3 月 下旬 4 月 上 旬 )= 大 阪 阿倍 野 ・ 大 阪 マ 


※ ” リオ ッ ト 都 ホテ ル ( 泊 ) 
自室 ※ 到 着 後 、 あ べ の ハル カス 展望 台 へ も 各自 ご 入場 いた だ け ま す 。 夕 食 は 欧風 料 1 計 き を 
現 は 理 を ご 用 意 し ます EE 紀 > 秘 国 金 
角 す 大阪 困 倍 野 = 吉野 山 [ 一 上 寺本 と 名 高い 吉野 千本 校 」 を 約 120 分 観 向 ン ch 
為 て 2 (秘仏 本 尊 特 別 ご 開帳 )「 竹 林 院 群 芳 園 ] に て 和食 膳 の 昼食 ]= 旨 尊王 ぎ 
上 吉野 = 指定 席 一 大阪 阿部 野 橋 … 大 阪 阿 倍 野 ( 泊 ) 中 特 門 蔵 
融 | 。※ 夕 食 は 会 席料 理 を ご 用 意 開 同 夕 潮 別 大 王 
全 を 大阪 同 倍 野 = 京都 ( 損 茂 神社 と 並ぶ 京都 最 古 と 呼ば れる 社 に 参拝 ) ニ る こ 修 党 
年 す 財 せ 山 [「 届 山 錦 ] ( 桜 宿 用 の 昼食 )… 薄 紅色 の 嵐山 や 渡 月 橋 か ら の 景色 な ど 各 相 
時 う 自 で 散策 ] … ト ロッ コ 農 央 … 1 ・ 指 定席 ( 桜 と 保 津 川 9 進 
り 全 景 )ー ト ロッ コ 亀 岡 = 京都 一 新幹線 の ぞ み 号 鞭 グ リー ン 車 禁煙) 一 新村 上 
ま 花 一 東京 (19:30-19:45 着 ) 回 
す は 企画 担当 者 : 塩 味 文子 ( 写 夏 人 人 下 権現) 
(旅行 代 人 の と 和 全 は 旅行 始 日 の 21 日 前 (明り 旅行 は 11H 前 ) の 取消 料 を 申し 受け ます 。 
お 申し 込み いた だ く 前 に 必ず お 読み くだ さい 。 で に 全額 を ご だ さい ee 取消 料 (お ひと り ) 
ご 旅行 条件 に て | 記 条 *、 コ ー ス ご と に 記載 1 (4) 旅行 契約 は 、 当 社 が 契約 の 締結 を 承諾 し 、 申 込 金 また は 旅行 代金 全額 を 
人 に っ て は 人 の ばか コー ご に 記 款 さか て い 有理 し た と き に 記 立 する も の と し ます 。「 ク レジ ッ ト カ ー ド | の 場合 は 、 当 社 が 国内 旅行 取消 日 区 分 電導 行 日 り 
行 業 約 吉 ( 募 集 型 企画 旅行 契 約 の 部 ) に より ます 。 契約 の 結 を 承諾 する 旨 の 通知 が 到達 し た 時 点 で 成立 し ます 人 | バ ス 旅行 | 旅行 
旅行 の お 申し 込み お よび 契約 の 成立 時 基 し 旅行 代金 に 含ま れる も の - 志和 始 日 | 20 日 目 こ 15 日 目 | 20% = ー 
(1) 当社 は 電話 、 郵 便 、 フ ァ ク シミ リ 、 イ ンタ ーネット その 他 の 通信 手段 に よる 旅行 日 程 に 送 機関 の 運賃 "料金 ト の 前 日 か ら | 14 日 目 一 11 日 目 20% 20% 記 
旅行 契約 の 予約 の 申し 込み を 承り ます 。 場 料金 、 添 乗員 同行 コー ス の 必要 経費 等 。 上 記 詰 費用 は お 客 様 の ご 者 起算 し て さ | 10 日 目 一 8 日 目 20% 20% | 20% 
0 に セッ 自由 な 方 、 動 物 ア レル ギー の ある 方 、 身 体 合 に より 、 一 部 利用 され な く て も 払い 戻し は いた し ませ ん 。 か の ぼっ て | 7 日 目 一 2 日 目 30% 
犬 を お 連れ の 方 、 そ の 他 特 別 な 配慮 を 必要 と する 方 は 、 〇 お 客 様 に よる 旅行 契約 の 解除 - 払 い 戻 旅行 開始 前 日 40% 
の に お 申し 出 く だ さい 。 旅行 契約 成立 後 、 お 客 様 の ご 都合 で 契約 を 解除 され る と き は 、 次 の 金額 日 の 当日 の 集合 時 間 ま で 50% 
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を csszassss りう ( 4335)6240 6892sr 


ッ ト で も 


生年 四季 の 芋 衝 。。 = | 


YY 
9 金 証 73 
全 千 2 峯 1 * 
体 本 0 3 
が へ 0 寺 0 
桜 と 種 へ 0 
色 開 三 の 年 
に 花 万 参 音 
染 し 本 拝 ぶ 
ま て の 者 ら 
る 記 桜 に 貞 
様 き が よ まつ 
は まで て 神 間 記 
簡 < 千 桜木 
本 が 工 例 
5 | 
語ら 樹 し 提 | 
ロ 中 さて の 
証 ま 肖 
本 を ほ 
野 
山 ポキ 
マ 旬 
5 
4 
月 
旬 


ウ 」ー 


オー ル 
イン クル ー シ ブ 
シス テム 


コ ニ = つっ 2921 9 一 20-M22 


ベル ジュ ・ ド ・ ぷ ※ れ ざん す 桜 井 
高級 フラ ンス 料理 店 「 ひ ら ま つ 」 が プロ デュ ー ス する フラ ンス 流 オ ー ベ ル ジ ュ 。 
奈良 県 産 の 食材 を 用 いた フラ ンス 料理 を お 楽し みく だ さい 。 


セト レ な ら ま ち 


奈良 2 EE 
夕食 は 、 自 家 農 園 の 大 和 野 菜 を 用 いた お 料理 を ご 堪能 くだ さい 。 


夕食 時 の お 飲み 物 、 ク ラブ ラウンジ の ドリ ンク や 軽食 が すべ て 含ま れ 
た 、 オ ー ル イン クル ー シ プ の ホテ ル で す ( 一 部 飲料 は 有料 と な り ます ) 。 
クラ ブラ ウン ジ で は 、 ビ ピー ル ・ ワ イン ・ ソ フト ドリ ンク や 軽食 を 無料 で ご 利用 いた だ け 
ます 。 [15:00 一 23:00 10:0012:00]  ※ 朝 は ソフ トド リン ク の み 


| の 昼 


観光 特急 「 あ を に よし 」 乗車 
一 目 千 本 の 絶景 ・ 吉 野 干 本 核 


較 同行 国 2 名 (29221-M22 は 1 名 ) 繕 12 名 固 不可 茹 同 乗 随 到 較 奈良 交通 同等 


※ 当 コー ス は 観光 特急 「 あ を に よし 」 の 予約 の 関係 上 、 当 広告 
は 予約 希望 の 受付 の み と な り ます 。 契 約 の 総 結 は 予約 確定 第 
(出発 日 の 約 2 ヶ月 前 ) と な り 、 書 類 の 発送 を も っ て お 知ら せ し ま す 


コー ス 番 号 客室 | 旅行 代金 (お ひと り ) 


29219-M22 | 


ツイ ン ル ー ム ( 約 30m) | 


2 宮 130.000a-140.000。』 


( 無 130. 000 円 、 〇 印 140, ooo) 


回 


M 


29220-M22 2ss 150.000』-160.000』 


エグ ゼクティ ブス イー ト ( 約 87m) |( 焦 印 150.000 円 、C 


桜井 アオ ー ベ ル ジ ュ ・ ド ・ 
ぶれ ざん す 桜 井 


160, 000 円 ) ※3 名 1 室 ひ と り 3。 000 円 引き 


出発 日 薄 下 31($) 日 騙 和 ⑧+)・9 則 日 


29221-M22 | 2s 120.000。 


宿泊 | 奈良 ビ セ トレ な ら ま ち 出発 日 革 6 日 ※3 名 1 室 ひと り 2.000 円 引き 、 


1 名 1 室 10.000 円 増 (部 屋 数 限定 ) 


] 煙 )= 


都 一 


食 )= 薬 師 ぎ ( 


東京 (8:00-8: 30 発 一 部 川 新横浜 == 新 幹線 の ぞ み 号 騙 グリ ー ン 車 ( 禁 


近鉄 奈良 菊水 楼 ( 会 席料 理 の 昼 


拝観 ) ニ 桜井 また は 奈良 ( 泊 ) 


固 眉 久 


桜井 


また は 奈 


2 (洋食 の 昼食 ) 


良 = 吉野 山 (午前 中 に 到着 。 
大 和 八 木 近 鉄 特急 指定 席 一 名 古屋 一 新幹線 の ぞ み 
号 鞭 グ リー ン 車 (禁煙 ) 一 新横浜 : 品 川東 


美しい 桜の 里 を 散策 ) ニ 橿原 


京 (18:30-19:30 着 ) 邊 


回 園 


※ コ ー ス 番号 29221-M22 は 2 日 目 の ホテ ル 出 発 が 8:30 と な り ま す 企画 担当 者 福井 義統 


クラ ブツ ー リ ズム で は 、 安 心して ツア ー に ご 参加 いた だ ける よう 、 ご 旅行 の お 申し 込み 時 に 次 の 内 容 を お 伺い し ます 。 ご 参加 者 全員 の ⑩ お 名 前 @ お 電話 番号 ⑯ 郵 便 番号 ご 住所 ⑩ 性 別 @ 生 
※ お ひと り で の ご 参加 の 場合 は 、 緊 急 時 の ご 家族 等 の 連絡 先 事前 に お 調べ の うえ お 電話 くだ さる と 、 ス ムー ズ に ご 了 予約 いた だ け ま す 。 ご 協力 を お 願い 申し 上 げ ます 。 


年 月 日 また は 年 齢 


中 只 ご 計 梱 層 漠 喜 強 咽 , 瞬 9 引 革 束 坪 馬 壁 ot 人 Niー※ さ べろ 表 湯 壮 ※ 


oo 


春 
の 
他 
を 
愛 
Ya 
る 
旅 


2 日 目 は 大 型 バ ス で は 入れ な い SPRY / 
いにしえ の o 古 都 を 彩る 桜 風景 タク シー で 楽し む 寺 野山 干 本 桜 


奈良 大 和 路 と 吉野 干 本 桜 国定 


に 暫 一 部 (1・3 日 目 ) 国 2 名 圏 2 名 固 不 可 國 一 部 た く か で こ 
コー ス 番 号 の 9216-M22 吾 1.3 日 目 : 帝 産 観光 バス 同等 が 降っ た は 周 自由 に 桜 観 飼 や 寺社 めぐ り 
ーー 知っ て 上 キオ 中 千本 まで タク ジ 
2 名 1 室 旅行 代金 造ら 電 ー ン 自 で 桜 策 を だ 
( ぉ ひと り ) 190.000』 う 日 間 | 12 時 < 寺 (「 秘 仏 本 尊 特 別 ご 開帳 
出発 日 由 2(・6( ぶ 日 さこ 


東京 (9:00-9:15 発 ) 一 品川 新横浜 一 新幹線 の ぞ み 号 著 グリ ー ン 車 
( 共 煙 ) 一 名 古屋 … 近 鉄 特急 ・ 指 定席 … 名 張 長 谷 寺 ( 約 1.000 本 の 桜 
1 が 上 き 誇る 花 の 御 寺 例 年 の 見 頃 は 3 月 下旬 4 月 上 旬 )= 半 門前 
宿 和 空 法隆寺 ( 泊 ) ※ 世 界 遺 産 ・ 法 隆 寺 の 参道 沿い に 佐 む 宿 に 連 
泊 。 夕 食 は 「 北 新地 神田 川 」 監 修 の 門前 慎 石 料理 を ご 用 意 。 毎 夜 開催 さ 
れる 奈良 の 歴史 や 文化 を 学べ る トー クシ ョ ー も お 楽し みく だ さい 口 星 包 
斑鳩 (8:30 発 )= 吉 野山 タク シー 観光 (1 グル ー プ 2 名 様 に 1 台 の タク シー 
を ご 用 意 。 大 型 バス で は 入れ な い 中 千本 まで タク シー で ご 案内 。 吉 野山 散 
2 策 の 後 は 、 お 好き な と ころ を 選ん で 観光 し て いた だ け ま す / 昼 食 は 平 宗 の 
柿 の 葉 寿 司 弁当 を ご 用 意 / 約 6 時 間 ノ ※ 吉 野山 内 で の その 他 の 観光 地 
の 拝観 料 、 駐 車場 代 、 通 行 料 は お 客 様 負担 と な り ま す )= 斑 論 ( 泊 ) 開 囲 急 
斑鳩 … 薬 師 寺 ( 金 堂 東 院 堂 ・ 食 堂 他 拝観 法話 )= 春 日 大 社 ( 御 次 山 
3 の 区 に 位置 する 社 に 参拝) 一 登 大 路 ホテ ル 奈 良 ( 遅 め の 13:00 か ら 旬 
の 食材 を 使用 し た フラ ンス 料理 の 昼食 )= 京 都 一 新幹線 の ぞ み 号 工 
グリ ー ン 車 ( 禁 煙 ) 一 新横浜 ・ 品 川 一 東京 (19:00-19:15 着 ) 皇 屋 唱 


企画 担当 者 塩味 文子 

すい 三 俊 さ 禅 り 国 

送る 章夫 れ 堂 す 室 
奈 写 語 食 浄 画 て と る 誠 
妥 普 土 伯 いし 金融 
9 才 振っ 思 に 全て 革 呈 sss 崩し 2<99 
人 条 が る 院宣 。 わく う ーッ 
を | 門前 宿 和 空 法隆寺 還 | 
2 ま を 陀 洋 定 の 祀 法隆寺 より 徒歩 約 50 秒 と いう 好 立 地 。 夕 食 は 、[ 北 新地 神田 川 」 監 修 の 門前 懐石 を ご 賞味 。| 


西 由 桜 舞う 優美 な 世界 遺産 ・ 姫 路 城 


斗 州 ご 穫 梱 世 江 吉 細 , 遂 ら 難 店 半 吉 対馬 菜 et ペー メ へ べろ 寺 油 仙 ※ 


心 踊 る 春 底 漫 桜 施 めぐ り 


雄 其 温泉 ・ 神 戸 六甲 温泉 に 宿泊 


コー ス 番号 1 沼 目 客室 旅行 代金 (aoi) 
29425-M22 | 洋室 | 2 名 1 室 170.000。* 懲 競 品 


29426-M22 | 玉 緒 2 名 室 1090.000』* 徹 訓 欠 


還 同 行 国 2 名 圏 12 名 較 不 可 國 同 乗 


大 阪 バス 神戸 同等 3 
出発 日 太 双 目 2(8)・7 | 日 う 還 


東京 (9:30-10:00 発 一 品川 ・ 新 横浜 一 新幹線 の ぞ み 号 工 グリ ー ン 車 

] (人 爆 ) 一 京都 = 東寺 (名 勝 「 不 二 桜 」 や し だ れ 桜 )= 肌 寺 ( 生 式 部 めか り 

の 花 の 寺 ン 例年 の 見 頃 は 3 月 下旬 4 月 上 旬 )= 故 琴 温 泉 ・ び わ 湖 花 街道 

( 泊 ) ※ 夕 食 は 食事 処 に て 会 席料 理 を ご 用 意 因 牛 回 

雄 雄 温泉 = 吉野 山 (一 目 千 本 の 桜の 里 を 散策 中 千本 周辺 に て 和食 騰 
2 の 昼食 )= 神 戸 六甲 温泉 神戸 ベイ シェ ラ ト ン ホテ ル & タ ワー ズ ( 泊 ) 

※ 夕 食 は フラ ンス 料理 を ご 用 意 問屋 

神戸 六甲 温泉 = 姫路 城 (別名 白鷺 城 ] と 称 さ れる 白 深 只 総 塗 籠 造 り の 城 

3 と 桜 )= ホ テル 日 航 姫路 (13:30 頃 か ら 洋食 の 昼食 )… 姫 路 一 新幹線 の ぞ 

み 号 著 グ リー ン 車 (禁煙) 一 新横浜 - 品 川 一 東京 (18:54 着 ) 右 尾 昌 

企画 担当 者 : 考 味 文 雄 其 温泉 神戸 六甲 温泉 


本 N Y ーー 三 1 ヽ 
旨 びわ 湖 花 街道 神戸 ベイ シェ ラ ト ン 
及 締 EE デル な クワ ニス 
ゃ 暫 見 える 次 び 視界 の か な り の 部 分 を 占め て いる 部 屋 敷地 内 か ら 湧 く 温泉 を お 楽し みく だ さい 。 
き 頃 ーー/ (』 AN 

: 張 す は | ず ン と : 
な り る ] こ 
和 邊 2 
6 
を 1 族 

5 

放 ト 国 4 
ち ル ぞ 
ま と は 明 。 / 
すい 上 た 。 

? う 高 旬 に ョ ト 

きら に タ 食 (一 例 ) 


ee EEE に 9( く アプ 6 450 おり EER 


室生 寺 【 例 年 の 桜の 見 頃 は 4 月 上 名 一 中 名 】 


出発 間際 お 申し 込み の 支払 い 方 : 


関 


M ) ut9t き ご 滋 思 臣 束 浴 ご 池 
コ S へ ヘン へ で 詳 本 0ck こ > て 着 F フ 装填 ゆき 着 コ 
。、 ビ 旦 ロ HO 溢 ES 菜 S 着 避 | の 豆 〇 らい 北 


ま 


【 


き 功 


cet9tC で 型 財 (4 上 NN 剛 民 
せら 自 剖 の 国 古 珈 計 
et て 市 叶 中 軸 S 竹 


時 時 さき ざ 選 油 散 さ 
(Y「Q 億 順 ロ H] 上 
当 秒 当 呈 計器 せ さ さき 電 


喘 受 績 源 ・ 滋 洪 了 ば 


入隊 乾 六 。S み の 叶 右 名 


へ XS 衝 塗 較 


に 9: に ho の) 
才 賠 し 守 入 で 。 叶 放さ 
s「 降 軸 」 ト ー モ さ マ 


憎 層 関西 2 迎 費 館 奈良 ホテ ル 」 宿泊 


間 和 [に 多 ま る 古野 千本 


コー ス > 番号 29211-M22 困 同 乗 
2 を 宣 fegy 12(0.000n-1 55.000。 


還 


東京 (8:00-8:30 発 ) 一 品川 ・ 新 横浜 新 幹線 の ぞ み 号 蘭 グリ ー ン 車 (禁煙 ) 一 名 古 


(無印 120.000 円 、 〇 印 125.000 円 ) ※3 名 1 室 ひと り 5.000 円 引き 


屋 … 近 鉄 特急 指定 席 一 名 張 = ( 桜 に 染まる 女人 高野 ) ( 桜 咲く 花 の 

] 御 寺 ) ニ 奈良 奈良 ホテ ル 新館 ( 泊 ) 
※ 明 治 42 年 創業 、 関 西 の 迎 質 館 と 呼ば れる 名 門 クラ シッ ク ホ テル の 新館 に 宿泊 。 タ 
食 は メイ ンダ イニ ング に て 伝統 の フラ ンス 料理 を お 楽し みく だ さい 回 目 轄 
奈良 (8:00 発 ) ニ 吉野 山 (午前 中 に 到着 。 美 し い 桜 の 里 を 散策 ) ニ 大 和 八 木 + 近 鉄 特 
ノ 急 * 指 定席 一 名 古屋 一 新幹線 の ぞ み 号 散 グ リー ン 車 (禁煙 ) 一 新横浜 ・ 品 川 一 東京 
(19:45-20:45 着 ) 因 還 
企画 担当 者 : 高 橋 純 平 


ツア ー 出 発 日 か ら 起算 し て 5 営業 日 前 ( 土 ・ 日 - 祝 日 は 除く ) を 過ぎ た お 申し 込み の お 支払 い 方 法 は 、 カ ー ド 決済 の み 承 り ます 。 
あら か じ め ご 了承 くだ さい 。 


州 ご 衛 梱 半 漠 喜 双 画 , 商 9 毅 半 天 寺 馬 ③ 避 et 人 ペー べろ 豆油 幅 ※ 


ら 


2 昌 目 は タク シー で 吉野 山 へ 
「 計 良 ホテ ル | 連 伯 春の 良 大 和 有 


ュー ィ w ぁ 29218-M22 生還 


2erm 枯 計 198, 000。.203 000。 


出発 日 下 
(無印 198.000 円 、C OHW203.000 円 ) 
東京 (9:00-10:00 発 ) 一 品川 - 新 横浜 一 新幹線 の ぞ み 号 甘 グ リー ン 車 
( 共 煙 ) 一 名 古屋 近鉄 特急 指定 席 一 名 張 = 大 野寺 (樹齢 約 300 年 の 


で タク シー 


1 校生 桜 )= 長 谷 寺 ( 境 内 に 咲き 詩 る ソメイヨシノ や ヤマ ザク ラン 例年 の 軒 中 本 まで 

見 頃 は 3 月 下旬 ~-4 月 上 旬 ) ニ 奈良 ・ 奈 良 ホテ ル 新館 ( 泊 ) ご 案内 し た 後 は 、 

半 42 会 席料 理 EE 細 徒歩 で の 桜 散策 や 、 

奈良 (8:30 発 )= 吉 野山 タク シー 観光 [2 名 に 1 台 の タク シー を ご 用 意 。 目 タク シー か ら 降 り ず に 凡 
30 お で ご 案内 。 吉 野山 内 は 約 3 還 その まま 上 千本 の 桜 観賞 な ど 駅 


2 時 間 の 観光 ( 屋 食 時 間 全 お) 恒 食 は 枯葉 寿司 の お 当 を ご 用意 自由 に お 楽し みい た だ け ます 。 


※ 寺 社 仏閣 観光 地 の 拝 観 料 、 見 学 料 ・ 駐 車場 代 ・ 通 行 料 は お 客 様 負 担 
と な り ま す ] = 奈良 ( 泊 ) ※15:00 着 予定 。 夕 食 は 「 メ イン ダイ ニン グ 三 


笠 ] に て フラ ンス 料理 一 暑 多 
奈良 = 法隆寺 (日 本 初 の 世界 遺産 ) ニ 料亭 百楽 荘 (13:00 頃 より 約 1 万 


3 坪 の 庭園 に 伴 む 料亭 に て 会 席料 理 の 昼食 〆※4 月 3 日 出発 は 別 会 場 と 
な り ま す )= 0 ンー 
一 東京 (18:30-19:30 着 ) 


3 日 目 昼食 


斗 支 古 交 護 
料亭 百楽 荘 
(4 月 3 日 出発 を 除く ) 
| 富雄 の 高台 に 倍 む 料亭 。 約 1 万 坪 の 
| 敷地 に 個性 的 な 数 寄 屋 造り の 離れ が 
| 点 在 し て いま す 。 料 理 人 の 匠 の 技 を 活 
| か し た 会 席料 理 を お 楽し みく だ さい 。 


9 静か な 時 


2< JH 完全 プラ イ ペー ルイ ヤー プラ ン 
関西 の 迎 質 館 | 奈良 ホテ ル ] 3 連 泊 


一 部 (1・3 日 目 ) 図 2 名 圏 10 名 賠 不可 國 な し 
コー ス 番 号 29214-M22 上 中 (SE 上 B 還る 回 10 る 還 可 圏 な 


2e 吉 時 250.000g 。 |4mm 


出発 日 攻 1 +)・5( 日 
東京 (10:30-11:30 発 ) 一 品川 ・ 新 横浜 一 新幹線 の ぞ み 号 鞭 グリ ー ン 
車 ( 茜 煙 ) 一 京都 近鉄 特急 指定 席 … 近 鉄 奈良 =( ハ イヤ ー 送 迎 ) ニ 

] 奈良 奈良 ホテ ル 新 箇 泊 


※ 到 


(ツア ー デ ラン の 相談 ・ ます 
夕食 は 会 席料 理 を ご 用 意 日 日 多 
2 奈良 =( 約 6 時 間 の ハイ ヤー プラ ン > お 好き な コー ス を 左記 モデ ルプ 
・ ラン より お 選び くだ さい ) ニ 奈良 ( 泊 ) 

弟 3 上 四 の 少 は ツラ ンス 笠間 2 日 目 開 忠 日 3 日 目 癌 釣 


選べ る モデ ルプ ラン 2・3 日 目 ($36 時 
大 和 の 桜 と バ ワ ー ス ボッ トコ ー ス 


剖 内 宮林 寺 ・ 大 5 下層 詩 な ど 跡 ] 奈良 ( 約 5 時 間 の ハイ ヤ - ング お 好き な コー ス を 左記 モデ ルプ 
花 の ミ 人 へ EPSN 中 宮寺 郡山 城中 な ど 4 ラン より お 選び くだ さい ) ニ 控 奈良 一 近 名 特急 指定 席 一 京都 一 新 幹 
あの 90 た 線 の ぞ み 号 藍 グ リー ン 車 (禁煙 ) 一 新横浜 ・ 品 川 一 東京 (18:00~-19: 
京都 の 際 4 里 コー フ = R 00 着 ) 右 昌 日 
電 昌和 . 和 . 円 ma な ビ ど 9 企画 担 当 才 光平 
柳生 藩 家 老 屋敷 な ど ※ 拝 観 料 や 見 学 料 は 含ま れ ま せん 。 上 記 時 間 内 に 昼食 時 ョ 
6 間 を 含み ます ( 屋 食 代 は 各自 負担 と な り ま す ) = EE う 生 の OE 
古都 奈良 の 文化 財 コ ー ス @ 時 間 内 で あれ ば ご 希望 の コー ス ヘア レン ジ も 可能 で す 。 


薬師 寺 ・ 中 春日 大 社 ・ als TD (ツア ー デ ィ レ クタ ー) に お 申し 付け くだ さい 。 1 日 目 ホテ ル 到 着 後 は 、 テ ィ ー ラ ウン ジ ま | 


た は レス トラ ン に て お 飲物 を ご 用 意 。TD | 
(ツア ー デ ィ レ クタ ー) が お 客 様 の ご 希望 | 
を 細やか に 伺い 、 翌 日 以降 の 旅行 プラ ン | 
を ご 提案 し ます 。 | 
左記 モデ ルプ ラン | 
較 ー の アレ ンジ も 可能 
 。。 で す 。 お 気軽 に ご | 


る 3 相談 くだ さい 。 


計 放 ご 梱 壮 前 均 碧 血 , 普 お 将 衣 鞍 区 対 青き 層 otN2ー ト へ べろ 記 湯 山 ※ 


n Sssozassasss 率 り 3(4335)6 の 40 


大 型 パ バス 行け な い 花 還 [ 原 作 | へ 
春 う らら か な 秒 位 温 京都 3 日間 


男 同 行 国 2 名 回 12 名 固 不 可 困 同 乗 陣 吾 奈良 交通 同等 


コー ス 番 号 29270-M22 29272-M22 


訪 証 1 は )・3B・ 
出発 日 人 旋 証 2(@)・4(%0・7(⑧ 日 


宿泊 ホテ ル 日 航 プ リン セス 京都 京都 ブラ イト ン ホ テル 


sts | 2 名 室 19().000m | 2 を 210.000 


旅行 
(お ひど) | 3 名 1 室 ひ と り 5.000 円 引 き ※3 名 1 室 ひ と り 5.000 円 引き 
東京 (10:00-1 :00 発 ) 一 品川 新横浜 新幹線 の ぞ み 号 蘭 グ 
リー ン 車 (禁煙 ) 一 京都 = 元 入城 ( 約 50 種 約 400 本 の 桜 ノ 
] 例年 の 見 頃 は 3 月 中 名 4 月 中 名 )= 茂 神社 (銘木 「 斎 王 桜 」 
や 「 御 所 桜 」 な ど 由 緒 あ る 神社 の 名 桜 バ 例年 の 見 頃 は 3 月 下旬 -4 
月 中 旬 ) 三 京都 ( 泊 ) ※ 京 都市 内 の ホテ ル に 連 泊 。 夕 食 は 日 本 料 
1 に 理 ・ 洋 食 ・ 中 国 料理 鉄板焼 よ り 事前 選択 回 回 名 
台 寺 方 前庭 ライ ト ア ッ プー の 2 に 、。 京都 = 仁和 寺 (御室 桜 ) 原 谷 苑 ( 個 人 所 有 の 約 4.000 坪 の 庭園 
[例年 の 簡 の 見 頃 は 3 月 下旬 ー4 月 上] mm 仁和 寺 【 例 年 の 桜の 見 頃 は 4 月 上 旬 一 中 包 】 に 咲く 一 面 の 桜 プ タク シー に 乗り 換え て ご 案内 ) ニ 走 Shin (フラ ンス 
料理 の 昼食 )= 平 安 神宮 (神苑 の 紅 枝垂れ桜 は 王朝 絵巻 さながら 
2 ノ 例 年 の 見 頃 は 4 月 上 名 中 旬 ) ニ 南 禅 寺 ( ヤ マ ザ ク ラ と 三門 例 
年 の 見 頃 は 3 月 下旬 4 月 中 旬 )= は り 清 (会 席料 理 の 夕食 ) ニ 高 
『 (夜桜 ライ ト アッ プ ) = 京都 ( 泊 ) 
※20:00 着 予定 國語 錠 
京都 = 法 金剛 院 (鳥羽 天皇 の 中 宮 ・ 待 質 門 院 が 愛し た 紅 枝 垂れ 桜 
で 、 別 名 「 紫 の 桜 」 例年 の 見 頃 は 4 月 上 旬 - 中 旬 ) ニ 京 
3 ( 約 1.000 本 の 桜 例 年 の 見 頃 は 3 月 下旬 4 月 中 旬 )= ホテ ル グ 
ラン ヴィ ア 京 都 (鉄板 焼 の 昼食 )= 東 寺 ( 観 桜 例 年 の 見 頃 は 3 月 


TO- NE) の そ ツ グリ ー ン W( 
に M22| アグ 新 柏 品川 東京 (17:30-18:30 着 ) 財 
ホテ ル 日 航 プ リン セス 京都 京都 プ ブライ トン ホ テル 


相 " 還 


※「 京 都 プラ イト ン ホ テル (施設 総合 評価 90.3%)」 は 「 極 み の 宿 @] で す 企画 担当 者 : 福 井 義統 


12 欠 の 巨匠 ・ 村 il | サ ・ ブ リン 
桜 舞う 京 の 格式 高 き 雅 な 世界 へ 
旧 財 御所 大 覚寺 特別 拝観 と 京都 迎 質 館 


<**29271-M22 mt リティー 


2 名 1 室 作 9e の 200, U0Oa 
出発 日 諾 邊 31 日 四 昌 3 ゅ JH 


※ 京 都 迎 宴 館 の 予約 の 関係 上 、 の 
弊社 に より 手配 が 完了 次 第 、 書 面 の 発送 を も っ て 正式 な 旅行 契約 の 締結 と 
な り ます ( 約 1 ヶ月 前 ) 手配 状況 に よっ て は ツア ー 中 止ま た は 出発 日 の 変更 
を お 願い する 場合 が あり ます 
東京 (10:30~-11:30 発 ) 一 品川 新横浜 一 新幹線 の ぞ み 号 鞭 グリ ー ン 車 
(禁煙 ) 一 京都 = 旧 財 寺 ( 庭 湖 館 特別 拝観 、 お 抹茶 拝 服 、 案 内 
] 付 で 「 記 殿 」 拝 観 ) し ょ う ざ ん リゾ ー ト 京都 「 千 寿 章 」 (美しい 庭園 と 会 席料 
理 の 夕食 ) ニ 京都 ザ ・ プ リン ス 京都 宝 ヶ 池 ( 泊 ) ※ ク ラブ フロ ア に 宿泊 。 
滞在 中 、 ク ラブ ラウ ンジ を ご 利用 いた だ け ま す EE 用 
京都 = 京都 迎 館 (「 衆 楽 の 間 ] 「 藤 の 間 」 「 桐 の 間 ] な ど を 見 学 ) ニ ホテ ルオ ー 
2 クラ 人 (東山 の 角 と 軸 の 素材 を 滞 か し た 現代 フラ ンス 折 理 を お 灯 し みく 


s 革 上 さ 0k 選 選定 


葉 記 自 舌 二 
革 箇 藤 雷 ・ 選 亜 基 きき (v 可 産 洛 唱 な き 


悪 普 「 源 当 」 
S 完 民 油 瀬 同 肪 潤 「(③ 秦 


間 状 基 せ (r 問 革 


トド 


deey 玉音 拓 珠 選 | 


に 3 
ざ 個 古 吉 可 所 。 恒 坦 要 計 ご 再 測 葉 せ き 


中 | 氷 上 ( 下 評 ) 村 きき ざ 9 書 隆 る 降 泊 さ 宇 さき 
以 は 大 Cr 員 吉 S 了 消 台 巧 古寺 吾 吉 


だ きい )= 泉 清き (和室 の 菩提 ぎ / 楊 中 和音 像 拓 )… 国 の 
(美しい 庭園 と お 抹茶 畠 眼 )= 京 都 ( 泊 ) ※ 夕 食 は フラ ンス 料理 聞 2| 1 3 月 下旬 4 月 上 旬 】 
5 皇室 か 介 か | 和光 代 天皇 の 坦 販 で 作ら れ た 、 泉 清 寺 の 別院 | 醍醐 天皇 の 由来 と し て 厚い 棄 護 を 受け まし た 。 
1 0 Photo by Shimizu Mnahumi | 太 則 秀 吉 が 催し た 「 根 の 花見 ] で も 有名 で す 。| 
車 (禁煙 ) 一 新横浜. 品川 一 東京 (17:50-18:50 着 ) 還 居 国 ョ ココ = 
画 担当 者 : 高 橋 純 平 ぎ 和 数 才 1 
| 見 の 者 
間 

1 還 ザ . プ ブリ ンス 画 村 
た > 
昌 に ュー 時 
= 日 本 建築 界 の 巨匠 ・ 村 野 藤 吾 氏 が 間 明 

【/】 

間 


慎 放 ご 邊 梱 半 刑 寺 台 加 上 詩 誤 天王 S 菜 et ペー へ べろ 選 油 購 ※ 


ee、。 村 し た ホテ ル 。 


ET 際 歩行 や 視聴 覚 な ど が ご 不 自由 な 方 動物 アレ ルギー の ある 方 身体 陣 害 補助 大 を お 連れ の 方 、 そ の 他 特別 な 配慮 を 必要 と する 方 は 、 
ツア ー お 申し 込み 時 の お 原 お 申し 込み の 際 に 必ず お 申し 出 く だ さい 。 


ho 


ゆり 「 ホ テル グラ ン ヴ ィ ア 京都 」 に 連 泊 
大 型 パス で 行き に くい 桜 名 所 へ ご 案内 
独 剛 2 JH 上 各層 各所 を タク ツー て めぐ る 


ュー ス 赤 紀 29277-M22 EE 


2g 向 叶 210.000mmmmm/e/ ⑳ 3| 


出発 日 諾 自 31 (3: 日 革 還 2()・6 日 
剖 3 名 1 室 ひと り 10.000 円 引き ※ ゆ っ た り 旅 の お 約束 は P. '33 を ご 覧 くだ さい 
東京 (10:45-11:30 発 ) 一 品川 - 新 横浜 一 新幹線 の ぞ み 号 肉 グリ ー ン 
車 ( 禁 煙 ) 一 京都 一 酸 柚 寺 (「 花 の 醍醐 ] と し て も 名 高い 皇室 か ら の 信仰 
1 が 篤 か っ た 古寺 。 三 宝 院 な ど 拝観 // 例 年 の 見 頃 は 3 月 下旬 4 月 上 旬 ) 

= 衛 亭 (早め の 16:45 頃 か ら 稚 尽く し の 京 懐石 料理 の 夕食 ) 三 東寺 ( 国 
宝 ・ 五 重 塔 と 桜の ライ ト ア ッ プ ) = 京都 : ホ テル グラ ン ヴ ィ ア 京都 ( 泊 ) 
※20:15 着 予定 回 回 罰 
京都 [1 組 に 1 台 の タク シー で 世界 遺産 と 桜の 名 所 、 伝 統 的 な 町 屋 散 
策 へ ご 案内 ン 上 賀茂 神社 と 社 家 の 街並み ・ 基 園 の 伝統 的 建造 物 群 と 
2 科 園 白川 (白川 沿い の 枝 折 れ 桜 ) 清水寺 と 二 年 坂 ・ 三 年 坂 / 約 6 時 
間 ] = 京都 ( 泊 ) 


【 可 rm トー 可 っ Kmo 吾 双 mS 層 S 半 守 】 肌 湯 


NIS テ ユ (へ で 滞 rrdtrrry 問 障 田 。 
OO の N 恋 守山 へ 人 き ご 析 本 


道 が 狭い な ど 大 型 バ パス で は 行き に くい 隠れ た 桜 名 所 ヘタ ク 
シー で ご 案内 し ます 。 プ ライ ベー ト 感 覚 の 桜 め ぐり を お 楽し 


才 く だ さい 。 利用 タク シー 会 社 : ヤ サカ タク シー 同等 ※ 夕 食 は ホテ ルレ スト ラン で の 和食 ・ 洋 食 より 事前 選択 問 四 多 
| | タク シー で の 観光 場所 は ご 希望 の 場所 に 変更 する こと も で きま す 。 ※ 振 観 料 : 駐 車場 代 . 通 行 科 は 京都 =[1 組 に 1 台 の タク シー で 穴場 と 絶景 の 桜 め ぐり ヘン 智積 院 ・ 昆 
※ 変 更 し た 場合 、 振 観 料 ・ 駐 車場 代 ・ 通 行 料 は 各自 払い と な り ます 旅行 代金 に 含ま れ て いま す 3 沙門 堂 ( 昆 沙門 桜 ン 例 年 の 見 頃 は 4 月 上 旬 一 中旬) - 将 軍 塚 青 上 龍 典 ( 大 

! - 桜 、 伝 紀 3 り 台 か ら 眺 め る 桜 ) 約 5 時 間 ] 三 京都 一 新幹線 の ぞ み 号 丹 グ リー ン 車 

上 損 茂 神社 と 社 家 の 街並み ・ 入 園 白川 ・ 智積 院 ・ 昆 沙門 堂 * 将 軍 塚 青龍 典 (禁煙 ) 一 新横浜 ・ 品 川 一 東京 (17:30-18:40 着 ) 穫 星 


過 が きい ご 生 刀 年 企画 担当 者 : 高 橋 純 平 


ホテ ル 回 # 

さ ュ ーー き や ーー 
| グラ ン ヴ ィ ア 京都 
旧 京都 駅 に 直結 し た アク セス 
便利 な ホテ ル に 連 泊 し ます 。 
4 2 日 目 夕食 は 、 和 食 ・ 洋 食 よ り 
【 例 年 の 桜の 見 頃 は 3 月 下旬 一 4 月 上 旬 】 い 5 こ 記 お 選び いた だ け ま す 。 


[ 例 秋 の 見 頃 は 9 4 人 


者 市 内 連 泊 で 古都 の 桜 を 愛でる 
委 い 桜色 に 染まる 世界 遺産 めぐ り 


コース W8 29276- M22 国 1 名 圏 12 名 囲 不可 較 同 乗 


回 奈良 交通 同等 


*f69175.000。 am 


出発 日 衣 較 上 1 (+)・3( 朋 ・6 (日 :%1 名 1 室 35.000 由 部屋 切 限 定 ) 
生 DOGTDN6O に お 下 の 705 
1 (禁煙 ) 一 京都 = ( 池 に 映り 込む 桜 と 国宝 ・ 鳳 風 堂 の 美景 ) ニ 醍 本 
(「 花 の 醍醐 ] と 呼ば れる 桜の 名 所 ) 三 京都 (夕食 ) ニ (夜桜 観賞 ) 
= 京都 :ANA ク ラウ ンプ ラ ザ ホ テル 京都 ( 泊 ) ※20:00 着 予定 貴 釣 


京都 = (清水 の 舞台 か ら 見 下ろ す 桜 の 絶景 ) ニ 下鴨 福助 ( 葵 御 
2 膳 の 昼食 ) ニ 社 ( 紅 し だ れ 桜 の 斎 王 桜 が 有 名 例年 の 見 頃 は 
3 月 下旬 4 月 中 旬 )= (歴史 舞台 を 彩る 桜 例 年 の 見 
頃 は 3 月 中 旬 -4 月 中 旬 ) ニ 京都 ( 泊 ) 開 属 久 
京都 = 蘭 安 寺 (石庭 を 彩る 桜 例 年 の 見 頃 は 3 月 下旬 4 月 中 旬 )= 
3 (名 園 と 約 200 本 の 桜 ) ニ 嵐山 錦 (会 席料 理 の 昼食 )= ニ 京都 一 新 
幹線 の ぞ み 号 纏 グリ ー ン 車 (禁煙 ) 一 新横浜 ・ 品 川 一 東京 (17:30-18: 
30 着 ) 較 屋 口 
企画 担当 者 福井 義統 


、 錠 ん 。 
5 Se に の - 
2 昼食 | 下 購 福助 3 日 目 昼食 由 錦 


杉 の 二 段 生か の お 弁当 釘 に 入っ た 京 料 、 季節 の 名 の 味 を 盛り 込ん だ 会 席料 理 を 張 
| 中 = 例年 の 桜の 見 頃 は 3 月 下旬 一 4 月 上 旬 
理 を お 楽し みく だ さい 。 ご 賞味 くだ さい 。 の ID) 


3 cessoseasp りう 3( 433 ら 5)6240 63356e2an 


店 州 ご 邊 梱 半 措 寺 細 m , 瞬 ら 難 過半 吉 対馬 ③ 菜 et へ IN ペー べろ 革 油 幅 ※ 


人 2 io: チー プ の 上 GoHT ち 248 上 
で AS 


NZ 。 


に 2 


【 本 トー 可 っ mo 刀 環 mS 菜 S 二 層 】 


雄大 な 名 半 を 順 む Mi 界 本 州 | 
浜名 湖 化 フェ スタ 2023z 晶 本! ホテ ル 半 人 


6 か 6 の 6 


【 例 年 の 桜 月 上 旬 一 中 旬 】 


svt で 少 思 いき 

尼 半 尽 菜 へ 妊 こ せ ざ 生 ミ テー 
ロキ ょ ゃ 圭 振 喘 國 . こ 瀬古 東 還 族 
【 可 二 一 可 エト 双 画 ③ 菜 ③ 持 補 】 
各 汗 問 番 


=】 持 秋 め 販 夫役 クル ー メ 
春色 に 染まる 古都 と 湊 国 を 訪ね る 


ュー ス 番 中 29507-M22 


コー > 番号 29390- M22 還 同 行 国 2 名 圏 10 名 固 不 可 國 同 乗 


2 名 1 室 im90000+.95000 


出発 日 訪 目 ②(B)・4(%)・6( 日 
(無印 90.000 円 、O 印 95.000 円 ) 
癌 4 名 1 室 ひ と り 4.000 円 引き 、3 名 1 室 ひと り 2.000 円 引き 


東京 (12:03 発 ) 一 品川 ・ 新 横浜 一 新幹線 廊 ゲ リー ン 車 禁煙) 一 浜松 = 
1 Y (「 浜 名 湖 花 フェ スタ 2023] 開催 中 。 桜 と チュ ー リ ッ プ の 競演 
は 圧巻 )= 舘 山寺 温泉 ・ 界 遠州 ( 泊 ) ※16:40 着 予定 。 全 室 レ イク ビュー※ の 

客室 。 夕 食 は 旬 の 食材 を 使用 し た 会 席料 理 を ご 用 意 

鉛 山 寺 温 泉 = (徳川 家康 に よっ て 築城 され た 名 城 を 彩る 桜 ) ニ 
(遠江 国 一 宮 を 彩る 桜 例 年 の 見 頃 は 3 月 下旬 4 月 上 旬 )= 日 本 平 ホ テル ( 富 
2 土山 の 眺望 が 美しい ホテ ル に て フラ ンス 料理 の 昼食 /13:30 頃 の 遅 め の ご 用 

意 )= 静 岡 一 新幹線 劉 グ リー ン 車 (禁煙 ) 一 新横浜 品川 一 東京 (17:42 着 ) 
本 性 
企画 担当 者 : 柱 井 義統 


EE 約 


回 を ミー の デー 
ana 界 遠州 
全 室 が 浜名 湖 を 望む レイ クビ ュー* の 
浜松 の 伝統 工芸 遠州 綿 細 ] が 全 室 に 設え られ て いま す 。 
※ 客 室 に 内 風呂 は あり ませ ん (シャ ワー ブー ス の み と な り ま す ) 温泉 入 浴 は 大 浴場 を ご 利用 くだ さい 
※※ レ イク ピュー 客室 : お 部 屋 (ベラ ンダ を 除く ) か ら 見 える 湖 が 視界 の か な り の 部 分 を 占め て いる 部 屋 


帝 産 湖南 交通 同等 
2 吉 叶 180.000g 
出発 日 計 上 2( 昌 ・4( 炎 )・6 中 日 


東京 (9:33 発 ) 一 品川 ・ 新 横浜 一 新幹線 グ リー ン 車 (禁煙) 一 米原 = 
(街並み 散策 日 牟 政 八幡 宮 参 拝 ) ニ (紫式部 ゆか り の 「 花 の 
] 寺 」 に 咲く 約 600 本 の 桜 例 年 の 見 頃 は 3 月 下旬 4 月 上 旬 )= 瑠 璃 温泉 ・ 琵 
琶 湖 ホ テル ( 泊 ) ※ 夕 食 は 会 席料 理 を ご 用 意 。 夕 食後 | 
へ ご 案内 。 貸 切 の 観月 舞台 か ら 絶 景 の 夜桜 を ご 堪能 くだ さい 
瑠璃 温泉 = 今津 港 (… 湖 国有 数 の 桜 名 所 ・ )= 
の ひつ まむし の 昼食 )= 瑠 璃 温泉 ( 泊 ) ※ 夕 食 は フラ ンス 料理 を ご 用 意 開 屋 勿 
瑠璃 温泉 = (神苑 の 紅 枝 垂れ 桜 例 年 の 見 頃 は 4 月 上 旬 - 中 旬 )= 
3 跡 (京都 五箇 室 門跡 の ひと つ 。 華 頂 殿 か ら 眺 め る 相 阿 弥 作 の 庭 は 圧巻) 
ニー ホ テル 日 航 プ リン セス 京都 ( 遅 め の 13:30 か ら 鉄板 焼 の 昼食 ) ニ 京都 一 新幹線 
の ぞ み 号 鞭 グ リー ン 車 (禁煙 ) 一 新横浜 品川 一 東京 (18:45~19:00 着 ) 開 悦 中 
企画 担当 者 : 塩 味 文子 


常 3 名 1 室 ひ と り 10.000 円 引き 


回 中 久 
西友 (うな ぎ 


M 


玉 瑞 温泉 琵琶 湖 ホ テル 還 


琵 琶 湖 や 比 芝 山 を 望む ホテ ル 。 客 室 は 、 バ ルコ ニー 付 レ イク ビュ ー\* の 
上 級 客室 「 ア クア 」 を ご 用 意 。 美 肌 効果 の ある 温泉 も お 楽し みく だ さい 。 
※ レ イク ビュ ー 容 室 : お 部 屋 ( ペ ラン ダ を 除く ) か ら 見 える 湖 が 視界 の か な り の 部 分 を 占め で いる 部 屋 


アレ ルギー を お 持ち の 方 へ 


食物 アレ ルギー を お 持ち の お 客 様 に も お 楽し みい た だ ける よう で きる 限り の 対応 を いた し ます 。 事 前 に お 申し 付け くだ さい 。 
※ メ ニュ ー す べ て の 変更 に は 、 別 途 費 用 が 発生 する こと も ご ざい ます 


マン ( 


am 


店 絡 ご 爺 洒 財形 款 冶 町 / 遂 お 剖 前 弟 吉 計 王 SE 薄 。etAN2 一 べろ ト 二 柚 出 ※ 


革 唄 ご 穫 梱 凍 弄 寺 細 上 ら 畜 基 天 対馬 SS 菜 et ペー ベ さ へ のみ 寺 油 幅 ※ 


。 電 叶 03(4335)624088 


犬山 温泉 
ホテ ルイ ン デ ィ ゴ 
犬山 有楽 苑 


木曽 川 の 畔 、 犬 山城 を 望む 
絶好 の 地 に 、2022 年 3 月 オー プン 。 
夕食 は 北欧 料理 を ご 用 意 。 


テル で 伝 続 の フラ ン > 


浦 郡 クラフ ン ッ ク 2 


用 な ば な の 里 と 名 潮 花 フェ スタ 2023| 


切 柱 と ナチ ュー リッ プ の 競演 東海 桜 めぐ り 


独 の か 03 て 0 7: y 
放 
癌 0 N 2 


性 9 訪ね て 


>。 家康 の 産 湯 に 使っ た と いう 東 照 公 産 湯 の 井 
戸 が 今 も 残っ て いる 岡崎 城 、 青 壮年 期 の 17 


SS 


上 全 、 は コー ス 番 号 29504.M22 で ご 案内 


コー ス 番 号 29504- M22 


国 2 名 過 12 回 不可 圏 同乗 
2 名 1 室 衝 3 の AV 000』 


出発 日 下 27 ( 有 ) 


ーッ アリコ ンーmー 3 フ 
] パー ク ( 「 浜 名 湖 花 フェ スタ 2023] 開催 中 。 桜 と チュ ー リ ッ プ の 競演 は 圧巻 ) ニ 薄 
郡 ・ 落 郡 クラ シッ ク ホ テル ( 泊 ) ※17:00 着 予定 。1912 年 創業 、 全 27 室 の クラ シッ ク 
ボケ ル (3 相 折 。 欠 旨 二村 の を 合用 は な 伝 二 の ワンス 幸 理 あ ど 肝 誠 折 


美肌 の 犬山 温泉 | ホ ナ テル インデ ィ ゴ 犬山 有 栄 苑 | 
2 7() 000。.180 000。 
東京 (12:27 発 ) 一 品川 ・ 新 横浜 王 新幹線 纏 グ リー ン 車 (禁煙) 一 静岡 = 駿府 
食 は 会 席料 理 ・ フ ラン ス 料 理 か ら 選 択 制 と な り ま す 


蒲郡 = 岡 ( 約 800 本 の 桜 が 彩 る 名 城 ) ニ ( 桜 と チュ ー リ ッ プ の 競 
2 。 財 内 の 「 晶 本 料理 馬 」 で 会 席料 理 の 昼食 )= 


国宝 の 名 城 を 彩る 桜 例 年 の 見 頃 は 3 月 下旬 4 月 上 旬 ) 犬 山 温泉 ・ ホ テル 


| す 
ーー ィ *929503-M22 国 2 名 遼 12 名 較 不 可 菩 同 乗 
日 | 4 MG! 
] 人 還 (徳川 家康 公 の 居城 乾 を 彩る 約 500 本 の 桜 )= 日 本 平日 本 平 ホテ ル ( 泊 ) 
日 本 平 = は まま つ フ ラン (「 浜 名 湖 花 フェ スタ 2023] 開 催 中 。 桜 と 


人 士 山 を We 絶 時 ホテ ル [日 本 平 ホ テル | 
回 浜松 バス 同等 
(無印 170.000 円 、O 印 180.000 円 ) Sa 
※ 世 界 遺 産 ・ 富 士 山 を 望む “風景 美術 館 "と 称 さ れる リゾ ー ト ホテ ル に 宿泊 。 
2: チュ ー リ ッ プ の 競演 は 圧巻 ) ニ = ホテ ルト ヨタ キャ ッ ス ル (中国 料 理 の 昼食 ) ニ 


イン ディ ご ※ 夕 食 は 北欧 料理 を ご 用 意 皇 屋 攻 (国宝 の 名 城 を 彩る 桜 /( 例 年 の 見 頃 は 3 月 下旬 4 月 上 旬 ) ニ 犬山 温泉 ・ ホ テ 
犬山 温泉 = 根尾 谷 ・ 淡 時 桜 ( 樹 歯 約 1.500 年 の 見 事 な 一 本 桜 / 例 年 の 見 頃 は = エイン ディ ゴ 犬 山 和 有楽 爺 G 折 ) ※ 作 食 は 北欧 料理 を ご 用 意 いら 
4 月 上 旬 - 中 旬 )= 名 古屋 マリ オッ ト ア ソ シ ア ホ テル (黒毛 和牛 の 鉄板 焼 の 昼食 犬山 温泉 = 名 ( 約 1.000 本 の 桜 と 本 丸 御殿 見 学 〆 例 年 の 見 頃 は 3 月 下 
3 13:30 頃 の 遅 め の ご 用 意 )= ( 約 1.000 本 の 桜 と 本 丸 御殿 見 学 ン 39% 旬 ~-4 月 上 旬 )= 徳 川 美術 館 ( 徳 川 家 の 名 品 を 展示 する 美術 館 ) ニ 名 古屋 (フラ ン 
例年 の 見 頃 は 3 月 下旬 ~4 月 上 旬 )= 名 古屋 一 新幹線 の ぞ み 号 黄 グリ ー ン 車 料理 の 昼食 ) ニ 名 古屋 一 新幹線 の ぞ み 号 瞳 グ リー ン 車 (禁煙) 一 新横浜. 品川 
(禁煙 ) 一 新横浜 : 品 川 一 東京 (19:00~-20:00 着 ) 紀 同 還 ー 臣 (17.00-17.30 詞 居 貴 
企画 担当 者 : 福 井 義統 _ 企画 担当 者 : 柱 井 義 統 
つぼ ほ ー 


人 


銀 浦 郡 クラ シッ ク ホ テ ) 
1912 年 創業 の クラ シッ ク ホ テル 。 
夕食 は 三河 湾 の 海 の 幸 を 使用 し た 伝統 の フラ ンス 料理 を ご 用 意 し ます 。 


全 ( 提 | 
\ 日 本 平 ホ テル 


絶景 の リゾ ー ト ホテ ル に て 富士 山 を 望む * 「 日 本 平 ツ イン ] の 客室 を ご 用 意 し ます 。 


※ 気 象 条件 に より 富士 山 は ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 
※ 富 士 山 を 望 容 室 : お 部 屋 ( ペ ラン ダ を 除く ) か ら 見 える 富士 山 が 視界 の か な り の 部 分 を 占め て いる 部 屋 


イン ター ネッ ト で も 
24 時 間 ご 予約 受付 中 


四季 の 華 本 索 い 


全便 (5D5iRG2 お 人 に E 人 弘前 公園 (人 年 


東北 の 名 湯 | 常 宿 温泉 ] | 湯 瀬 温 泉 」 計 
春期 温 み ちの く 4 つの 桜 紀行 
八幡 平 雪 の 回 記 


| コー ス 番号 51 97-M22 
現地 案内 人 同行 で ご 案内 


新緑 が 芽 吹 く 奥 入 瀬 渓 流 へ ] 


現地 案内 人 と めぐ る 弘前 公園 
北上 ・ 角 館 ・ 十 和田 桜 


2 室 寺 1060.000』-190, 000。 
出発 日 陣 財 22(+) 日 還 証 ①( 朋 ・[3 |( 水 初 (⑤)( 補 日 
東京 (9:08-10:20 発 ) 一 上 野 ・ 大 宮 一 新幹線 ・ 指 定席 (禁煙 ) 一 角館 角館 
] ( 層 が 彩る 栓 内 電 治 い を 見 物 プ みち の く の 小 京都 と 称 さ れる 臣 家 屋台 
艇 宿 温泉 = 小岩 井 農場 の 一 本 桜 ( 秀 峰 ・ 岩 手 山 と 一 本 桜の コン トラ スト ) = 盛 
窓 か ら 満 喫 ) ニ 八幡 平山 頂 レス ト ハウ ス ( 眺 望 )= 尾 去 沢 鉱山 (巨大 な 鉱山 跡 ノ 
観光 玉 道 見 学 )= 湯 瀬 温 泉 ・ 湯 瀬 ホテ ル ( 泊 ) ※17:00 着 予定 右 同 狐 
2 た っ て 植え られ た 桜 並木 / 例 年 の 見 頃 は 4 月 下旬 5 月 上 旬 )= 桜 林 公 園 ( 岩 木山 
を パッ ク に 咲く 約 1.000 本 の 桜 観 賞 例 年 の 見 頃 は 4 月 下旬 5 月 下旬 )= 新 青森 


ュー ス 赤 呈 35197-M22 国 同 和 国 2 名 較 12 名 囲 不可 阿 同 乗 


ssm 寺 160.000-170000。 


出発 日 昌 双 邊 21 人)・24( 朋 ・6)() 日 


(無印 160.000 円 、 〇 印 170.000 円 ) 
 ※3 名 1 室 ひ と り 5.000 円 引き 米 日 本 さくら の 会 刀 定 
京 (7:56 発 ) 一 大 宮 一 新幹線 英 グ リー ン 車 ( 禁 】 上 = 北上 展 勝地 (日 本 


1 さく ら 名 所 100 選 * 約 1 万 本 の 桜 が 立 ち 並ぶ 圧巻 の 並木 道 例 年 の 見 頃 は 4 月 
中 旬 -5 月 上 旬 ) ニ 角館 (日 本 さく ら 名 所 100 選 * ン 栓 木内 川 堤 沿い と 武家 屋 肖 街 
を 桜 が 彩 る みち の く の 小 京都 を 自由 散策 ) 湯 瀬 温泉 ・ 湯 瀬 ホテ ル ( 泊 ) 中 多 
湯 瀬 温泉 三戸 城跡 城山 公園 ( 約 1.600 本 の さま ざま な 桜 が 咲く 公園 例年 の 見 
頃 は 4 月 下旬 -5 月 上 旬 )= 十 和田 市 官庁 街 通り ( 約 1.1km に 渡る 桜 並木 / 例 年 の 見 

2 頃 は 4 月 中 旬 -5 月 上 旬 )= 奥 入 瀬 渓流 (新緑 が 芽 吹 く 春の 渓流 沿い を 各自 散策 )= 
十和田 西湖 畔 温泉 ・ 十 和田 プリ ンス ホテ ル ( 泊 ) ※ 十 和田 湖畔 に 伴 む 温泉 リゾ ー ト 
ホテ ル 。 夕 食 は 地元 の 食材 を 使用 し た 十和田 湖 フレ ンチ を ご 賞味 くだ さい 開 同 幼 
十和田 西湖 畔 温泉 (8:30 発 )= 弘 前 公園 [日 本 さく ら 名 所 100 選 * ン 現地 案 

3 内 人 同行 で 約 2.600 本 が 咲き 誇る 東北 屈指 の 桜 名 所 を 見 物 ( ガ イデ ィング レ 
シー バー 付 )] = 青森 市 内 ( 遅 め の 13:30 頃 か ら 和 食 の 昼食 ) 新 青森 一 新幹線 
牙 グ リー ン 車 (禁煙 ) 一 大 宮 ・ 上 野 一 東京 (19:04~20:04 着 ) 回 局 周 


95 98-M22 ae 
う 昌 
(無印 160.000 円 、 〇 印 180.000 円 、[」 印 190.000 円 ) 

※4 名 1 室 ひと り 10.000 円 引き 、3 名 1 室 ひと り 5.000 円 引き 
を 自由 散策 ) 刺 巻 湿原 (ハン ノ キ 林 に 囲ま れ た 水 苗 薦 の 群生 例年 の 見 頃 は 
、 4 月 中 旬 -5 月 上 旬 )= 和 宿 温泉 ・ ホ テル 森 の 風 息 宿 ( 泊 ) ” 日 
岡 ・ モ ン フ レー プ ( 名 産 の 南部 鉄器 に メイ ン 料 理 を 盛り 付け た 洋食 の 昼食 ) ニ ( 八 
2 幡 平 ア スピ ー テ ライ ング 約 27km の 日 本 一 長い 「 雪 の 回 廊 」 ノ 自然 の 神秘 を 車 
湯 瀬 温泉 (8:30 発 )= ニ 弘前 公園 (東北 屈指 の 桜の 園 を 見 物 )= ニ ロッ クウ ッ ド ・ ホ テル 
&& ス パ ( 洋 食 の 昼食 ) ニ (岩木 山 ネ ッ ク レ スロ ー ド プ オ オヤ マ ザ ク ラ が 約 20km に わ 
新幹線 廊 グ リー ン 車 (禁煙 ) 一 大 宮 ・ 上 野 一 東京 (20:32-21:04 着 ) 剛 与 
企画 担当 者 : 迫 久美 子 


sm ホテ ル 森 の 風 党 宿 


秀峰 岩手山 を 望む 温泉 リゾ ー ト ホテ ル 。 
奥羽 山脈 の 大 パノラマ を 望む 爽快 な 空中 露天 風呂 に ご 入浴 を 。 


八幡 平 ア スピ ー テ ライ ン ・ 雪 の 回 廊 
4 月 中 名 に な る と 雪 で 閉ざさ され て いた 道路 が 開通 。 雪 の 
壁 が 約 27km も 続く 雪 の 回 廊 を バス で 走行 し ます 。 


美しい 庭 


則 湯 瀬 ホテル 


美人 の 湯 と し て 名 高い 温泉 旅館 。 別 館 「 瑞 祥 殿 」 の お 部 屋 を ご 用 意 。 


に 囲ま れ な が ら 、 心 安らぐ 時 を お 過ごし くだ 


企画 担当 者 : 迫 久美 子 


下 イ ステ ー ブ ル 瞳 


RE 瑞 時 系 - ト 利 田 プリ ンス ホテ ル 


十和田 湖畔 に 立つ リゾ ー ト ホテ ル 。 
湖畔 の 爽やか な 緑 を 眺め る 露天 風呂 で お 寛ぎ ざく だ さい 。 


奥 入 瀬 渓 流 
森 の 木々 が 鮮やか な 深緑 に 煙 め く 中 、 渓 流 で は 千 変 万 
化 の 美しい 流れ を 見 せま す 。 


B 5 歩行 や 視聴 覚 な ど が ご 不 自由 な 方 、 動 物 アレ ルギー の ある 方 、 身 体 障害 者 補助 大 を お 連れ の 方 、 そ の 他 特 別 な 配慮 を 必要 と する 方 は 、 
ツア ー お 申し 込み 時 の お 願い お 申し 込み の 際 に 必ず お 申し 出 く だ さい 。 


rrmvecrm る 
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〇 


圧 若 の 名 校 を 訪ね < 計 


園 尺 局 上 


年 
桜 
の 
見 
頃 
は 
4 
月 
ヨ 
旬 
5 
中 


国 尺 沙 ゞ 蘭 


ーー し m ょ お 短 tmS 菜 S 選 】 


に 電信 島 宮城 山形 の 桜 めぐ と 
引 「 茶 寮 宗 園 」「 渡 水 亭 い さ ご や 」 


ュー ス 番 呈 35215-M22 加 還 半 2 仙 12 当 固 不 可 困 同 乗 


2 名 5] 8() ()()0。 う 昌 間 


出発 日 騙 12()・13()・16 昌 日 

※4 名 1 室 ひ と り 10.000 円 引き 、3 名 1 室 ひ と り 5.000 円 引き * 日 本 さく ら の 会 選定 1 
東京 (9:16-10:16 発 ) 一 上 野 ・ 大 宮 一 新幹線 英 グ リー ン 車 ( 茜 煙 ) 一 郡 1 還 問 2 お 5 拓 2 

] 山 = 三 春 漠 桜 (樹齢 1.000 年 以上 の 紅 枝垂れ桜 )= 益 岡 公園 (別名 「 益 問 | 
城 ] の 白石 城 と 約 300 本 の 桜の 競演 ) 秋 保温 泉 ・ 茶 寮 宗 園 ( 泊 ) に 田 
秋保 温泉 三 起 城 公 園 ( 山 形 城跡 に 咲く 約 1.500 本 の 桜 例 年 の 見 頃 は 4 月 中 
旬 - 下 旬 )= 鶴 岡 公園 (日 本 さく ら 名 所 100 選 *。 旧 庄内 藩主 酒井 氏 の 居城 跡 
に 咲く 約 730 本 の 桜 / 例 年 の 見 頃 は 4 月 中 旬 - 下 旬 )= 鈴 岡市 立 加茂 水族 館 

2 (クラ ゲ の 展示 種類 数 有数 の 山形 県 内 唯一 の 水族 館 )= 湯 野 浜 温泉 ・ 済 水 
いさ ご や ( 泊 ) ※ 天 気 が よ けれ ば 、 宿 の 目 の 前 の 海岸 か ら 「 日 本 の タ 陽 百 選 ] 
(日 本 列島 夕陽 と 朝日 の 郷 づく り 協 会 選定 ) の 景色 を 望め ます 。 夕 食 は お 客 様 
の 目 の 前 で 板前 が 最後 の 仕上 げ を する 「 客 前 料理 ] を ご 用 意 し ます 開 較 攻 
湯野 浜 温泉 = 山 居 倉 庫 ( 情 箱 の ある けやき 並木 ノー 酒田 の 街 と 桜 並木 を 
望む 屋形 船 舟 下り ) = 酒田 ・ 日 和 山 2 CNS ト 


うろ す 桜 / 例 年 の 見 頃 は 4 月 中 旬 二 下旬 )= 田 (深町 の 寿 誠 で 特 上 に 金 秋保 温泉 s 茶寮 宗 園 
\ り 寿司 = 鶴岡 一 特急 ・ 指 定席 一 新潟 リー ン 車 2 
きり 半 の 尼 = 前 御前 グ リー ン ( NG 


煙 ) 一 大 宮 ・ 上 野 一 東京 (18:16~-19:40 着 ) 械 司 夕食 は 五感 で 嗜む 会 席料 理 を ご 人 味 くだ さい 。 
表 4 月 16 昌 出発 は 逆行 種 と が り ます 企画 担当 者 迫 久美 子 ※ 館 内 に エレ ベー ター が な く 、 階 段 を ご 利用 いた だ きま す の で 予め ご 了承 くだ さい 


EN 
の 0= 攻 化 上 |A 了 各 8 て 
緒 柄 熱海 温泉 「 四 季 彩 一 力 」 窒 


ュー ス 番 号 35220-M22 恒 EE 回 不可 困 同 乗 


2 部 00.000。 。 


出発 日 双 邊 7 人 )・11(%)・13( 本 )・16 昌 日 
※3 名 1 室 ひ と り 5.000 円 引き 、1 名 1 室 15.000 円 増 ( 部 屋 数 限定 ) ※\ 日 本 さく ら の 会 選定 


7 東京 (10:00~-10:12 発 ) 一 上 野 ・ 大 宮 一 新幹線 工 グ リー ン 車 (禁煙 ) 一 郡山 = 
紅 和 寺地 工 1weowomeHL> 中 名 合戦 場 の し だ れ 桜 【 全 年 の 攻 の 見 は 4 上 中 人 MSRP2RYYe0 直 2 本 桜 ) )ー ニ 者 拉 桜樹 角 1.000 生 


] 超 、 国 の 天然 記念 物 に 指定 され た 枝垂れ桜 )= 合 戦場 の し だ れ 桜 (三春 滝 桜の 


鞭 び 添う 


ター シー ング 孫 と いわ れる 一 本 桜 )= 毅 替 海 温泉 ・ 四 季 彩 一 力 ( 泊 ) ※17:00 着 予定 。 

区 欄 熱海 温泉 客室 か ら 望む 約 3.000 坪 の 日 本 庭園 は 四季 折々 の 表情 を 見 せま す 日 昌 較 
四季 彩 一 力 磐 熱 海 温泉 = 八 ヶ 城 公園 (日 本 さく ら 名 所 100 選 *。 赤 瓦 の 天守 痢 に 映え 
ン る 約 1.000 本 の 桜 )= 会 津 若松 :- レ スト ラン ラ レゾ ン ( フ ラン ス 料 理 の 昼 


創業 100 余 年 の 老舗 旅館 。 2 食 ) = 花見 山 公園 ( 山 全体 を 覆う 桜桃 ・ モ クレ ン の 桃源 郷 ノ バス 駐車 場 か 
PH9.1 で や わら か な 湯 ざ わり の "っ 公 園 入口 まで 徒歩 約 15 分 例年 の 見 頃 は 4 月 上 旬 下 旬 )= 福 
1 人 の 湯 ] な お 和 8 くら 2 幹線 欄 グリ ー ン 車 (禁煙) 一 大 宮 ・ 上 野 一 東 京 (18:16-18:48 着 ) 

企画 担当 者 : 迫 久美 子 


を csssss 京 りう (人 4335)624063G56czen 生計 pos sg WW 


若 州 ご 邊 梱 壮 漠 志 細 男 , 遂 ら 骨 半 天 二 S 計 菜 ot ペー テバ べろ 寺 湯 幅 ※ 


と | 


「 八 甲田 ホテ ル [中 吉 志 5 だ て 」 に 消 ま る 
北上 展 勝地 ・ 角 館 ・ 弘 前 公園 
ュ コース 番 号 35200-M22 名 圏 12 名 圏 不可 囲 同乗 


五 バ ス 同等 


sers 問 計 170.000。-180.000。 


出発 日 双 邊 21($)・3) 日 


虹 軌 玉 ①( 朋 ・5( 人 宮 日 
志 戸 平 温泉 藻 泉 志 志 た (無印 170.000 円 、 〇 印 180.000 円 ) ※3 名 1 室 ひと り 10.000 円 引き * 日 本 さく ら の 会 選定 
0 花巻 温泉 郷 の 山間 に 伴 む リ ぶ だ て 東京 (9:40~-10:36 発 ) 一 上 野 ・ 大 宮 一 新幹線 紅 グ リー ン 車 (禁煙) 一 北 
夕食 は 個室 ダイ ニン グ に て 会 席料 理 を ご 用 意 し ます 。 ] 上 =』 勝地 (日 本 さく ら 名 所 100 選 Y。 約 1 万 本 の 桜 が 立 ち * ぶ 圧巻 
※ 客 室内 に 階段 (4 段 ) が あり ます 。3 名 1 室 は ツイ ン ペ ッ ド 十 お 布団 敷き と な り ま す の 並木 道 )= 志 戸 平 温泉 ・ 流 泉 志 だ て ( 泊 ) EE 約 


2 お 則 朱 = 角 人 (日 本 きく ら 名 所 100 選 "松川 電 沿い と 武家 用 伯 を 
be の 7 桜 が 彩る みち の く の 小 京 都 を 各自 散策 )= 共 川 温泉 ・ 人 甲田 ホテ ル ( 泊 ) 研 司 了 
洲 川 温泉 弘前 公園 (日 本 さく ら 名 所 100 選 *。 ソ メイ ヨシ ノ や シダ レ サ クラ 

人 MK の mmoHTSoBE) っ な ど 2.600 本 が 史 き 計る 東 北 指 の 名所 例年 見頃 は 4 月 下 人 
Mr 5 月 上 旬 )= 新 青森 一 新幹線 グ リー ン 車 (禁煙 ) 一 大 宮 ・ 上 野 一 東京 
(19:04-20:32 着 ) 所 屋 に 


※「 涼 泉 志 だ て (施設 総合 評価 90.6%)」 は 「 極 み の 宿 @] で す 企画 担当 者 : 迫 久美 子 34 


| 


y ーー と > グ 
弄 則 ま /\ 甲 田 ホテ ル 
静寂 な 森 の 中 に 伴 む 、 国 内 最大 級 の 洋風 ログ 木造 建築 リゾ ー ト ホテ ル 。 


夕食 は 青森 産 の 食材 を 用 いた フラ ンス 料理 フル コー ス を ご 用 意 。 
※3 名 1 室 は ツイ ン ペ ッ ド 十 エ キス トラ ベッ ド と な り ま す 


ゆり 温泉 露天 風呂 付 客室 で 吉 う 
つなぎ 温泉 [ 別 恥 う らら ] 連 泊 と | 
盛岡 ・ 北 上 ・ 角 館 み ちの く 桜 めぐ り : 福 


コー スズ 番号 客室 旅行 代金 ($ ぉ ひとり) 
35201-M22 | 2 名 室 160」 000a-190), 000』 
スタ ンダ ー ド ( 約 48m) ( 無 目 180. 000 円 、 〇 印 190. 000 円 


※3 名 1 室 ひ と り 10.000 円 引き 


35202-M22 | 2 名 室 2()(0, 000s-210. 000』 


デラ ッ 。 (無印 200.000 円 、 〇 印 210.000 円 ) 
デラ ックス ( 約 82m) ※3 名 1 室 ひ と り 10.000 円 引き 


同行 団 2 名 圏 10 名 圧 不 可 國 一 部 ※ ゆ っ た り 旅 の お /5 っ AO 
秋 北 バス 同等 *※ 日 本 さく ら の 会 選定 約束 は P.33 を ご (滞在 9 3| 
T) 覧 < だ さい 3H 
出発 日 苔 19(%)・@(<)・23()・25( 日 
東京 (9:36-10:44 発 ) 一 大 宮 一 新幹線 田 グ リー ン 車 (禁煙 ) 一 盛岡 = 
石割 桜 (日 本 さく ら 名 所 100 選 * 巨 大 な 花彫 岩 を 割っ て 咲く エド ヒガ ン 
] ザク ラ ) = 高松 公 園 ( 日 本 さく ら 名 所 100 選 * 池 に 映し 出さ れる 岩手 山 


と 約 1.200 本 の 桜 例 年 の 見 頃 は 4 月 中 旬 - 下 旬 )= つ な ぎ 温 泉 湯 守 
ホテ ル 大 観 別邸 うら ら ( 泊 ) ※16:00 着 予定 因 牛 錠 

レ 2 つなぎ 温泉 = 北上 展 勝地 (日 本 さく ら 名 所 100 選 * ン 北上 川沿 い に 広 が 
li = ・ 2 る ソメイヨシノ の トン ネル ) 角館 ( 桜 が 彩 る 栓 木内 川 堤 沿い 散策 と みち 
| の く の 小 京 都 と 称 され る 武家 屋敷 街 を 自由 散策 ) ニ 刺 巻 湿原 (ハン ノ キ 

林 に 囲ま れ た 水 功 焦 の 群生 ) ニ つなぎ 温泉 ( 泊 ) 右 必 狐 


3 つなぎ 温泉 (10:00 発 )=( ホ テル 大 観 無 料 送迎 バス ) = 盛岡 新幹線 
甘 グ リー ン 車 (禁煙 ) 一 大 宮 ・ 上 野 一 東京 (14:04-15:24 着 ) 三 


※「 湯 守 ホテ ル 大 観 別邸 うら ら (施設 総合 評価 93.1%)] は 「 極 み の 宿 @] で す 企画 担当 者 : 


客室 (一 例 ) 議 還 


っ gs 湯 守 ホテ ル 大 観 別 肛 うらら 


と 0 客室 に は 温泉 露天 風呂 を 備え て いま す 。 
ルウ 夕食 は 個 宅 ダ イニ ング に て 会 席料 理 を ご 用 意 し ます 。 


※3 名 1 室 は ツイ ン ベ ッ ド 十 お 布団 敷き と な り ま す 


空港 を 利用 する ツ つい て 羽田 : 新 千歳 空港 利用 時 に 必要 と な る 国内 線 旅客 取扱 施設 利用 料 は 旅行 代金 に 含ま れ て お り ま す 。 


斗 州 ご 邊 梱 半 測 吉 細 画 , 評 9 競 骨 半 球 SSSE 避 et ペー トペ へ のみ 寺 油 幅 ※ 


<】 


桜色 に 委 ま る 北日本 へ 
角館 ' 弘 前 栓 叶 ・ 春 を K ゅ て 北上 柱 旅 


2 名 圏 10 名 固 不可 囲 一 部 


コー ス 番 号 0 1.2 昌 引 秋 北 バス 、2・3 日 目 大 治 交 通 


cg 知夫 190) 000。220 000。 [3mm 
22 は )*@⑳ は 初日 瑞 証 ③(* 了 日 


(無印 190.000 円 、 〇 印 220.000 円 ) ※3 名 1 室 ひ と り 5.000 円 3 き * 日 本 さく ら の 会 選定 


羽田 (9:30-11:00 発 ) か 秋田 三角 館 ( 桜 が 彩る 栓 木内 川 堤 沿い を 見 物 。 

] みち の く の 小 京都 と 称 され る 武家 屋敷 街 を 自由 散策 ) ニ 青森 ・ ホ テル 青森 

_ ( 泊 ) ※17:45 着 予定 EE 狐 
青森 (8:30 発 )= 弘 前 公園 (日 本 さく ら 名 所 100 選 *。 園 内 を 埋め 尽く す 約 
2,600 本 の 桜 ) ニ 新 青森 一 新幹線 ・ 指 定席 (禁煙 ) 一 新 函 館 北斗 = 五 稼 郭 

2 全 園 ( 星 形 の 城郭 を 彩る 北海 道 の 桜 名 所 ) 三 湯 の 川 温泉 ・HAKODATE 
海峡 の 風 ( 泊 ) ※16:45 着 予定 。 歴 史 情緒 あふ れる 湯 の 川 温泉 に 隠れ 
家 の よ うに 立つ 温泉 ホテ ル 。66m 以 上 の 温泉 展望 風呂 付 客室 に て お 寛ぎ 
くだ さい 一 司 

湯 の 川 温泉 (8:30 発 ) ニ 松前 公園 ( 約 250 種 1 万 本 の 桜 が 咲き 誇る 桜 名 

肝 3 所 ) … 宮 泉 旅館 矢野 ( 藻 主 料理 の 昼食 )= サ ラキ 岬 チュー リッ プ 園 (車窓) 
ニ 木 古内 一 新幹線 貢 グ リー ン 車 (禁煙 ) 一 大 宮 一 東京 (19:04-20:32 着 ) 

較 屋 昌 

※「HAKODATE 海峡 の 風 (施設 総合 評価 90.5%)」 は 「 極 み の 宿 Q] で す 企画 担当 者 : 迫 久美 子 


鞭 び ⑳ 湿 民 還 S 引 。 


サラ キ 岬 チュ ー リ ッ プ 園 。 半 義 柱 園 

【 例 年 の 花 の 見 頃 は 4 月 下旬 一 5 月 中 名 】 【 例 年 の 桜の 見 頃 は 4 月 下旬 一 5 月 上 旬 】 

森町 ・ 北 斗 ・ 画 館 … 美 し き 桜 を 求め て 

げ ウ イサ ー ボ テル 診 0GUCH 
\ さ 

道央 ・ 道 南 桜 め ぐり 


コー ス 番 号 /2 泊 目 客室 | 旅行 代金 ( ぉ ひと り ) 
2 名 1 室 
35000-M22 | 270.000』-290.000。 
( 約 60m) (無印 270.000 円 、 〇 印 280.000 円 、[」 印 290.000 円 ) 


※3 名 1 室 ひ と り 5,000 円 引き 


35001-M22 1 
必中 人 メゾネット スイ ー ト 280.000』-300.000』 
( 約 0m) (無印 280.000 円 、 〇 印 290.000 円 、[」 印 300.000 円 ) 
りす ※3 名 1 室 ひ と り 5.000 円 引き 


較 同行 国 2 名 圏 12 名 固 不 可 団 同 乗 回 札幌 観光 バス 同等 
出発 日 太 由 28($) 29 初 ・30 唱 日 づ 昌 間 
15 月 馬 砂 消 | 
羽田 (10:00-12:00 発 ) か 新 千 歳 ( 登 別 ・ 桜 並木 / 約 2.000 本 の エゾ 
ヤマ ザク ラ の トン ネル を 車窓 より 見 物 プ ※ 桜 が 見 頃 で な い 場合 は 登別 地 
] 獄 谷 へ ご 案内 ) = 洞爺 湖 温泉 プ ザ ・ ウ ィ ン ザ ー ホ テル 洞爺 ( 泊 ) 
※ 夕 食 は フラ ンス 料理 を ご 用 意 。4 月 29・30 日 、5 月 3 日 出発 は ビュ ッ フェ 料 
理 ま た は フラ ンス 料理 と な り ま す 回 中 四 
洞爺 湖 温 泉 = 森 町 青葉 ヶ 丘 公園 (ソメイヨシノ や 固有 種 青 葉 枝 垂 な ど 約 
1.000 本 の 桜 例 年 の 見 頃 は 4 月 下旬 -5 月 中 旬 ) ニ 函館 モン シェ リー( 地 
2 場 産 食材 に こだわ っ た フラ ンス 料理 の コー スラ ンチ ) ニ 北斗 市 ( 戸 切 地 陣 
屋 跡 へ 約 800m 続 く 桜 並木 や 推定 樹齢 300 年 以上 の 法 亀 寺 の 枝垂れ桜 
グ 例 年 の 見 頃 は 4 月 下旬 5 月 中 旬 ) 三 湯 の 川 温泉 / 望 楼 NOGUCHI 画 
館 ( 泊 ) 較 屋 多 
湯 の 川 温泉 = 松前 公園 ( 約 250 種 1 万 本 の 桜 が 咲き 誇る 桜 名 所 )… 温 泉 
2 放 館 矢野 (藩主 料理 の 昼食 ) 五 生 郭 公園 ( 星 形 の 城郭 を 彩る 桜 名 所 
例年 の 見 頃 は 4 月 下旬 -5 月 上 旬 ) ニ 函館 か 羽田 (20:30-21:30 着 ) 
回 局 同 
※ 行 程 を 入れ 替え て ご 案内 する 場合 が あり ます 企画 担当 者 : 迫 久美 子 


中 州 ご 邊 梱 壮 江 志 細 四 , 謎 9 骨 半 本 計 誤 SH: 菜 oN ペー べろ 寺 湯 幅 ※ 


〇 


の EE HAKODATE 海 販 の 風 


湯 の 川 の 名 湯 を 楽し め る 温泉 展望 風呂 付 客室 を ご 用 意 。 
夕食 は 、 洋 食 と モダ ン フ レン チ を 了 融合 させ た 洋食 コー ス 料 理 を ご 賞味 くだ さい 。 
※3 名 1 室 は ツイ ン ペ ッ ド 十 お 布団 敷き と な り ま す 


岩木 山 と の 注 .9 ム 表 公国 


【 例 年 の 桜の 見 頃 は 4 月 下旬 一 5 月 上 旬 】 


最 北 の 名 城 OR 


【 例 年 の 桜の 見 頃 は 4 月 下旬 一 5 月 上 旬 】 
た 


mommms 芝 楼 NOGUCHI 函 館 


函館 山 を 一 望 する 最上 階 の 展望 露天 風呂 や 温泉 風呂 付 客室 で お 寛 ざ くだ さい 。 
夕食 は 道産 の 食材 を 用 いた 和洋 折 哀 創作 会 席料 理 を ご 用 意 。 
※ コ ー ス 番号 35001.M22 は 客室 内 に 階段 が ある お 部 屋 と な り 、 荷 物 の 昇降 は ご 自身 で 行っ て いた だ きま す 
※3 名 1 室 は ツイ ン ベ ッ ド + お 布団 敷き と な り ま す 


seaspsass つう (4335)62 4 0 RN 


小樽 ・ ニ セコ 函館 を 彩る 可憐 な 化 々 を 愛でる 
商船 三井 フェ リー で 行く 春の 北海 道 


コー 2 き 35010- M22 呈 け 国 2 名 圏 10 名 固 不可 昭 一 部 


1 日 目 月 川 観光 パス 同等 2 一 5 日 目 札 幌 観光 バス 同等 


2 名 1 室 DD 32(0, 000。 5 日 間 


三井 フェ リー で : 海道 へ 。 専 用 バ 出発 日 馬 邊 3( 補 日 

剛 ーー も つい た プレ ミア ムル ー ム (ペッ ド 答 SV109003 還 昌 に 

cs 宝 ) を ご 用 意 。 展 望 浴場 も 備え て お り 、 海 を 眺 PS 発 ) 一 東京 一 特急 ・ 指 定席 (禁煙 ) 一 水戸 国営 ひたち 

五 検 郭 人 園 【 例 年 の 桜の 見 所 は 4 月 下 名 5 月 上 め て 爽快 な 入浴 を お 楽し みい た だ け ま す 。 ] 導 浜 公園 (ネモ フィ ラ と 空 が 織り 成す 青 の ハ ー モ ニー) = 水戸 プラ ザ ホ テル 
NR 30 頃 か ら 和 食 会 席料 理 の 夕食 ) ニ 大 洗 港 (18:00 乗 船 19:45 

出港 )… 商 船 三井 フェ リー「 ふ ら の 」 ま た は 「 さ っ ぽ ろ 」 ( 船 中 泊 ) 忠昌 狗 

KRS2a00PP の AKO 

2 人 人 銀河 庭園 ( 約 5 万 球 の 水仙 が 彩る 黄色 の 世界 ) ニ 札幌 大 通 温泉 ・ 
22 ※ 札 幌 市 街 を 一 望 する タワ ー ホ テル に 宿 】 


食 は 最上 階 レス トラ ン に て フラ ンス 料理 を ご 用 意 し ます 因 
札幌 大 通 温泉 三 小樽 ・ 長 橋 な え ぼ 公 園 ( 約 5.000 本 の エ 2 
/ ツ クー ャ ンー タ 4 3 く 桜 名 所 例年 の 見 頃 は 5 月 上 旬 - 中 旬 ) ニ The Ball 小樽 (歴史 的 建造 

銀河 放 園 に と 8 な う 物 を リニュ ー ア ル し た レス トラ ン で 洋食 ラン チ ) ニ ニセ コ ・ 桜 ヶ 丘 公園 (斜面 
【 例 年 の 花 の 見 頃 は 4 月 下旬 一 5 月 上 旬 】 国営 ひたち 海浜 公園 Le を ピン ク や 青紫 に 染め る カタ クリ と エゾ エン ゴ サ クン 例年 の 見 頃 は 5 月 上 
旬 ) ニ 洞爺 湖 温泉 ・ ザ レイ クビ ュー TOYA 乃 の 風 リ ゾー ト ( 泊 ) 開 屋 急 
昼 

本 

の 

細 

テ 


洞爺 湖 温 泉 ニ サイ ロ 展 望 台 (洞爺 湖 を 一 望 ) = 寿司 眞 岡 ( 握 り 寿司 の 

食 ) 森 町 青葉 ヶ 丘 公園 (ソメイヨシノ や 固有 種 青葉 枝 垂 な ど 約 1.000 
4 の 桜 / 例 年 の 見 頃 は 4 月 下旬 5 月 中 旬 )= 大 沼 国定 公園 (ミズ パシ ョ ウ 

群生 地 ) ニ 湯 の 川 温泉 ・HAKODATE 海峡 の 風 ( 泊 ) 

※ 温 泉 展望 風呂 付 客室 で お 寛ぎ くだ さい 眠 属 

湯 の 川 温泉 = 五 生 郭 公園 ( 星 形 の 城郭 を 染め 上 げ る 桜 ) 三 函館 国際 ホ 
う ル (中 国 料理 の 昼食 )= 新 函館 北斗 新幹線 黄 グ リー ン 車 (禁煙 ) 一 大 宮 ・ 

上 野 一 東京 (18:04~19:04 着 ) 図 避 周 
※「 ザ レイ クビ ュー TOYA 乃風 リ ソート] の 客室 の お 風呂 は シャ ワー ブー ス の み と な り ます 


※ レ イク ビュー 客室 : お 部 屋 (ベラ ンダ を 除く ) か ら 見 える 湖 が 視界 の か な り の 部 分 を 占め て いる 部 屋 
※「HAKODATE 海峡 の 風 ( 施 設 総合 評価 90.5%)」 は 「 極 み の 宿 @] で す 企画 担当 者 : 迫 久美 子 


国 


鞭 び る づ 洪 選 還 SS 強 " 


札幌 プリ ンス ホテ ル 客室 (一例 ) 3 )HAKODATE 海峡 の 風 客室 (一 例 


JR タワ ー ー ホ テル 日 航 札 幌 」 連 店 
道内 有数 の 桜 名 所 「 二 十 間 道 路 桜 並木 」 


ュー? 秋 叱 35011-M22 


aa 補記 250.000。 


出発 日 馬 條 3( 氷 記 ・5( 補 日 

※3 名 1 室 ひ と り 10.000 円 引き 
羽田 (9:30~-11:00 発 ) か 新 干 歳三 国営 野 すず らん 丘陵 公園 ( 約 400 
ヘクター ル の 敷地 を 有する 北海 道 唯一 の 国営 公園 。 黄 色 の フク ジュ ソウ 
や 青 の エゾ エン ゴ サク な ど 春の 花々 を 探し な が ら 自由 散策 北海道 立 真 

] 駒 内 公園 ( 約 5 万 本 の 自然 木 に 囲ま れ 桜 観賞 / 例 年 の 見 頃 は 4 月 下旬 色 と り ど り の 花 を 訪ね て 
5 月 下旬 ) = 札幌 JR タワ ー ホ テル 日 航 札 幌 ( 泊 ) ※36 階 建て の 札幌 駅 . 束 春の 北海 道 へ 
直結 タワ ー ホ テル に 宿泊 し 、 夜 景 を 眺 泌 する スカ イリ ゾー ト に て お 寛ぎ くだ 2 約 2.200 本 の 桜 並木 が 約 7km に わた り 続 
さい 。 和 食 会 席料 理 の 夕食 と 自慢 の 大 浴場 を お 楽し みく だ さい 人 日 田 の 人 
札幌 = ニニ 十 間 道路 桜 並木 ( 約 2.200 本 も の 桜 が 約 7hm に わた っ て 咲き 誇 : 3 8 
る 道内 有数 の 桜 名 所 )= 新 ひだ か 町 (和食 勝 の 昼食 )= 札 幌 ( 泊 ) 8 きい 性 る た き 本 邊 くに いこ ここ 
※ ホ テル 内 の フレ ンチ レス トラ ン 「 ミ クニ サッ ポロ 」 で 、 フ ラン ス 料 理 の タ Ge 着用 の 人 を ご 村 江 SGSM 
食 を ご 用 意 研 尾 

社長 な えば 公園 (93.000 本 の エゾ ヤマ ザク ラリ ー ト 棒 ( 人 町 
買い 物 撮 り 寿司 の 昼食 )= 新 和 歳 羽田 (18:10~19:15 着 ) 研 屋 


mm 


企画 担当 者 : 迫 久美 子 


JR タワ ー ホ テル 日 航 札 幌 


浪漫 漂う 小樽 へ 1 札幌 駅 直結 、 温 泉 を 使用 し た スパ も 備え る ホテ ル 
HH ーー の の 2 
し あい | 9 北海 道 の 名 の 食材 を 用 いた 北海 道 フレ ンチ を ご 堪能 くだ さい 。 


空港 を 利用 する ツ つい て 羽田 . 新 千歳 空港 利用 時 に 必要 と な る 国内 線 旅客 取扱 施設 利用 料 は 旅行 代金 に 含ま れ て お り ま す 。 


斗 州 ご 邊 梱 半 測 吉 画 画 , 評 ③ 骨 半 球 主 SE et ペー ト へ の み a 寺 油 幅 ※ 


い 】 
〇 


号 : 湯 引 


St ペー へ みろ * ト 豆 漏出 ※ 


IN】 


宣 邊 
は 行 
必 
人 
間 8 
2 
る ] 
と ト 
半 ル 
直 も 
天 ぁ 
風 る 
中 客 
と 室 
し テ 
エラ 

ス 


森 の 中 に 伴 み 、 自 然 と 融合 する リゾ ー ト に て 、 
完全 独立 型 の スイ ー ト ヴィ ラ を ご 用 意 。 
※ 客 室 の テレ ビ は イン ター ネッ ト 動画 専用 で す (地上 波 BS は ご 視聴 いた だ け ま せん ) 
※ 室 内 に は 5 段 ほど の 階段 が あり ます 


レス トラ ン ル e:-) 


約 20 時 間 ゆ っ た り 滞 大 で 
至福 の ステ イ を 


972 計 穴 内 人 同行 

日 本 建築 学会 賞 な ど 多 数 の 受賞 歴 を も つ 
建築 家 ・ 石 上 純也 氏 が 手掛け た ボタ ニカ ル 
ガー デン 。 大小 160 の 池 と 300 本 を 超え る 
雑木 を 移築 し て 作ら れ て いま す 。 イメ ー ジ | 


ば か り の クラ ブフ ラウ ンジ 付 】 


山代 温泉 「 界 加賀 」 約 20 時 間 滞 在 
加 貨 の 伝統 文化 を 載 能 する 


コー ーー 4 に M22 
2 名 1 室 人 190, 000』 


出発 日 上 証 21(g 日 馬 証 11 日 唐 8 日 
※3 名 1 室 ひ と り 10,000 円 引き 
東京 (10:24-10:32 発 ) 一 大 宮 一 新幹線 廊 グリ ー ン 車 (禁煙 ) 金沢 = 
1 沢 ( 老 鐘 深 器 店 主 の 自宅 に て 非 公開 の 美術 品 鑑賞 / 能 作 うる し 工房 に て 職 
人 の 作業 風景 を 間近 で 見 学 し ます ) = 金沢 *THE HOTEL SANRAKU 
KANAZAWA( 泊 ) ※ 夕 食 は 和洋 折 表 デ ィ ナ ー を ご 賞味 くだ さい 日 星 
金沢 (ゆっ くり 10:00 発 )= ( 限 研吾 氏 設計 の 
石 文化 発信 施設 )= 鈴 仙 渓 (風光 明 召 な 渓谷 )= 山 代 温泉 ・ 界 加賀 ( 泊 ) 
※15:00 着 予定 。 加 人 賀 伝統 工芸 の 間 ・ 温 泉 露 天風 呂 付 和室 に 宿泊 。 夕 食 
は の ど ぐ ろ と 錠 の 特別 会 席料 理 を ご 用 意 し ます (17:30-/19:30- の 二 
部 制 と な り 、 時 間 は ご 一 任 く だ さい ) 開 悦 夕 
山代 温泉 (11:00 発 )= 杉 の 井 竹 (金沢 の 伝統 を 体現 する 名 料亭 に て く 
う ず し 会 席 の 昼食 ) 三 金沢 ー 新 幹線 劉 グ リー ン 車 (禁煙 ) 一 大 宮 ・ 上 野 一 東京 
(17:52-18:28 着 ) 思 選 還 
企画 担当 者 : 松 崎 水 名 


加賀 の 伝統 文化 を 訪ね て ( 
九谷 セラ ミッ ク ・ ラ ポラ トリ ー で は 、 科 器 土 や 刀 人 焼 の 製造 工程 を 学ぶ こと が で きま す 。 
究 9 生 創業 の 「 能 作 ] で は 、 職 人 の 作業 風景 見学 。 ま た 、 店 主 の 自宅 へ 特別 
案内 いた だ き 、 通 党 は 見 る こと の で き な い 壮 重 な 調度 (個人 所 有 ) を 鑑賞 し ます 。 


WAR ー ト ピオ トー プ 那 須 Crzg 


チ り 深呼吸 
森 で ゆっ た り 深 呼吸 


者 時 6| ア ー -N ピ 朴 -7 約 20 里 間 ステ イ 
綾 明 砂層 絹 重 大 思 邊 ルト -7 リ アン ト 琴 


コー っ *33591 3-M22 層 国 2 名 較 8 名 固 不 可 困 同 乗 


_| 牙 TCB 観 光 同 等 
2 き 190) 000』 3 日間 
出発 日 玉 略 9(8 日 軌 証 18 ホ 日 恩 証 1 日 脇 証 9(8 晶 


※3 名 1 室 ひ と り 5.000 円 引き 
東京 (11:00-11:08 発 ) 一 上 野 ・ 大 宮 一 新幹線 藤 グ リー ン 車 (禁煙 ) 一 宇 
都 宮 一 大 谷 暗 (大 谷 石 の 歴史 と 巨大 地下 空間 を 案内 人 と 見 学 ) ニ (【 
] ) デ = 華厳 の 滝 (見 物 ) ニ 中 禅 寺 温泉 ・ 中 禅 寺 金谷 ホテ ル ( 泊 ) 
※ 奥 日 光 の 自然 に 抱か れ た リゾ ー ト ホテ ル 。 夕 食 は 日 光 産 虹 鐘 の ソテー な 
ど 伝統 の フラ ンス 料理 を ご 賞味 くだ さい 居 回 名 
中 禅 寺 温泉 (10:00 発 ) ニ 宮 (世界 遺産 「 日 光 の 社寺 」 へ 案内 人 同 
2 行 で 参拝) 日 光 ( ゆ ば 料理 の 昼食 那須 : ア ー ト ビオトープ 那須 ( 折 ) 
※15:00 着 予定 。 客 室 は 広々 と し た テラ ス が 自慢 の 「 ス イー ト ヴ ィ ラ 」 を ご 用 
意 。 案 内 人 同行 で 美しい 「 水 庭 」 の 見 学 も お 楽し みく だ さい 
那須 (11:00 発 ) 那 須 ラス 美術 館 ( 見 学 ) ニ 大 田原 和牛 超 本 店 
う (貴重 な 「 大 田原 生 シ ャ トー プリ アン 」 ステ ー キ の 昼食 )= 那 須 塩 原 一 新幹線 
藻 グ リー ン 車 (禁煙 ) 一 大 宮 ・ 上 野 一 東京 (16:16-17:16 着 ) 国選 同 
※「 ア ー ト ビオトープ 那須 (施設 総合 評価 96.7%)」 は 「 極 み の 宿 6] で す 企画 担当 者 : 寺 岡 佑 樹 


3 日 目 昼食 


| 大 田原 牛 超 本 店 


「 大 田原 牛 超 ] が 三代 に わた っ 

國 て 研究 を 重ね 、 育 て 上 げた 大 田 

原 牛 。 「 幻 の 部 位 ] と も 呼ば れる 

シャ トー プリ アン の ステ ー キ を ご 

用 意 し ます 。 口 の 中 で と ろ け る よ 

うな や わら か さ を ご 堪能 くだ さ 
い 。 


mmm 界 加賀 
国 登録 有形 文化 財 の 建築 棟 と 茶室 、 
加賀 の 伝統 工芸 が 彩る 宿 。 客 室 に は 

加賀 水引 や 加賀 友禅 が あし ら わ れ て いま す 。 
共同 浴場 「 古 総 湯 」 (徒歩 約 1 分 ) も 

ご 利用 いた だ け ま す 。 


THE HOTEL SANRAKU KANAZAWA 


金沢 の 伝統 工芸 を デザ イン の 基調 と し た スタ イリ ッシュ な ホテ ル 。 
北陸 で は 珍し い ク ラブ ラウ ンジ を 利用 で きる 客室 を ご 用 意 。 
ラウ ンジ で は スイ ー ツ や 石川 の 地酒 な ど を お 楽し みい た だ け ま す 。 


ES s03(4335)6240 ososeozsn 時 語 語 = こ 


知床 クル ー ズ | イル カ ・ バ ー ド ウォ ッ チ ング 
クル ー ズ スズ) 


マッ コウ クジ ラ | 人 O @ 

イシ イル カ @ 

シャ チ @ 
※ 遊 覧 船 は 雨天 ・ 今 天 時 は 欠航 と な る 場合 が あり ま 
す 。 野 生 動 物 は ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 


ネイ チャ ー ガ イド と 知床 五 湖 ハ イキ ング FM レシ - ル - 利 8 『 
知床 五 湖 は 、 義 務 づ けら れ て いる 事前 レク チャ ー を 


受け た 後に ネイ 

チャ ー ガ イド と 知床 五 湖 マ ッ プ 
知床 五 湖 す べ | 高架 木 道 地上 遊歩 道 
て を ハイ キン グ 
し ます 。 


と な り ま す 


ハイ キン グレ ベル の 目安 : 策略 ジ 多 衣 | 
標高 差 100m 未 満 の ほぼ 平坦 行 時 間 3 時 間 以 内 。 
装備 : リ ュ ッ クサ ッ ク 、 フ ー ド 付 カ ッ パ 、 長 袖 の 上 着 、 滑 り に くい 靴 、 
帽子 、 軍 手 。 


バー クサ ービス セン ター 


ウト ロ 温 泉 に 連 泊 で じっくり 楽し お 世界 遺産 : 知 床 
ネイ チャ ー ガ イド と 歩く 知床 一 潮 ~ 五 湖 と 
維 臼 ク ルー ズ 連 泊 で めぐ る 知床 


くし ろう 湿原 ノ ロッ コ 号 


写真 提供 :JR 北 海道 


くし 2 温 原 ノロ ッ コ 呈 と 誠 A 提 W クル ー ズ 
道東 10 名 所 大 周遊 


コー スズ 番号 客室 _ 旅行 代金 (oc り 
35050-M22 | 2 ま 190.000』-280.000』 
天 和 和 室 ツイ ン (36m) 人 oO 99eofnnf 2500005 
35051-M22 | 2 名 室 200.000』-290.000』 
融和 1 生 びと り 10.060F33 ほ 2 名 1 宇 ひ と U5000 由 3 


男 同 行 国 2 名 (35050.M22 は 1 名 ) 圏 8 名 回 不可 較 一 部 到 届 網走 バス 同等 
出発 日 胃 9 唐 (5 は) 日 う 
本 証 (④($)・10!・30( が 日 
羽田 (11:00~-13:00 発 ) 女満別 三 天 に 続く 道 ( 北 海道 の 大 き さ を 感じ る 
] 真っ 直ぐ に 続く 道 ) ニ オシ ンコ シン の 闇 ( 流 れ が 2 つ に 分 か れ て 「 双 美 の 六 
も 呼ば れる 滝 ) ニ ウト ロ 温泉 知床 第 一 ホテ ル ( 泊 ) ※ 高 級 魚 「 き ん き 」 な 
を 使っ た 和食 会 席料 理 の 夕食 や 、 美 人 の 湯 を お 楽し みく だ さい E 
ウト ロ 温 泉 = 知 床 五 湖 ( 知 床 レク チャ ー 後 、 ネ イチ ャ ー ガ イド と 知床 一 湖 五 
を ハイ キン グ ノ 歩 行 距 離 : 約 3km・ 歩 行 時 間 : 約 3 時 間 ) ニ オロ ンコ 岩 ( 高 さ 
2 60m の 巨岩 ) ニ ウト ロ 港 (知床 遊覧 船 に 乗 舶 。 カ ムイ ワッ カ の 滝 航路 ノ カ 
イワ ッ カ の 滝 や 乙女 の 涙 な どの 絶景 を 眺め な が ら ク ルー ジン グ ) ニ 2 
( 泊 ) 
ウト ロ 温 泉 = 知床 幅 ( 知 床 連山 の 最高 峰 ・ 維 白 岳 と オ ホ ー 227 の 
3 窓 )= 難 白 港 (ヘイ ルカ ・ バ ー ド ウォ ッ チ ング クル ー ズ )= 卿 土 料理 武田 ( 禁 
邊 や 季節 の お 刺身 の 昼食 ) ニ 中 標津 羽田 (16:00~17:00 着 ) 
企画 担当 者 : 迫 久美 子 


(v (yr 


問 司 回 当 


ウト ロ 温 泉 


知床 第 一 ホテ ル 


高台 に 立ち 、 
知床 の 自然 を 望む ホテ ル 。 
1 日 目 夕食 は 、 
北海 道 の 高級 魚 「 き ん き ] を 
含む 和食 会 席料 理 を ご 用 意 。 
計 。 】 湯冷め し に < く < 肌 が し っ と りす る 
玉 「 美 人 の 湯 ] で お 寛 ざく だ さい 。 


コー ス 番号 35018-M22 | 玩 同行 国 2 名 較 8 名 囲 不可 較 一 部 


2 を 室 才 y900.000』-320.000』 
出発 日 世 拓 邊 27 (日 邊 9 唐 19 日 
配下 22(% 日 戻 訓 ⑦( ホ 日 
(無印 00.000 円 、O 印 310.000 円 、 印 320.000 円 ) 
羽田 (11:00-12:30 発 ) か 帯広 = 紫竹 ガー デン (十勝 平野 に 広がる 四季 
折々 の 美しき 花畑 )= の 十勝 ヒル ズ ( 野 菜 や 果樹 を テー マ に し た 十勝 の 魅力 
] が つま っ た ガー デン ) = 十勝 川 温泉 ・ 第 一 ホテ ル 豊 沙 亭 ( 泊 ) 
※ 北 海道 遺産 「 モ ー ル 泉 」 を 有する 十勝 川 温泉 を プラ イベ ー ト 感 あふ れる 温 
_ 泉 露天 風呂 付 客 室 で お 楽し みく だ さい EE 因 


十勝 川 温泉 = 池田 一 特急 ・ 指 定席 (禁煙 ) 一 釧路 一 @ く し ろ 湿 原 ノロ ッ コ 号 
(期間 限定 運行 列車 の 車窓 か ら 風景 を 堪能 ) 一 境 路 = 弟子 屈 ( 豚 井 の 昼 食 ) 
2 ⑳ オ シン コシ ン の 瀧 (「 双 美 の 溢 」 と も 呼ば れる 滝 ) ニ ウト ロ 温 泉 ・ 北 こぶ し 和 
床 HOTEL&RESORT ( 泊 ) ※ テ ラス に 温泉 露天 風呂 を 完備 する 客室 で 
オホーツク 海 を 眺め な が ら 過ごす 優雅 な ひと と き 。 夕 食 は 道産 食材 を ふん 
だ ん に 使っ た コー ス 料 理 を お 楽し みく だ さい 開 賠 多 
ウト ロ 温 泉 (8:00 発 )= 苺 日 港 (@ イ ルカ ・ バ パー ドウ ォ ッ チン グ ク ルー ズ )= 
う (@ 知 玉 由 / 開 通 期間 の 短い 国道)= 知 末 一 消 (知床 連 山 を 眺め な が ら 
架 木 道 を 各自 散策 ) = オロ ンコ 岩 ( 約 60m の 巨岩 ) ニ ウト ロ 港 (へ ⑤ ル > 
滴 航 路 で 野生 の クマ の メッ カ ま で クル ー ズ ) ニ = ウトロ 温泉 ( 泊 ) 

ウト ロ 温泉 =⑩ 野 付 半島 (原始 の 自然 美 が 残る 日 本 最大 の 砂 障 ) ニ 郷土 
4 武田 (標津 邊 や 季節 の お 刺身 の 昼食 )= 中 標津 羽田 (16:00~17:00 着 ) 


ore 本 
僅 北 こ ぶし 知床 
ーー HOTEL&RESORT 


オホーツク 海 側 * の 上 級 客室 
「 オ ホー ツク 倶楽部 ] の 
デラ ックス ツイ ン 客 室 を ご 用 意 し ます 。 
※ オ ホー ツク 海 側 客室 : お 部 屋 (ベラ ンダ を 除く ) か ら 
見 える 海 が 視界 の か な り の 部 分 を 占め て いる 部 屋 


] オ ホー ツク 海 側 の デラ ックス ツイ ン 客 室 


人 ミー の | 


空港 を 利用 する ツア ー に つい て 羽田 - 新 千歳 空港 利用 時 に 必要 と な る 国内 線 旅客 取扱 施設 利用 料 は 旅行 代金 に 含ま れ て お り ま す 。 


写 
真 
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す 
ベ 
(9 
イ 
メ 
上 
ジ 
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す 


NN】 
IN】 


全 19 室 の 大 人 の 隠れ 家 「 蔵 群 」 と 
温泉 露天 風呂 付 「 楽 水 山 」 に 泊まる 


ニセ コ 樺 山 の 里 
⑳》 あ 楽 水 山 


全 室 で 羊 踏 山 を 望む * 宿 。 客 室 に は や 
源泉 掛け 流し の 温泉 風呂 を 完備 し て いま す 。 
※ 羊 中山 を 望む 客室 : お 部 屋 (ペラ ンダ を 除く ) か ら 見 える 羊 路 山 が 攻 NT 


視界 の か な り の 部 分 を 占め て いる 部 屋 
コー ス 番 号 35030-M22| 


メゾネット 客室 (温泉 風 必 付 ) 


サーーーーーー] 開 


| 


くら 。 むれ 


人 時 記 泉 | 模 旅 萌 蔵 


朝里 川 の 畔 に 伴 む 宿 。19 室 の み の 蔵 を イメ ー ジ し た 客室 は 
それ ぞ れ 意匠 が 異な り 、 客 室 風呂 で は 温泉 を お 楽し みい た だ け ま す 。 


道 目 広大 な 釧路 混 原 を 3 つの 視点 か ら 満喫 


釧路 湿原 ガイ ド ツ アー と 「 化 隊 線 |] 全 区 間 科 還 
月 7 間 牧 家 往 吉 角 要 旭 鈴 和 


コー スィ 基 呈 35045-M22 3 


玩 同行 国 1 名 遼 8 名 囲 不可 甘 同 乗 了 寺 環 く しろ バ ス 同 等 


宿泊 ANA ク ラウ ンプ ラ ザ ホ テル 釧路 釧路 プリ ンス ホテ ル 
3 (洋室 / 約 25m) (高層 階 洋室 / 約 23m) 
出発 日 台 証 8(*)・24 日 18 月 E)GIMZI63】:| 
| 7 月 CERI に | 9 月 周 99Bee=| 
2- こ 3 名 1 室 | 2 名 1 室 
給 150.000s-190.000』150.000s-250.0005 
(お ぉ ひとり) (無印 150.000 円 、 〇 印 170.000 円 、 (無印 150.000 円 、 〇 印 160.000 円 、 
] 印 190.000 円 ) 印 170.000 円 、( ) 印 250.000 円 ) 
※1 名 1 室 20.000 円 増 (部 屋 数 限定 ) ※※1 名 1 室 20.000 円 増 (部 屋 数 限定 ) 
羽田 (11:00-13:00 発 ) 釧 路 ニ 釧路 市 丹頂 稚 自 然 公園 (特別 天然 記 
念 物 の タン チョ ウ ゾ ヅル を 見 物 ) 三 釧路 市 湿原 展望 台 [ サ テラ イト 展望 台 
] (駐車 場 より 片道 徒歩 約 15 分 ) か ら 眺 め る 湿原 は 圧巻 の スケ ー ル ] = 八 


千代 本 店 (17:30 頃 か ら 旬 の 食材 を 活か し た 会 席料 理 の 夕食 ) 釧路 
_ ( 消 ) ※19:00 着 予定 居 中 四 
釧路 (8:00 発 )= 釧 路 一 花咲 線 ・ 自 由 席 ( こ こ で し か 出会え な い 雄 大 な 風 
景 を お 楽し みく だ さい / 乗 車 約 150 分 ) 一 根室 = 割烹 し ま 津 ( 花 咲 ガニ の 間 
ポイ ル 皿 苺 盛り と 地 物 の お 造り な どの 昼食 )= 納 沙 布 岬 (日 本 の 本 土 最 東 
2 端 )= ラ ン ネ モト チャ シ 跡 (日 本 最 北 で 最 東端 の 「 日 本 100 名 城 "] ) ニ 根室 
(風連 湖 や 春 国谷 を 展望 )= 厚 岸 ・ コ ン キ リエ (厚岸 プラ ンド 牡 敵 「 カ キ えも 
ん 」 と 「 マ ル え も ん 」 の 食べ 比べ ) ニ レス トラ ン イオ マン テ (フラ ンス 料理 の 
タ 食 )= 釧 路 ( 泊 ) ※19:15 着 予定 描 硫 攻 
釧路 (8:30 発 ) 三 釧路 一 釧網 本 線 ・ 自 由 席 ( 車 で は 入れ な い 釧 路 湿 原 内 
3 を 括 走 す る ロー カル 線 に 乗車 生 車 約 30 分 ) 一 和 路 = 負 外 原 ・ 温 根 
内 木 道 (ネイ チャ ー ガ イド と 湿原 内 に 設け られ た 木 道 を 散策 ) ニ 釧路 
羽田 (15:10~-17:00 着 ) 國 同 国 


近日 目 と 2 日 目 の 食 は 順番 を 入れ 替え て ご 案内 する 場合 が あり ます 2 TCPP 
* 財 団 法人 日 本 協会 選定 企画 担当 者 寺岡 佑 樹 


HAN ペー へ みろ * ト 記 漏出 ※ 


2 た essessem りう (4335)6240 033569zn 


コー スズ 番 号 プ 1 泊 目 客室 旅行 代金 ( ぉ ひと り ) 


35030-M22 2ssZ70.000s-290.000 ぉ 
メゾ ネッ ト 客 室 (温泉 風呂 付 ) ( 無 了 270 .000 円 、 〇 印 290.000 円 ) 
35031-M22 2 を ts280.000』-300.000』 
和洋 室 (温泉 風呂 付 ) (人 280| ,000 円 、 〇 印 300, oO 円) 


男 同 行 国 2 名 固 8 名 固 不可 困 同 乗 区 札幌 観光 バス 同等 

出発 日 箇 四 10 日 馬 請 ②⑨ の 日 語 証 6 が 日 づ B 

羽田 (9:00-10:30 発 ) 新 千歳 = 小樽 (港町 で 買い 物 / 遅 め の 13:30 頃 

か ら 昼 食 )= 錬 御殿 (小樽 の 街 が 発展 する 礁 と な っ た 人 ・ 漁 の 当時 の 姿 を 学 

] べ る 建物 )= 朝 里川 温泉 ・ 小 樽 旅 亭 蔵 群 ( 泊 ) 

※ 上 質 な 小樽 の 蔵 に 集う 個性 的 な 19 の 客室 を 持つ 宿 。 夕 食 は 、 海 と 山 に 

囲ま れ た 小樽 の 自然 の 恵み を 専用 の 個室 で お 召し 上 が りく だ さい 人 巳 賠 
朝里 川 温泉 = 美国 (水中 展望 船 で 「 積 丹 ブ ルー」 と 称 さ れる 透明 度 の 
高い 海 の 中 を 見 物 )= 神 威 岬 (雄大 な 自然 と 積丹 ブル ー の 海 を 一 望 )= 樺 

2 山 温泉 ・ ニ セコ 樺山 の 里 楽 水 山 ( 泊 ) 
※ 源 泉 掛け 流し の 温泉 露天 風呂 付 客室 に 約 17 時 間 滞在 。 夕 食 は 旬 の 食 
材 に こだわ っ た 会 席 騰 を お 楽し みく だ さい 開 同 力 
樺山 温泉 = ウ ポ ポイ (北海道 初 の 国立 博物 館 を 有する アイ ヌ 文 化 体感 施 

う 設 ) = 苫小牧 ( 遅 め の 13:30 頃 か ら 、 名 物 「 ホ ッ キ 貝 」 を 含む 和食 勝 の 昼 
食 )= 新 千歳 羽田 (18:00-19:10 着 ) 回 回国 
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に も は :』 
央 骨 鉛 是 重 混 


水中 展望 船 か ら の 眺め | か 


高台 か ら 眺 め る 


リテラ ンク クン シン 
ヨ 3 つ の 視点 か ら 眺 め る 釧路 湿原 
記 か ら 眺 め 


ネイ チャ ー ガ イド と 散策 


安寺 Ms 
』 ^⑫ 人 包 レス トラ ン イオ マン テ @* 1 
お 古く か ら 伝わる アイ 
ヌ 料 理 の 文化 や 
但 。 。 精神 を 取り 入れ た 
_ 写 < フレ ンチ レス トラ 
四 お 2 生 - 電 の 信 れ を 
中 表 議 計 解 送 > ふん だ ん に 使用 し 
巡 ーー た フラ ンス 料理 を 


ご 賞味 くだ さい 。 1 


Nr 9/ 


ネッ ト で も 


ンタ ー: 
24 后 届 ご 予約 各 中 EE32E 


[ リカ | | ホ テル 大 雪 雪 は た る 


ー デ ン 人 街道 8 つ す べ て に ご 案内 
北海 道 絶景 作 め ぐり 


ュー ィ 35036-M22 如 ce 本 還 和 Fm 


2 名 1 室 e5200, 000』-280.000』 

日 用 呈 259 4 画 
本 0⑩W- の 日 
6 (@・23( 日 


(無印 250.000 円 、O 印 270.000 円 、 印 280.000 円 ) 
※3 名 1 室 ひと り 10.000 円 引き 


羽田 (11:00-12:30 発 ) か 帯広 ニ ゆ 六花 の 森 (「 六 花 亭 ] の 包装 紙 の モ 
デル と な っ た 庭 )= ニ 紫竹 ガー デン (ガー デン を 観賞 )= 十 勝川 温泉 ・ 十 勝 
] 川 温泉 第 一 ホテ ル 豊洲 亭 ( 泊 ) 
※ 北 海道 遺産 「 モ ー ル 泉 ] の 十勝 川 温泉 を プラ イベ ー ト 感 あ ふれ る 客室 
の 温泉 露天 風呂 で お 楽し みく だ さい 回 回 久 
十勝 川 温泉 ⑥ 真 (日 本 初 の コニファー ガー デン )=@ 十 勝 ヒ ルフ 
(野菜 や 果樹 を テー マ に し た ガー デン ) テ 北海 道 ホ テル (洋食 ラン チ )=@ 
2 F の 森 ( 趣 の 異な る 4 つの ガー デン )= 富 良 野 ・ 富 良 野 り リゾート オリ 
カ ( 泊 ) 
※ 十 勝連 峰 を 望む り ゾ ー ト ホテ ル 。 夕 食 は 無 農 薬 ・ 減 農薬 : 地 元 材料 
わっ た 和洋 折 理 コー ス 料理 を ご 賞味 くだ さい 
富良野 = ファ ー ム 富田 (富良野 を 代表 する 花 の 名 所 )=⑨ 風 の カ 
(テレ ビ ドラ マ で 有名 な イン グリ ッシュ ガー デン を 観 所)・ ブリ ンス 
う ホテ ル ( 地 元 食材 を 使っ た 「 ガ ー デ ン ラ ンチ 」 ) = 四季 層雲峡 温 
泉 ・ ホ テル 大 雪 ※ 雪 ほ た る ( 泊 ) 
※ 和 モダ ン な 客室 や 和食 会 席料 理 の 夕食 を お 楽し みく だ さい 


証 國 局 2 

層雲 峡 温 泉 = の 大 雪 ザー デン (ガー デン を 観賞 )= 旭 川 市 内 (中 国 料 
4 理 の 昼食 )=⑨ 上 野 ファ ー ム (季節 に よっ て 味わい の 変わ る 庭園 ) ニ 旭川 
羽田 (18:00-21:30 着 ) 商 悦 

企画 担当 者 : 迫 久美 子 北 


| を 味 わ し 


包 の サク ラン ボ 狩 り と 季節 o 化 めぐ り oo 
は えみ 0 信 六 の 滑 妥 


7 ーー M22 国 2 名 男 !2 回 隊員 和 


山 交 バス 同等 


2 名 1 室 の 980 000g-90 000。 


出発 日 上 放 ⑰ ふ ) 0)・@⑳ い 日 
(無印 BO.000 円 、 こ 人 
※4 名 1 室 ひ と り 5.,000 円 引き 、3 名 1 室 ひと り 2.000 円 引き 


東京 (9:24-10:00 発 ) 一 大 宮 一 新幹線 ・ 指 定席 (禁煙) 一 米沢 
ゆり 園 ( 広 大 な 敷地 に 多 品 種 約 50 万 本 の ユリ が 咲き 競う 美しい 花 
] 園 )= 長 井 あ や め 公園 ( 約 3.3ha の 公園 内 に 咲き 誇る 約 500 種 100 万 本 
の アヤ メ の 花 を 観賞 ) ニ 天童 温泉 ・ ほ ほえ み の 宿 滝 の 湯 ( 泊 ) ※ 将 棋 の 
まち ・ 天 童 に ある 広い 大 浴場 が 自慢 の 名 宿 に て お 寛ぎ くだ さい 如 日 較 
天童 温泉 仲野 観 》 [入場 制限 エリ ア を 四季 の 華 の お 客 様 貸切 で 
ゆっ た り サ クラ ン ボ (佐藤 錦 ) 狩り 30 分 食べ 放題 ]= z 園 ( 約 340 
2 種 約 6.000 本 が 咲く パラ 園 )= レ スト ラン ジュ アン (置賜 の 旬 の 野菜 を 使用 
し た 洋食 の 昼食 ) ニ 上 杉 伯爵 邸 ( 登 録 有 形 文化 財 を 見 学 ) ニ 米沢 一 新 幹 
線 ・ 指 定席 (禁煙 ) 一 大 宮 ・ 上 野 一 東京 (18:36-18:48 着 ) 較 悦 口 
企画 担当 者 : 迫 久美 子 


見 頃 は 6 月 上 旬 ー7 月 上 名 】 


サク ラン ボ 狩 り | 
股 立 を 使わ ず に 摘み 取れ る 入場 制限 エ 
リア を 四季 の 華 で 貸し 切り 。 高級 品 査 
佐藤 錦 の みず みず し い 甘 き を ご 其 能 く | 
だ きい (30 分 食べ 放題)。 


計 > 一 4 も り 

天 間 肖 (は は えみ の 和 宿 洋 の 湯 
将棋 の 竜王 戦 も 行わ れる 格式 ある 宿 。 男 女 合 わせ て 
約 1.000m あ る 大 浴場 に てこ ゆっ た り と 温泉 を お 楽し みく だ さい 。 


州 ご 邊 梱 半 測 喜 双 正 , 評 9 将 骨 半 束 寺 台 誠人 ペー テ へ べろ 記 油 幅 ※ 


羽田 空港 利用 時 に 必要 と な る 国内 線 旅客 取扱 施設 利用 料 は 旅行 代金 に 含ま れ て お り ま す 。 


】 


EEBE 計 当 憧 れ の 山岳 リゾ ー ト ホテ ル に 連 泊 


雲上 の 乗 蔽 ・ 凡 平 と 上 高地 ハイ キン グ 
「 上 高地 帯 国 ホテ ル 」 優 雅 な 休日 


コー ス 番 号 / 客 室 旅行 代金 ( ぉ ひと り ) 
35500-M22 | 2 名 170.000』-200.000』 
ツイ ン (30m) (無印 170.000 円 、 〇 印 180.000 円 、 印 190.000 円 、( ) 印 200.000 円 ) 
※3 名 1 室 ひと り 15.000 円 引き 
35501-M22 | 2 名 2(00.000』-230.000』 
ベラ ンダ 付 ツ イン (37m) | 無色 200.000 円 、 2100006、 ロ 220.000R、 ()W230000F) 


男 同 行 国 2 名 固 2 名 固 不可 困 一 部 アル ピコ 交通 


了 加 本 | づ 日 間 
ネイ チャ ー ガ イド と ハイ キン グ イチ ィ ー カ イド 往路 の み 同 和 出発 日 王 証 B 日 証 9!$・1868 日 
日 上 は 、 ネ イチ ャ ー ガ イド と 明和 地区 まで ハイ キン グ し ます 。 馬主 6*・⑲% 日 ーー (* を 


a ハイ キン グ 初 級 
クレ ベル の 中 2 析 高 基 100m 以 上 の 補 り 下り リ が ある 道行 時 間 ら 5 時間 和 席 ai 19 有 ML409M22IE= 較 10 有 6 旧 
いな い 山 道 を 歩き ます 。 装備 服装 に つい て : 滑 り に くい 運動 謝 と な ハイ キン グ に 適し た 服装 で ご 参加 くだ さい 。 新宿 (10:00 こ 11:00 発 ) 一 立川 八王子 ー 特 急 細 グリ ー ン 車 (禁煙 ) 一 松 

の ] 本 = 大 正 池 (途中 下車 可能 。 ホ テル まで 各自 ハイ キン グ ノ 歩 行 時 間 : 約 

E 上 高地 60 分 "歩行 距離 約 3.2km) ニ 上 高地 ・ 上 高地 玲 国 ホテ ル ( 泊 ) 量 

R 還 訳 ) 上 商 地 … ネ イチ ャ ー ガ イド と 上 高地 ハイ キン グ [ホテ ルー ウエ スト ン … 

党 国 ホテ ル 

日 本 初 の 本 格 的 山岳 リゾ ー ト と し て 


人 


較 


9 河童 橋 ( 上 高地 の シン ボル )… 明 神 地区 歩行 時 間 : 往 復 約 180 分 ・ 歩 
行 距 離 : 往 復 約 9.4km プ ネイ チャ ー ガ イド は 上 高地 帝国 ホテ ル か ら 明 神 


の の 地区 まで 同行 明神 地区 か ら は 各自 ハイ キン グ ] … 上 高地 () 科 因 
和 国 ホテ ル 伝 統 の お も て な し で 3 高地 =( 秒 迷 ス カイ ライ ン )ー 和 (要約 2.700m の 別天地 ) ニ 松本 特 
優雅 な 休日 を お 過ごし くだ さい 。 急 麻 グリ ー ン 車 (禁煙 ) 人 モ 子 ・ 立 川 新 宿 (18:04~19:06 着 ) 据 三 


企画 担当 者 : 松 崎 水 加 


ご きき 只 き 二 講 生 で 

本 rmoo 一 杏 呈 台 さ 。2 判 

に つない こい に に う [| 
判 


っ 革 星 


「 赤 倉 観光 ホテ ル 」 連 泊 
歴史 が 候 づ く 神秘 の 戸隠 鏡池 と 記 質 高 必 


四 行 ai 圏 2 名 固 不 可 困 一 部 


コース 番 号 35505-M22 を 主 アリ ー ナ 同等 
2 名 人 140, 000。.180, 000。 


(お ひと り ) 


出発 日 目 24 ・29 衣 日 証 15 日 
騙 請 ⑥( ホ )*⑲( が 日 馬 2 日 
1 9 月 ERC)= 還 | 0 月 MEIGDI64MG) | 


(無印 140.000 円 、 〇 印 160.000 円 、 印 180.000 円 ) ※3 名 1 室 ひと り 5.000 円 引き 


東京 (11:04-12:04 発 ) 一 上 野 ・ 大 宮 一 新幹線 纏 グ リー ン 車 (禁煙 ) 

] 長野 = 赤倉 温泉 ・ 赤 倉 観光 ホテ ル ( 泊 ) ※ 夕 食 は 会 席料 理 と 伝統 の フ 赤倉 温泉 
ラン ス 料 理 を 滞在 中 に 1 回 ずつ ご 用 意 日 日 勿 M 4 ー い 画 
赤倉 温泉 三戸 隠 神社 ・ 中 社 (創建 二 千 余年 に お よぶ 歴史 を 刻む 神社 に 赤倉 観光 ホ テル 隊 
参拝 ) ニ (タクシー 相乗 り 約 10 分 ) 鏡 池 ( 戸 隠 連峰 の シル エッ ト を 美 し 前 1 
く 映す 池 ) ニ 徳 善 院 蕎麦 ・ 極 意 (戸隠 そば の 昼食 ) 三 いも り 池 ( 四 季 折々 の Eh CO い 
山野 草 を 観賞 )= 赤 倉 温泉 ( 泊 ) 伝統 に 培 われ た 珠玉 の サー ビス で 


優雅 な 滞在 を お 楽し みく だ さい 。 
※ 雲 海 は 自然 現象 の 為 、 ご 覧 いた だ け 
な い 場 合 が あり ます 


赤倉 温泉 = 志 人 賀 ( ゃ ロープウェイ で 志賀 高原 の 絶景 の 中 を 空中 散歩 ) ニ 
う 能登 忠 (ミニ 会 席料 理 の 昼食 ) ニ 長野 一 新幹線 甘 グ リー ン 車 ( 茜 煙 ) 一 大 
宮 ・ 上 野 一 東京 (17:12-17:40 着 ) 


EE 


cdrG9. 纏 の 9 めで 雪 人 だ GPU 


※「 赤 倉 観光 ホテ ル ( 施 設 総合 評価 92.0%)」 は 「 極 み の 宿 @] で す 
し ま 戸 
る フラ ンス 料理 は 特有 知 の [メイ ンダ イニ ング ルー ム ツル ピエ 」、 代理 は [人 有 ゲ 
交 ま 伯 寺 ラ イー ング 自 棒 ] に て ご 用 意 。 妙 高 の 絶 久 と と も に 優 獲 な 人 を お 楽し みく だ さい 。 
真 0 
は 2 並 
すす 凍る て 
3 か 中 ダ 
IM に 過 2 の 
4 澄 め 1 
は 
ジ # ま ネー 
で E 々 攻 人 フラ ンス お 理 (人) 
す 咽 を 品 
お 申し 込み ・ お 問い 合せ は 東 ( ) FAX24 時 間 受付 人 語 の eS7S3 
25 た resspssasss) 京 り 03( 人 4335)6240 3886ezs 生還 = の 


室堂 と ホテ ル 立 山 外観 (写真 提供 : 立 山 黒部 アル ベン ルト) 


山 団 時 部 アル ベン ルー ト を 模 肝 


NN 


立山 ロー プ ウ ェ イ ( 真 は 9 有 提 晃 開 部 2 の Ui5CGEL5eP22 10 有 15) 


《) アル ペン ルー ト 内 の ホテ ル に 泊まる か ら こそ の 体験 と 出会え る 絶景 


力 に 合わ せ て 下記 の アク ティ ビ テ ィ を 自由 に お 選び いた だ け ま す ( 当 日 選択 ) 
1 日 目 夕方 | 弥 陀 ヶ 原 湿原 散策 (ww 人 光 自然 解説 スラ イド ショ ー と スタ ー ウ ォ ッ チン グ | 3 日 目 早朝 | ご 来 光 ツア ー 2 日 目 | 室 党 
雷鳥 ウォ ッ チ ング 


2 PA 
ご 氷 光 (イメ ー ジ ) 較 は ご 覧 い 
1 大 観 話 の 展望 合 より 、 後 立山 連作 の | た だ いる が 
ラム サー ル 条約 に 登録 され る 湿原 へ ホテ ルス タッ フ が ご 夫 ホテ ルス タッ フ が スラ イド ショ ー を 使っ て 立山 黒部 の 大 自然 を ご 紹介 。 生 線 か ら 昇る 日 の 出 を 補 拓 。 あり ます 


内 。8 月 9 月 中 旬 は 高山 植物 、10 月 は 秋色 に 色付き ます ※ ス ター ウォ ッ チ ング ・ ご 来 光 は 天候 に より 中 止 と な る 場合 が あり ます 


標高 約 2.000m の 絶景 を 朝 


立山 黒部 アル ペン ルー ト o 絶 景 の 中 に 宿泊 
「 弥 陀 ヶ 原 ホ テル 」 と 「 ホ テル 立山 」 


正行 国 1 名 回 10 名 固 不可 図 を し ・ 
コ ュー? 番 号 35730-M22 | 上 目 W9 光 同和 、3 昌 目 ア ル ピ コ 区 同等 名 な て 4 


2 名 1 室 5 詩 17 0, ョ -200, 氷上 ヶ 原 ホテ ル 周 辺 の 星空 (メー ジ ) ベ 
MO wm 強 陀 ヶ 原 ホテ ル 


騙 衣 ① せ 100 日 調 訓 69 は 日 中 部 山 量 国 立 公 園 標 高 1.930m に 立つ 絶 晒 の ホテ ル 。 
1 9 月 計り EEGEMMZIE=| li2| ホ 日 弥 陀 ヶ 原 の 大 自然 や 富山 の 山海 の 幸 の 夕食 を お 楽し みく だ さい 。 
無印 170. 、 〇 印 180. 上 上 2 DI 4 で 
4 まひ と り 20 000P938、 う 1 宇 O と り 10.000 円 引 8、1 名 1 宇 50.000 円 (部屋 誠に り 生 た たけ 0 電 合 が りお の 
東京 (10:24-10:48 発 ) 一 上 野 ・ 大 宮 一 新幹線 藤 グ リー ン 車 ( 茜 煙 ) 一 富 | も 立山 黒部 アル ペン ル 


1 山 = 立山 一 美女 平 = 弥 陀 ヶ 原 ・ 弥 陀 ヶ 原 ホテ ル ( 泊 ) 
※ 夕 食 は 季節 の 和 会 席料 理 を ご 用 意 。 夕 方 は 、 2 
る 湿原 散策 へ (各自 自由 散策 ) 


- 弥 陀 ヶ 原 = 室堂 (比較 的 混雑 を 避け た 午前 中 に 、 
2 ノ ガ イデ ィング レシ ー パ ー 付 )… 室 凍 ・ ホ テル 立山 ( 泊 ) ※ 作 食後 ホテ ル 
スタ ッ フ に よる 「 ス ライ ド シ ョ ー」 や 「 ス ター ウォ ッ チ ング ] を 開催 、 開 琶 多 
室堂 (「 ご 来 光 ツア ー」 へ ご 案内 早朝 4:00 頃 集合 、 ホ テル 戻り 5:30 頃 
予定 一 度 部 屋 へ 戻り 、 朝 食 ) ニ 大 観 峰 ふ (ロー プ ウ ェ イ で 絶景 体験 ) 


う 黒部 平 一 黒部 湖 … 黒 部 ダム = 扇沢 ANA ホ リ デ イ ・ イ ン リ ゾー ト 信 濃 大 町 
くろ よん (洋食 コー スラ ンチ ) ニ 長野 一 新幹線 病 グ リー ン 車 ( 林 煙 ) 一 大 宮 ・ 室堂 ホテ ル 立 山 
上 野 一 東京 (18:12-19:12 着 ) 研 室 d 立山 黒部 アル ペン ルー ト の 最高 地点 ・ 標 高 約 2.450m に あり 、 星 空 に 近い リゾ ー ト ホテ ル 。 
企画 担当 者 : 小 野寺 紫 万 充実 の ホテ ル ア ク ティ ビ テ ィ で 絶景 を 心ゆく まで お 楽し みく だ さい 。 


6 食物 アレ ルギー を お 持ち の お 客 様 に も お 楽し みい た だ ける よう で きる 限り の 対応 を いた し ます 。 事 前 に お 申し 付け くだ さ 
ギー を お 持ち の 方 へ ※ メ ニュ ー す べ て の 変更 に は 、 別 人 費用 が 発生 する こと も ご ざい ます 。。 2 


トペ ーー へ べろ ト 吉 注 帆 ※ 


ho 
〇 


本 較 演 | 室堂 で は ガイ ド 同 行き ガ イデ ィング レシ ー バ ー 付 
四 馬 /\ 温 泉 折 計 東 急 ホテ ル 」 に 之 神秘 の 戸 隠 と 立山 黒部 アル ペン ルー ト 
大 迫 カ の アル ペン ルー ト 「 雪 の 大 谷 ウ ォ ー ク ] 泉 朋 大 風 器 付 答 室 立山 別 四季 灯 」 


ュー ス 電 35731-M22 いき” 。 ユース 赤 号 35735-M22 ウナ 


回 アリ ー ナ 同等 アリ ー ナ 同等 
2 名 培 計 150.000』-180.000』 2 名 1 富 100, 000n-210 0 
づ g 則 出発 日 目 ⑩ は )・18(g 日 七 9 証 9(B・⑲ づ H 
(無印 190.000 円 、 〇 印 200.000 円 、 日 過 剛 0 


出発 日 騙 邊 MM 日 貞本 補 回 着 ・21 昌 日 
| 8 回 倍 唐 9 月 院 基 | 5 の 
東京 (10:00-11:30 発 ) 一 上 野 ・ 大 宮 一 新幹線 病 グ リー ン 車 (禁煙) 一 長野 = 


記 証 8)・18 昌 日 
(無印 150.000 円 、 〇 印 170.000 円 、 印 180.000 円 ) 
※3 名 1 室 ひ と り 5.000 円 引き 、1 名 1 室 10.000 円 増 ( 部 屋 数 限定 ) 
東京 (10:00~-11:30 発 ) 上 野 ・ 大 宮 一 新幹線 罰 グ リー ン 車 (禁煙 ) 一 長野 = 1 妥 神 社 ・ 中 社 三 大 町 プ ANA ホリ デイ ・ イ ン リ ゾー ト 信 濃 大 町 くろ よん ( 泊 ) 
※ ア ル ペ ン ル ー ト へ の アク セス に 好 立 地 な マウ ン テ ン リゾ ー ト 。 葛 温泉 か ら 引い 
た 温泉 と 北ア ルプ ス の 雄大 な 自然 の 中 で お 寛ぎ ざく だ さい 固 中 回 
大 町 = 扇沢 (立山 黒部 アル ペン ルー ト を 横断 ) ニ 黒部 ダム … 黒 部 湖 一 黒部 平 w 


] 白馬 岩 語 ・ マ ウン テン ハー バー ( ふ 北ア ルプ ス の 絶景 を 一 望 で きる 、 標 高 
1.289m の 山頂 テラ ス へ ご 案内 )= 白 馬 八方 温泉 ・ 白 馬 東急 ホテ ル ( 泊 ) 日 星 基 
大 観 峰 ニ 室堂 (自然 解説 員 同行 で 高山 植物 を ご 案内 / 約 2 時 間 滝 在 ) 美 女 平 
フー 立山 森野 温泉 ホテ ル 森 の 風 立山 立山 別邸 四季 彩 ]( 泊 ) 


白馬 八方 温泉 = 扇沢 黒部 ダム … 黒 部 湖 一 黒部 平 ふ 大 観 農 王 室堂 (大 迫力 同 
※ 山 々 に 囲ま れ た 「 立 山 別邸 四季 彩 ] 。 和 風 庭園 の よう な 敷地 内 に 離れ の お 部 
屋 が 点 在 し て いま す 。 温 泉 露天 風呂 付 離 れ で プラ イベ ー ト 感 あ ふれ る 滞在 を お 
楽し みく だ さい 開 属 陣 
粟 巣 野 温泉 三 宇奈月 温泉 (早め の 11:00 頃 か ら 昼食 ) 宇 奈月 一 黒部 峡谷 
う ロッ コ 電 車 一 鏡 釣 一 宇奈月 = 黒部 宇奈月 温泉 一 新幹線 衣 グ リー ン 車 (禁煙) 一 


2 の 「 雪 の 大 谷 ウォ ー ク 」 ノ 昼 食 )= 大 観 峰 w 黒 部 平 一 黒部 湖 … 黒 部 ダム ニ 扇 
沢 = 白馬 八方 温泉 ( 泊 ) 描 硫 攻 
白馬 八方 温泉 = 安曇 野 ちひろ 美術 館 (安曇野 の 大 自然 の 中 に 立つ 絵本 の 美 

PIDB0 も SG た 系 叶 お に 出会え ます ) = 安曇 野 ( お 

薔 麦 の 昼食 )= 長 野 一 新幹線 紛 グ リー ン 車 (禁煙 ) 一 大 宮 ・ 上 野 一 東京 (18: 
12~-19:12 着 ) 開 必 
企画 担当 者 : 小 野寺 紫 妃 


変 ※ ミ 除 世 コ 大 宮 ・ 上 野 一 東京 (17:50-19:12 着 ) 靖 属 
生計 クセ で 期間 限定 企画 担当 者 : バ 野寺 上 
ま 汰 あて 時 安 
す 況 得る 数 下 3 映 部 
に の 會 の ピー に 6 谷 峡 
よ 中 の 誠 広 0 の 公 
り を 壁 寺 本 が 0 秘 介 
雪 々 が 寺 販 ま イ 午 ト 
大 と の 宴 も ト を まり 
人 大 人 そま コ 
の き 39 電 
漆 コ 
人 は 久 
人 
は 谷 低 
金 粟 巣 野 温泉 
邊 居 東 急 ホテ ル 較 ホテ ル 礎 の 財 立山 


立山 別邸 四季 彩 


です ソー ド で 


温泉 露天 風呂 と 、 立山 黒部 アル ペン ルー ト の 
お 寺 で 信 す 「 フ ラン スズ 会席 」 の 麓 に 位置 する ホテ ル 。 和 庭園 の 中 に 伯 む 
夕食 を お 楽し みく だ さい . 上 級 客室 立山 別邸 四季 条 ] を ご 用 意 。 


ゆっ くり 出発 2 日 目 は 選べ る 滞在 と 夕食 
信州 2 つの アー ト め ぐり と 標高 約 1.500m 
「 ホ テル グラ ン フ ェ ニ ックス 奥志賀 」 に 連 泊 


行 国 2 名 較 10 名 固 不 可 困 一 部 東京 (10:00-11:40 発 ) 一 上 野 ・ 大 宮 一 新 
語詞 1.3 日 目 ア リー ナ 同和 3 昌和 幹線 グ リー ン 車 (禁煙 ) 一 長野 = 長野 県 
出発 日 上 j 個 29 日 馬 9 日 - 立 美術 館 東山 算 夷 館 ( 信 州 の 美しい 風景 
回 一 6l 日 回 理 10 日 waeeeee ] を 好 ん だ 日 本 画家 ・ 東 山 算 夷 の 作品 ) = 奥 
10 引 KC:| 志賀 高原 ・ ホ テル グラ ン フ ェ ニ ックス 奥志賀 
し うさ 人 所 コー ス 番 号 客 室 | Tr ( 泊 ) 
ーー So ※ 夕 食 は 会 席料 理 を ご 用 意 日 
ホテ ルグラン フェ ニ 2 ス 3ss11-Mz2 150.000s.180.000』 (Wim お のみ 
奥志賀 遼 スン グー ドジ イン | 細 和 150000 四 印 160.000 円 、 ロ 印 180.000 円 ) を セラ ピー ガイ ド 同 行 で 白樺 苑 路 の 散策 へ 
3 た に | ※3 名 1 室 ひ と り 10.000 円 引き 2 ご 案内 し ます 。 昼 食 は ホテ ル に て お 蕎麦 と 
※ 自然 に 包ま れる PT ゃ 天ぷら 御膳 を ご 用 意 )… 暴 志賀 高 原 ( 泊 ) 
写 フィ ン ラン ド 式 サ ウナ で お 克 ざ くだ さい 。 35512 M22. 2 名 1 室 ※ 夕 食 は イタ リア 料理 ・ 中 国 料 理 ・ 日 本 料理 
人 日 目 は 選べ る 夕食 51 全 M22 160.000』-190.000』 結線 古屋 
本 | 貼 テー ブル TH190000) 奥志賀 高原 (10:00 発 )= 信 州 小布施 北斎 
】 1 
メ 術 館 ) ニ ー 紀 グ リー ン 車 ( 禁 
1 35513-M22 170.000』-200.000』 入 - 大 宮上 野 東 京 (16:10-18:00 
そ ( 約 42m) | 無 印 170.000 円 、 印 180.000 円 、 品 印 200.000 円 ) 着 ) 國 因 園 
す | ※3 名 1 室 ひ と り 10.000 円 引き 本 画 担 当 者 2 小野 土 系 
お 申し 込み ・ お 問い 合せ は FAX24 時 間 受 付 ーネット で も 
27 に Ts-1730( 上 は 人 き 03(4335)6240 03(3566)2511 1 放 陣 理 


東京 か 6 二 番 近 い 
南国 ツ * 丈 へ 


※3・4 月 出発 の み 
【 例 年 の 花 の 見 頃 は 3 月 中 旬 一 4 月 上 名 】 


リー ド パー ク リゾ ー ト 区 島 画 


「 八 丈 プ ルー」 と 呼ば れる 紺碧 の 海 を 望む り リゾート ホテ ル に て 海 側 客室 * を ご 用 意 。 


1 日 目 夜 に は 、 星 空 観賞 会 を 開催 (晴天 時 の み ) 。 
※ 海 側 客室 : お 部 屋 ( ペ ラン ダ を 除く ) か ら 見 える 海 が 視界 の か な り の 部 分 を 占め て いる 部 屋 
※ 星 空 は 気象 条件 に より ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 


失 遇 ホテ ル 香寺 天 財 
料理 旅館 て 味わう 日 福 と きら めき の 佐渡 


較 同行 較 2 名 名 回 不可 較 同 乗 
ュー ィ W ぁ 35905-M22 


cs 邊 180.000s-190.000。 
出発 日 世 下 邊 25(gj 日 看 証 ⑬( ホ 日 本 捕 (⑥(g 日 認証 ⑦) ホ 日 
(無印 180.000 円 、 〇 印 190.000 円 ) ※3 名 1 室 ひ と り 10.000 円 引き 
東京 (8:52-9:28 発 ) 一 上 野 ・ 大 宮 一 新幹線 英 グ リー ン 車 (禁煙 ) 一 新 
潟 新潟 港 へ (フェ リー・1 等 席 / 約 170 分 ) 両津 港 き ら りう む 佐 渡 
1 ( 休 流 金 銀山 の 詩 力 を 伝え る 施設 を 見 学 ) ニ 相川 温泉 ・ 佐 流 リゾ ー ト ホ 
テル ホテ ル 吾 妻 ( 泊 ) ※17:00 着 予定 。 前 身 の 料 亭 「 阿 づ 満 」 か ら 受 
け 継 が れ た 食 へ の こだわ り を 、 伝 統 の 会 席料 理 で お 楽し みく だ さい 。 旬 
の 岩 牡 端 や 飽 も ご 用 意 し ます 
相川 温泉 = 佐渡 金山 ( 約 400 年 に お よぶ 採掘 の 歴史 を 感じ る 道 
学 。 江 戸 期 、 明 治 期 の 塊 道 か ら 当日 お 好き な 方 を 選べ ます ) = 北沢 
2 (異国 を 思わ せる 侍 ま い の 産業 産 史 中 佐江 戸 共 
の 直 輸 地 だ っ た 佐渡 。 復 元 され た 奉行 所 を 案内 付 で 見 学 )=La Plage( 佐 
渡 の 旬 の 素材 を 活か し た フラ ンス 料理 の 昼食 ) ニ = 小木 (佐渡 名 物 「 た らい 
舟 ] 乗船 と モー ター ボー ト で 絶景 の 琴浦 洞窟 へ ) ニ 相川 温泉 ( 泊 ) 剛司 勿 
相川 温泉 (8:45 発 ) ニ = トキ の 森 公園 (特別 天然 記念 物 トキ の 生態 を 案内 
3 付 で 見 物 ) 三 両津 港 へ (ジェ ッ ト フ ォ イ ル / 約 70 分 ) 新潟 港 富 寿し 


(極み 寿司 の 昼食 )… 新 潟 一 新幹線 紅 グ リー ン 車 (禁煙 ) 一 大 宮 ・ 上 
一 東京 (16:28-17:00 着 ) 


『 HH 上 昼 全 | La Plage 
浜辺 に 立つ オー ベル ジュ に て 、 フ ラン ス 料 
理 を ご 用 意 。 佐 渡 近 海 で 獲れ た 新鮮 な 魚 
介 な ど 、 そ の 時 に 一 番 お いし い 食材 を 活 
| か し て 作り 上 げ る "浜辺 の フレ ンチ "を ご 賞 
放 味 くだ さい 。 


ォ ーー 2 j 


画 !m 佐渡 リゾ ー ト ホテ ル 
ホテ ル 吾 妻 還 


日 本 海 を 眺め る 露天 風呂 や 、 岩 牡 敵 ・ 錠 な ど を 
用 いた 会 席料 理 を お 楽し みく だ さい 。 


| 相 目 欠 を 一 反 ' い に 


リー ー ド パーク リゾ ー ー ト 八丈 島 ! 
羽田 か ぁ 約 60 分 の 南国 「 八 丈 島 」 


ュー> 番 号 35900-M22 | 男 同 行 国 1 名 固 1 名 較 不 可 圏 同乗 


八丈 町 営 バス 同等 


2-3 名 宮寺 100.000s-130.000』 13 
出発 日 豚 目 21 日 は mm 
語 二 (8))・ ぐ 3() *24() "26(B・⑧(%) 80 中 日 


藍 ( 1 )(+) 日 3-2 月 出発 は フリ ー ジ ア 畑 へ ご 案内 


(無印 100.000 円 、 〇 印 110.000 円 、 印 120.000 円 、( ) 印 130.000 円 ) 
※1 名 1 室 15.000 円 増 ( 部 屋 数 限定 ) 


羽田 (11:50-16:15 発 ) ナ 八丈 島 = 八 丈 植物 公園 (熱帯 ・ 亜 熱帯 性 植物 を 
1 下心 に 花 や 野 鳥 を 観 ) ニ 玉石 垣 ・ 屋 中 (人 役所 の 道 跡 で あり 、 玉 石垣 
道 と し て も 有名 な 史跡 を 見 物 ) ニ 三根 : リ ー ド パー ク リゾ ー ト 八丈 島 ( 泊 ) 

※ タ 夕食 は 「 和 和牛 の 焦がし 醤油 フォ ン デ ュ 」 を 含む 会 席料 理 を ご 用 意 口 星田 
三根 = 大 坂 トン ネル 展望 台 ( 眺 望 ) ニ 服部 屋敷 ( 極 立 踊り と 八丈 太鼓 を 鑑 賞 ) 
黄 八丈 め め 工房 (伝統 工芸 品 「 黄 八丈 ] の 委 元 を 見 学 ) ニ YY (裏側 
2 か ら 見 物 で きる 珍し い 滝 ) ニ いそ ざき えん (郷土 料理 の 昼食 )= 名 古 の 展望 
5 和 和 は の の 本 お 
入浴 ) = 民芸 あ き = 三根 ( 泊 ) ※ 夕 食 は 金目 銅 を 含む 会 席料 理 開 屋 了 
三根 = 南原 千 明 (広大 な 溶岩 台地 と 海岸 線 を 見 物 )=2・5 月 出発 [八丈 二 士 
う 一 周 ノ アロ エ 展 望 台 ]/3・4 月 出発 [フリ ー ジ ア 畑 (八丈 の 春 を 彩る 花畑 に ご 
内 )]= 司 (名 物 島 寿司 を 含む 昼食 )= 八 丈 島 羽田 (14:15-18:50 着 ) 可以 中 


※ ド ライ バー が ガイ ド 業 務 を 兼任 する 場合 が あり ます 企画 担当 者 寺岡 佑 樹 
※ 飛 行 機 の 発 落 時 間 等 の 事情 に より 行程 を 入れ 替え て ご 案内 する 場合 が あり ます 


回 


加 証 3 日 


。<1t ご Am 


中 浴 き 油 ニ 沼 ぶさ ざ き 浴 


宮 は 上 電 黄 
洪 w 吾 は さゆ 時 汗 洛 ニ 
ぶさ き ゅ ぶ で 選 当 

S 龍 注 ニ 


る 差 深 発 洲 S 和 き 曽 め 計 世 


古 時 


佐渡 金山 wwom 馬 


佐渡 の 礎 史 と 美 党 を 訪ね て : 
1601 年 に 開山 され た 佐渡 金山 。 人 ) 
目 道 を 選び 、 当 時 の 採掘 の 様子 を 見 学 し ます 。 そ の 規模 が 「 東 】 
洋一 ] と も うた われ た 北沢 浮遊 選鉱 場 跡 は 、 役 目 を 終え た 建 
物 に 昔 が むし 、 フ ォ ト ジェ ニッ ク な スポ ッ ト と し て 話題 を 集め て 』 
いま す 。 天 候 に よっ て 「 青 の 洞窟 」 の よう に 見 える 珍 浦 洞窟 1 


ー ア ル し た 露天 風呂 付 客 室 が 誕生 


相川 七 浦 海岸 に 面 し た 絶景 の 宿 。 


※ お ひと り 1 つ ( 生 で は な い 場 合 が あり ます ) 


つい て 


羽田 空港 利用 時 に 必要 と な る 国内 線 旅客 取扱 施設 利用 料 は 旅行 代金 に 含ま れ て お り ま す 。 


- 放 ご 邊 机 装 江 吉 双 男 上 凌 衣 半 理 大 評 王 S 評 JA 一 >! 灯 則 ※ 


IN) 
Oo 


秘 湯 の 一 軒 宿 | 大 牧 温泉 観光 旅館 ] と 
日 滴 の 名 湯 日 骨 温 泉 | 湯元 間 藤 旅館 ] 


由 同行 国 2 名 0 名 較 不 可 國 一 部 
ュー ス 秋 35557-M22 Se 


旨 佑 午 150.000』-170.000』 


出発 日 基 17(4)・21 唱 日 上 j 証 4(B・14(4)・@⑳ い 日 


⑤ ゆ ⑭・⑨(・@(g 日 2 * 合 gg 日 
(無印 150.000 円 、 〇 印 160.000 円 、 印 170.000 円 ) 
※4 名 1 室 ひと り 10.000 円 引き 、3 名 1 室 ひと り 5.000 円 引き 


東京 (9:20-10:30 発 ) 上 野 ・ 大 宮 二 新幹線 貢 グ リー ン 車 (禁煙 ) 一 富山 
] 革 市 内 (富山 深 飯 の 昼食) 庄川 小牧 ダム (庄川 放 臣 船 ( 景 色 を 
楽し みな が ら 船 で し か 行け な い 秘 湯 ヘ ン 乗 船 約 30 分 ))… 大 牧 温泉 ・ 大 牧 
温泉 観光 旅館 ( 泊 ) 曰 量 基 
大 牧 温泉 (9:10 発 ) こ (庄川 遊覧 船 )ー 小 牧 ダ ム = 白 川 郷 ( 世 界 遺 産 の 合 
の 日 本 料理 亀 樹 (A5 ラ ンク の 飛騨 邊 と 飛騨 薔 麦 の 昼食 )= 
高山 (人 力 車 に 乗っ て 情緒 ある 町 並み を 散策 / 人 力 車 は グル ー プ 2 
336 ご 用 意 ) ニ 白骨 温泉 湯元 齋藤 旅館 介 山荘 ( 泊 ) 研 屋 急 
自 骨 温泉 (9.30 発 )= 上 高地 (中 部 山 量 国 立 公 園内 の 清らか な 梓川 と 穂高 連 隆 の 

う 絶景 の 中 を 自由 散策 / 約 90 分 )= 上 高地 帝国 ホテ ル ( ロ ー ス トピ ー フ コー ス の 恒 
無 )= 松 本 特 急 英 グ リー ン 車 (禁煙 ) 一 八王子 新宿 (18:40-19:06 着 ) 開 屋 昌 
企画 担当 者 : 小 野寺 紫乃 


牙 24 本 時 、 
受 ) 
と や 
IA トー ブタ トーー 


和紀 泉 大 牧 温 泉 観 光 旅 館 』 
船 で し か 行く こと の で き な い 秘 湯 の 一 軒 宿 。 
庄川 峡 を 望む 川 側 客室 * を ご 用 意 。 
to ご 賞味 くだ さい 。 
※ 客 室 に は お 風呂 が あり ませ , 


※ 有 人 お (ベラ ンダ を 除く ) か ら 見 るり が 
視界 の か な り の 部 分 を 占め て いる 部 屋 


ー 
su 


ペ 1 日 目 昼 食 2 日 目 昼食 3 日 目 昼 信 
自 尿 湯元 藤 旅館 に 富山 湾 錠 日 本 料理 旬 樹 「 上 高地 爾 国 ホテ ル 
白骨 温泉 屈指 の 名 宿 で 、 大 浴場 に 最も 近い 新館 「 介 山荘 」 の 客室 を ご 用 意 。 PS kim 
信州 の 食材 を ふん だ ん に 使っ た 会 席料 理 と 白濁 の 名 湯 を ご 堪能 くだ さい 。 司 を ご 賢 味 くだ さい 。 食材 を 盛り 込ん だ 和食 。 ! スト ピー フ の 昼 氏 。 


よし が 浦 温泉 「 ラ ンプ の 宿 」 と 
イク ルー シ プ 7 信 名 |[ 順 馬 有史 


コー ス 番 号 1 泊 目 客室 旅行 代金 ( ぉ ひと り ) 


35847-M22 和室 客室 2 名 室 180.000』 


北 
了 
中 
部 


35848-M22 | **xmgf | 2 各 定 220.000g 


※※3 名 1 室 ひと り 5.000 円 引き 


35849-M22 | 「 癌 | 2 名 室 24().000』 


(メゾ ネッ ト タ イ プ ) ※3 名 1 室 ひと り 5.000 円 引き 
国司 行 還 2 名 遼 10 名 固 不 可 困 同 乗 在 北日本 観光 バス 同等 3 
出発 日 攻 四 10)・20 日 厨 証 17⑭)・25(* 日 う 間 
区 玉 21%)・28》 日 脇 還 3・19( 日 
切 還 1%・24 日 話 一 6%・14(* 日 


東京 (10:24-10:32 発 ) 一 大 宮 一 新幹線 罰 グ リー ン 車 (禁煙 ) 一 金沢 ニ よ 
] 2 ラン プ の 窒 ( 泊 ) 


能登 半島 の 最 先端 に 立つ 宿 。 
廊下 、 お 食事 処 、 風 呂 な ど そ こ か し こ に 
幻想 的 な ラン プ が 灯り 、 
特別 な 時 間 を 楽し め ま す 。 
※ 静 放 の ひと と き を お 楽し みい た だ く た め 、 
テレ ビ は 用 意 さ れ て いま せん 


よし が 縛 泉 (10: 00 更に ーー | 
= 見 附 島 (別名 軍艦 島 ] ) ニ 上 時 国家 ( 国 指定 重要 文化 財 の 江戸 時 代 の 
民家 )= 自 米 千 枚 田 (世界 農業 道産 )/= ニ し お や す 漆 器 工房 (見 学 ノ 買い物) 


党 ノ = 和倉 温泉 ・ 加 賀 屋 別邸 松乃 問 ( 泊 ) 

真 。 ※15:30 着 予定 。 前 田家 ゆか り の 茶室 の ある 庭園 や 、 輸 島 塗 、 九 谷 焼 、 加 

は 賀 友禅 、 金 符 な ど 加 賀 の 伝統 美 で 統一 され た 、 ま る で 美術 館 の よう な 大 人 

の た め の 窒 研 恒 夕 

て 和倉 温泉 (11:00 発 ノ ご 希望 の 方 を 和倉 温泉 街 で の 七福神 めぐ り に ご 

内 ー 箇 一 本 詩 和信 装 の 見 物質 い 物 ) 人 金沢 (フラ ンス 料理 和信 温泉 加賀屋 別 松乃 枯 

> の 昼食 金沢 一 新 幹線 本 グ リー ン 車 ( 共 煙 ) 一 大 宮 ・ 上 野 一 東京 (18:28 全 室 オ ー シ ャ ン ピ ュ ー*、 名 旅館 加賀屋] の 別邸 。 

で  -~20:23 着 ) 開 屋 中 イン クル ー シ ブ シス テム で 食事 中 の 飲み 物 な ど を お 楽し みい た だ け ま す 。 
す [ 加 各 屋 別邸 松 万 碧 ( 施 設 総合 評価 95.09%) 」 は 「 極 み の 宿 Q] で す 企画 担当 者 : 松 崎 水 加 ※ オ ー シ ャ ン ピ ュ ー 客 室 : お 部 屋 (ベラ ンダ を 除く ) か ら 見 える 海 が 視界 の か な り の 部 分 を 占め て いる 部 屋 


2 を essessss 率 りう (4335)6240 633569zan 


む ア フタ ヌー ンティー 


人 誠に 電 
絶景 の 谷川 馬 と 清 津 計 の アー ト 空 間 


問 同行 国 2 名 較 8 名 固 不 可 困 同 生 
ュー ス 震 呈 35914-M22 


2 名 1 室 89190.000m-210.0005 
中 記 ⑲ 日 


(無印 190.000 円 、 〇 印 210.000 円 ) ※3 名 1 室 ひ と り 10.000 円 引き 
1 東京 (11:40-12:40 発 ) 一 上 野 ・ 大 宮 一 新幹線 杭 グ リー ン 車 (禁煙 ) 


上 毛 高原 = 谷川 温泉 別邸 仙 寿 庵 ( 泊 ) ※14:30 着 予定 中 
谷川 温泉 = 谷川 語 ロ ー プ ウェ イ ( ペ ロー プ ウ ェ イ に て 谷川 連峰 を 望む 天 

2 神 平 ヘン ※4 月 出発 ー ト 城 へ ご 案内 ) ニ 『 館 ( 湯 

。 3 船 の 底 か ら 湧き 出る 源泉 100% の 温泉 入浴 ) ニ = モモ ギ ト ー レ (アフ タ ヌ ー ン 

5 (HH ティ ー を お 楽し みく だ さい ) = 谷川 温泉 ( 泊 ) 旦 弄 攻 

谷川 温泉 (10:00 発 )= 天 一 美術 館 (風光 明 姓 な 谷川 の 大 自然 に 抱か れ た 美 

⑱ 谷川 泉 別邸 仙 寿 庵 回 術 館 。 東 西 の 巨匠 の 名 瑞 な ど 珠玉 の 作品 の 数 々 を 第 賞 ノ ※4 月 出発 は 休館 

全 室 に 温泉 赴 天 風呂 を 備え る 侍 宿 。 り う 日 の た め 「 月 夜 野 」 に ご 案内 ) = 湯沢 (洋食 の 昼食 プ ※4 月 出 

厳正 な 審査 を クリ アレ た 「 ル レ - エ シャ トー*」 加 時 の 宿 連 消 で 、 美 食 を ご 増 能 くだ さい 。 発 は イタ リア 料理 の 昼食 )= 清 津 財 (水鏡 に 映る 氷 谷 美 を 見 物 ) ニ 越後 湯 沢 
ネル レ エ シャ トー 誕生 し た 世界 的 権 成 を 誇る 会 員 組織 新幹線 罰 グ リー ン 車 (禁煙 ) 一 大 宮 ・ 上 野 一 東 京 (17:28-17:40 着 ) 開 屋 口 
区 4 理 ラリ アレ た オテル と レス トラ ン の 8 の 24 ます ※「 別 友人 才 誠 (施設 総合 評価 91.2%) 」 は 「 極 み の 宿 @] で す 企画 担当 者 寺岡 佑 本 


ーー 


ec ニー に に モ ギ トー レ 3 
12 名 乗り の 豪華 バス 則 選 こ - の フル ーッ を 用 いた ケー キヤ 


[スタ ー ペ ガサ ス 」 利 用 [ 記 ー に 法 9 3 ヌー ンティー セト を ご 用 し 4 


「 フ ァ ー ス トク ラス の 旅 」 を コン セ 
プ ト に し た 「 ス ター ペガサス 」 。 2 席 
X6 列 、 わ ず か 12 席 の み と い う 多 沢 
な 空間 。 座席 は バッ クシ ェ ル タイ プ 置 
な の で 後ろ に 気兼ね な く リ クラ イニ Rh 
ング し て 寛 げ ま す 。 内 還 還 マ ・ ヤ ン ソ ン /MAD ア ー キ テク ツ 「Tunnel of Light」 (大 地 の 芸 

術 奈 作品 ) 写真 提供 :( 一 社 ) 十 日 町 市 観光 協会 


トイ レ 付 バス 


4 つ 7 有 列車 編 く 鉄道 放 革 


め て 


コー ス 番 号 )) | 2 当 目 客室 ” | 旅行 代金 po 世 計 光 事 内 で は 、 有 名 


35930-M22 | 和室 ( 広 さ 10 生 相当 ) 2 名 室 1() 000。 
35931-M22 | 和洋 室 ( 広 さ 12 則 相当 ) | 2 名 1 室 220.000。 


男 同 行 国 2 名 圏 10 名 固 不 可 困 一 部 國 さく ら 5 観光 バス 同等 
出発 日 昌 双 21⑬) 日 還 証 12⑬ 日 上 証 2( ぅ 日 う 環 
新宿 (10:30 発 ) 一 立川 ・ 八 チー 特急 蘭 グ リー ン 車 (禁煙 ) 一 大 月 


[ 特急 (懐か し い ホ テル の よう な 車内 で スイ ー ツ を ご 賞 
、 味 くだ さい )… 河 口 湖 ニ 温泉 ・ 風 の 谷 の 庵 ( 泊 ) 回 国語 


、 蒲郡 温泉 (8:30 発 ) 三 美濃 太田 長良 川鉄 列 還 (長良 川 流 
域 の 景色 を 楽し みな が ら イ タリ ア 料 理 の 昼食 )… 郡 上 八幡 別所 温泉 ・ 玉 
屋 旅館 ( 泊 ) ※ 創 業 150 余 年 、 全 18 室 の 老舗 旅館 。 源 泉 掛け 流し の 温 
泉 で お 寛ぎ くだ さい 
別所 温泉 = 湯田 中 … [長野 県 産 ワイ ン 
が 列車 内 で 飲み 放題 ( 約 80 分 ) 。 ゆっ くり 走る 特急 車 で ワイ ン と 「 お つま 
3 の 人 導 SS 時 一 新 幹線 指定 席 (禁煙 ) 一 高崎 = 西武 


昼食 (一 例 ) 


秩父 ( 限 研 吾 氏 デザ 
イン の 観光 列車 で 有名 店 ・ シ ェ フ 監修 の コー ス 料 理 を ご 賞味 くだ さい ) に 
西武 新宿 (18:34 着 ) 抽 暗 攻 1 
條 画 担当 者 : 寺 岡 何 樹 は 
蒲郡 温泉 っ ま 
ク 『 て 
〆 風 の 谷 の 庵 包 の 食材 を 使っ た [お つま み 弁 当 ] を 食べ ? 
人 天宮 の 間 な がら 、 居 の ワイ ン を お 入 し みい た だ け ま 1 
は 、 お 客 様 の 前 で 料理 人 が 調理 する 2 二 に に ジ 
「 質 前 料理 」 を ご 賞味 くだ さい 。 ※ ア ルコ ー ル の ど ご 提供 は 20 歳 以上 の お 1 


客 様 に 限り ます 


※ 寅 前 料理 は 天ぷら の 調理 の み と な り ま す 


1 歩行 や 視聴 覚 な ど が ご 不 自由 な 方 、 動 物 ア レル ギー の ある 方 、 身 体 障害 者 補助 大 を お 連れ の 方 、 そ の 他 特 別 な 配慮 を 必要 と する 方 は 、 
お 申し 込み 時 の お 原 お 申し 込み の 際 に 必ず お 申し 出 く だ さい 。 


の 
oe】 


表 
北 
陸 


S 落 et ペー ペスト 二 漏出 ※ 


開 
は 


? 


斗 州 ご 穫 梱 半 措 志久 皿 , 瞬 S 誤 衣 半 因 評 


※ 祭 り は 天候 に より 中 止 と な る 場合 が あり ます 。 中 止 
に 伴う ツア ー 出 発 後 の 旅行 代金 の 返金 は あり ませ ん 
※1 月 1 日 時 点 の 情報 を 元 に 企画 を 行っ て いま す 。 国 
お よび 地方 自治 体 等 の 要請 に より 、 や む を 得 ず 祭事 
が 中 止 、 ま た は 内 容 の 変更 が 生じ る 場合 が あり ます 。 

た 、 奈 事 主催 者 か ら 概 要 発表 され る まで は 、 最 少 催 
行人 員 に 達し て いて も 「 供 行 決定 ] と は な り ま せん の 
で 、 予 め ご 了承 くだ さい 


wm 加賀 屋 別邸 松乃 析 


能登 の 美味 と 絶景 を 堪能 


輸 島 市 民 大 花火 大 会 と [の と 里山 里海 呈 | 
( 海 漠 能登 の 庄 」 じ っ くり 奥 能 合 


コー ス > 番 号 35725- M22 国 2 名 較 8 名 回 不可 國 同 乗 


基 呈 中 部 観光 バス 同等 
mum 本 謗 200.000s " 和 有 8930 間 " | う m 
出発 日田 】 証 3(3) 日 [ 週 出 発 
東京 (9:20~-10:24 発 ) 一 上 野 ・ 大 宮 一 新幹線 柱 グ リー ン 車 (禁煙 ) 一 富山 = 
七尾 … 観 光 列車 「 の と 里山 里海 号 3 号 」 (能登 の 工芸 品 を あし ら っ た 観光 列 
車 。 寿 司 御膳 の 昼食 乗車 約 40 分 )… 穴 水 = 絢 持 寺 祖 院 (荘厳 な 大 本 山 
へ 参拝) 海流 能登 の 庄 (チェ ッ ク イ ング 夕食 は 能登 の 滋味 を 味わう 和 会 席 
を ご 用 意 し ます ) ニ マリ ンタ ウン 「 輸 島 市 民 大 花火 大 会 ](20:00 よ り 約 30 分 
間 、 大 迫力 の 約 2 万 発 を 観賞 ) ね ぶた 温泉 海 湊 能登 の 庄 ( 泊 ) 口 届 多 
ね ぶた 温泉 (10:00 発 ) ニ 白米 干 枚 田 (世界 農業 遺産 に 指定 され た 絶 
2 景 )= 奥 能登 塩田 村 = 珠 洲 ・SHO-TATSU( 和 ダイ ニン グ で 能登 本や 
地元 食材 の 創作 料理 の 昼食 ) 見 附 島 = ね ぶた 温泉 ( 泊 ) 開 屋 釣 
ね ぶた 温泉 (9:30 発 ) ニ 輪島 朝市 = 水 見 ・ イ ミグ レ ( 全 席 オ ー シ ャ ン ピ ュ ー 
う 3 の 劇場 型 レス トラ ン で 、 フ ラン ス 料 理 の 昼食 ) 三 富山 一 新幹線 細 グ リー ン 
車 ( 茜 煙 ) 一 大 宮 ・ 上 野 一 東京 (18:28~-19:44 着 ) 抽 屋 
企画 担当 者 : 小 野寺 紫 刀 


し 

3 日 目 昼食 イミ グレ 3 
カウ ンタ ー 席 が すべ て オー シャ ン ビ ュー 
の 劇場 型 レス トラ ン 。 山 海 の 幸 を 用 い 
た フラ ンス 料理 を ご 賞味 くだ さい 。 


た 


1 日 目 昼食 


の と 里山 里海 号 で 寿司 御膳 
能登 の 田園 風景 や 海 を 眺め て 走る 人 気 の 観光 
列車 乗車 能登 の 素朴 風景 を 愉し みな が 
ら 、 車 内 に て 寿司 御 騰 を ご 賞味 くだ さい 。 


[岐阜 県 高山 市 4 月 14 日 15 日 ] 


00 ゝ た だ け ま す 。 
※ オ ー シ ャ ン ビ ピ ュー 客室 : お 部 屋 (ベラ ンダ を 除く ) か ら 見 える 海 が 視界 の か な り の 部 分 を 占め て いる 部 屋 


居 : パ ッ ト ラ ・ ダ ・ オ チア イ 人 金沢 」 


大 株 zuc 上 略記 
なー シャ ツ ピ ュー 質屋 松乃 


コー ス > 番号 35663- M22 回 国 2 名 圏 10 名 2 困 同 乗 


2 宮寺 210.000』 
出発 日 弁 財 目 43 日 
※3 名 1 室 ひと り 10.000 円 引き 
東京 (9:30-10:51 発 一 品川 新 横浜 一 新幹線 諾 グリ ー ン 車 ( 茜 ) 
名 古屋 一 特急 指定 席 一 高山 = 飛騨 高 山 温泉 ・ ホ テル アソ シア 高 山 り 


] ソート ( 治 ) 
※ 北 アル プス を 望む 展望 露天 風呂 を 備え た 高山 屈指 の リゾ ー ト ホテ ル 。 早 
め の 17:00 頃 か ら 夕 食後 、 提 灯 揺れ る 「 春 の 高山 祭 ・ 夜 祭 ] へ ご 案内 串 星 
飛騨 高山 温泉 一 飛騨 高山 (か らく り 奉納 な ど 華 や か な 「 春 の 高山 祭 ] を 見 


2 物 : 各 自 自由 昼食 ) 二 和 六 温 泉 ・ 加 賀 屋 別邸 松乃 碧 ( 泊 ) ※ 七 尾 満 を 鹿 
む 前 田家 ゆか り の 茶室 が ある 庭園 や 、 能 登 の も の づく り 文 化 に 触れ られ る 
美術 館 の よう な 館内 。 夕 食 は 和食 会 席料 理 を ご 用 意 回 還 久 
和倉 温泉 (11:00 の 出発 まで ゆっ くり お 過ごし くだ さい 。 ご 希望 の 方 を 和倉 
温泉 街 の 七福神 めぐ り へ ご 案内 ) ニ ひがし 茶屋 街 ( 文 政 3 年 に 建て られ た お 
共 屋 [志摩] 入場 )= ニ ラ ・ ペ ベッ トラ ・ ダ ・ オ チア イ 金 沢 (イタ リア 料理 の 昼食 
金沢 二 新 幹線 纏 グ リー ン 車 (禁煙 ) 一 大 宮 ・ 上 野 一 東京 (18:28~-19:20 
着 ) 回 局 国 

※「 加 賀 屋 別邸 松 万 碧 ( 施 設 総合 評価 95.0%)」 は 「 極 み の 宿 6] で す 企画 担当 者 : 松 崎 水 加 


。 あ 史 4 3 日 目 昼食 

語 寺 二 ラ ソ ベッ トラ ・ ダ ・ オ チア イ 人 金沢 
落合 務 シ ェ フ が 監修 する レス トラ ン 
に て 金沢 の 食材 を 活か し た イタ リア 
料理 を ご 用 意 。 沙 合 氏 の こだわ り で 
も ある 、 手 を 加え すぎ な い 豪 快 な 料 
理 を お 楽し みく だ さい 。 


の と い 
ンー ン に 1 
| で 太 食 (一 例 ) 落合 務 氏 


時 画 必 疾 古 圭二 OK 届き 当 


ea 計 ご 
詞 ビ 当 S ホ . き ゅ エ び 当 NE テ NNN 芝 た 電 S 消 ID きく 亜 普 きき 。 取 
汁 た 誠 め ひき ぶ そ エエ び 沖 当 避 必 落 。 パ で rr デア マス へ ヘッ S ご いび 放 希 半 画 茎 


[momo 斗 馳 封 酒 


本 ] 


寺 腔 伺 S 膨 ま 蓋 S 詳 申 圧 一 きい" 夫 選 芋 ・ 其 則 ct 


誕 ご 生 喘 の 時 (て 其 凡 正直 閥 丘 耳 生野 小 計 吾 汗 培 ・ 消 ※ 


MizT 包 革 麗 殴 


ゞ 人 諾 州 


css 海渡 能登 の 圧 


全館 畳 敷 き で いた る と ころ に 輪島 塗 を 使用 。 ね ぶた 温泉 は 
全国 有数 の アル カリ 温泉 で 、 と ろり と し た や わら か な 湯 が 特徴 で す 。 


党 計 03(4335)6240 2258 本 szos 


神通 峡 春日 温泉 


Pi ー ト 政信 倶 


まる で 「 泊 まれ る 美術 館 」 の よう な アー ト と 至極 の サー ビス を 誇る スモ ー ル ラグ ジュ アリ ー の 宿 。 
先鋭 的 な フラ ンス 料理 の 「 ト レゾ ニ エ 」 に て 五感 で 愉し む デ ィ ナ ー を ご 堪能 くだ さい 。 


コー ス 番 号 35700-M22 | 伺 ペ ッ ド 客室 用 
訪 意 食 

デラ ックス (50m 以 上 ) | ね は 
"月 る ララ 

て 二見 ス 

料 節 が 料 

理 の 生理 

に 最 産 を 

仕上 者 ご 


瑞 龍 寺 は 前 田 利 長 の 菩提 寺 。 豪 壮 な 伽藍 配置 様式 で 、 加 賀 藩 百 二 十 万 石 の 財力 を うか が い 知 
る こと が で きま す 。 勝 興 寺 は 、 江 戸 時 代 後期 を 代表 する 大 型 寺院 本 堂 と 、 換 客 の 接客 場 で ある 
大 広間 及び 式 台 が 2022 年 10 月 に 国宝 に 指定 され まし た 。 


の PS33 と [あま 夫 | 
美久 の 和 根 ・ 規 海 3 っ の 美術 館 めぐり 


ュー ィ wa35515-M22 LM 


et250.000。 3 
出発 日 騙 目 17 月 祭 (sy 人 

本 17y 日 %( 

思 証 21 日 ※ ゆ っ た り 旅 の お 約束 は P.33 を ご 覧 くだ さい 


東京 (11:04-12:04 発 ) 一 品川 ・ 新 横浜 一 新幹線 甘 グ リー ン 車 (禁煙) 一 
] 小田 原 = ポ ー ラ 美術 館 (箱根 の 自然 と アー ト の 共生 を コン セプト に 、 約 
10.000 点 の コレ クシ ョ ン を 有する 美術 館 ) ニ 箱根 ・ ふ ふ 箱 根 ( 泊 ) 口 己 較 
箱根 岡田 美術 館 (圧巻 の 大 壁画 を は じ め 常時 約 450 点 を 展示 。 自 然 と 一 
2 体 化し た 美術 館 )= 箱 根 山 の ホ テル (1948 年 創業 の クラ シッ クリ ゾー ト で 
ラン ス 料 理 の 昼食 ) = 熱 海 温泉 ・ ふ ふ 熱 海 ( 泊 ) 
熱海 温泉 =MOA 美 術 館 (開館 40 周 年 を 迎え る 「 海 の 見 える 美術 館 」/ 日 
う 本 料理 の 昼食 )= 熱 海 一 新幹線 藤 グ リー ン 車 ( 茜 煙 ) 一 新横浜 品川 一 東 
京 (15:15~-16:20 着 ) 症 層 口 

企画 担当 者 : 小 野寺 紫乃 


ot ご 計 湊 42 貴 


誤 滞 と 〇 且 は 虹橋 藻 ③ 昔 閣 , 簿 難 滞 田 


胃 ③ 


芝園 散 敬 国 ま 訓 時 8 准 


> 芋 法 印 講 滞 S 共 混 ・ 着 . 正 芋 洪 


に / 


eo 誠 5 中 14 名 所 
外車 計 上 7 国富 めく り 
[リバ ー リ トリ ー ト 雅 業 倶 」 約 2 時間 滞在 


コー ス 番 号 /2 泊 目 客室 旅行 代金 (ひとり) 
35700-M22 s 宇 190.000 
デラ ックス (50mi 以 上 ) | ※3 名 1 室 ひと り 5.000 円 引き 、1 名 1 室 40.000 円 増 ( 部 屋 数 限定 ) 
35701-M22 2 名 室 2()0.000』 

プレ ミア スイ ー ト ( 約 100m) 名 1 宇 り と り 5.000F3 引 き 、1 名 1 室 40000 由 和孝 了 ) 


還 同 行 国名 回 8 名 固 不可 部 中 部 観光 同等 


出発 日 留 四 16(8 日 回 14Q) (6 軸 縄 |3 責 


放 証 11 昌 日 9 間 ※ ゆ っ た り 旅 の お 約束 は P.33 を ご 覧 くだ さい 


東京 (13:24 発 ) 上 野 ・ 大 宮 一 新 
幹線 玉 グ リー ン 車 (禁煙) 一 富山 … 
あい の 風 と や ま 鉄道 「 一 万 三 千 尺 
物語 」 (車内 で 和食 の 夕食 を 楽し み 
な が ら 絶 景 を 堪能 ) 一 富山 … 富 山 ・ 
ダブ ルツ リーby ヒ ルト ン 富 山 ( 泊 ) 


東京 (10: 32 発 ) 一 上 野 ・ 大 宮 新 才 
線 軸 グ リー ン 車 (禁煙 ) 一 新高 岡 一 鈴 

光 列 車 「 ベ ル ・ モ ンタ ー ニ ュ ・ エ メー 
1 ルー べ る も ん た -~」 (沿線 の 伝統 工芸 
品 を イメ ー ジ し た 車内 と 自然 豊か な 
車窓 ) 一 氷見 雨晴 海岸 富山 ・ ダ プ 
ルツ リーby ヒ ルト ン 富 山 ( 泊 ) 中 星 多 ! ※19:00 着 予定 回 回 名 


富山 = 瑞 龍 寺 ( 国 宝 指定 ) 旬 彩 いろ り 茶 屋 鮎 の 庄 ( 鮎 御膳 の 昼食 )= 曳 
2 山 展示 館 ( 約 炊 豪 華 な 曳山 展示 )= 神 通 峡 春日 温泉 ・ リ バー リト リー ト 政 業 
倶 ( 泊 ) ※15:00 着 予定 世 属 釣 


神通 峡 春日 温泉 (ゆっ くり 1 1:00 発 )= 勝 興 寺 ( 越 中 一 向 一 所 の 拠点 。 
2022 年 国宝 指定 ) 磯 料理 松月 (1911 年 創業 の 老舗 料亭 に て 、 白 エビ 
200 匹 で つく る 名 物 「 福 団子 ] を 含む 白 エ ビ 尽 くし 料理 の 昼食 ) ニ 富山 一 新 
幹線 罰 グ リー ン 車 (禁煙 ) 一 大 宮 ・ 上 野 一 東京 (17:52~18:28 着 ) 開 属 中 


3 


夕食 は 、 地 産 の 新鮮 な 魚介 を は じ め と する 日 本 料理 を ご 堪能 くだ さい 。 


企画 担当 者 : 松 崎 水 名 


2 つの 泉 質 を 有する 大 浴場 と 
滋味 あふ れる 夕食 を 
お 楽し みく だ さい 。 


安室 温泉 中 天 風呂 (一 例 ) 
※ 部 屋 ご と に 設え が 異な り ます 


熱海 温泉 ma ふ ふ 熱 泥 


2 全 32 室 、 露 天風 呂 付 客室 で お 寛ぎ ざく だ さい 。 


ゆう ちょ 銀行 貯金 口座 自動 引き 落と し の ご 案 


内 


すべ て の 旅行 で ご 利用 いた だ け ま す 。 


便利 で お 得 な 「 ゆ うち ょ 銀行 貯金 口座 自動 引き 落と し 」 が 、 ぁ 詳し く は WEB で 


| クラ ブツ ー リ ズム 郵貯 際 天 | 


HAN ペー へ みろ t 油 出 ※ 


CO 
IN】 


HAN ペー へ へ みろ * ト 豆 漏出 ※ 


33 


誠人 へ 寺 選 「! 上 男 普 
涯 で き 部 放 海 題 混 ず 待 油 
S 台 S 器 逃 肝 交 中 具 き ご 


ー ペ ニー ご FNNNN そ 一 中 


注 混 施 へ ご 好き 到 知人 吉 | 
cmm 加 SoSG 吉 古 財 模 
計 選 S「 癌 半 皆 」 固 二 恒 


建築 家 限 研 音 氏 設 


設計 


庭 屋 一 如 の 奈良 リゾ ー ト 


ふん だ ん に 使用 され て いま す 。 


南 禅 寺 や 琵琶 湖 六 水 の ほとり に 佐 む 
佳 股 ょ 雅 な 京 の リゾ ソニ ト 


へ 
世界 的 建築 家 ・ 限 研吾 氏 が 、 奈 良 の 歴史 
oN が や 伝統 の 意匠 を 採り 入れ つつ スタ イリ ッ 較 
AA へ) ント シュ な デザ イン に 。 建 物 に は 、 吉 野 杉 が 較 


コー ス 番 号 2 泊 目 客室 旅行 代金 ( ぉ ひと り ) 


29254-M22 | 人 あ s9 | 2 宮 250.000s 
29255-M22 | 72227 ト | 2 名 室 の 60.000』 


画 同 行 国 2 名 圏 8 名 回 不可 団 同 乗 了 較 員 奈良 交通 同等 
出発 日 薄 角 5(B・15( 日 
要 証 11%)・16 昌 日 
東京 (10:00~-11:00 発 ) 一 品川 ・ 新 横浜 = 新幹線 の ぞ み 号 英 グ リー ン 車 
1 ( 打 煙 ) 一 京都 = 姓 寺 (日 本 最 十 の 祥 寺 風神 神 図 [ 覆 製 ])= 京 者: ふ 
ふ 京都 ( 泊 ) ※2021 年 4 月 オー プン 。 南 禅 寺 や 琵琶 湖 覧 水 の ほとり に 人 
む お リゾート ホテ ル 。 夕 食 は 旬 の 食材 や 京野 菜 を 使っ た 炭火 料理 串 曰 匠 
京都 (ゆっ くり 1 1:00 発 / 出 発 まで 南 禅 寺 界 隈 の 散策 な ど お 楽し みく だ さ 
2 い ) = 唐 招 提 寺 (国宝 ・ 導 人 那 仏像 薬師 如来 像 千 手 観音 像 拓 欠 )= 奈 
良 ・ ふ ふ 奈良 ( 泊 ) ※2020 年 6 月 オー プン 、 世 界 的 建築 家 「 限 研吾 
氏 デ ザイ ン の ホテ ル 。 夕 食 は 会 席料 理 を ご 用 意 研 屋 区 
奈良 (10:00 発 )= 岩 船 寺 ( 南 山城 の 古寺 )= 浄 瑠 璃 寺 (極楽 世界 を この 世に 表 
う し た 美しい 庭園 ) ニ ホテ ルオ ー ク う 京 者 (鉄板 焼 の 昼食 = 京都 一 新幹線 の ぞ 
み 号 藤 グ リー ン 車 (禁煙 ) 一 新横浜 : 品 川 ご 東京 (18:00~19:00 着 ) 雇 寿 
企画 担当 者 : 高 橋 純 平 


N 


"「s > コア ー こ ご S 芝 ゅ 辻 R 


建 仁 寺 
氏 信 幕府 2 代 将軍 ・ 源 頼家 の 寄進 に より 建立 され た 京都 最 古 の 祥 寺 。 僚 屋 宗 層 
が 描い た 国宝 の 放 風 画風 神 和 神 較 (複製 ) を ご 覧 いた だ け ます 。 


避 加 Oo 「 穫 堆 y」 テ ケー デー へ ぶ 逐 四宮 消 再 唄 時 居 


3 日 目 昼食 
ホテ ルオ ー ク ラ 
: 京都 

明治 21 年 創業 の 名 門 ホ テル の 
最上 階 「[ と きわ 」 に て 鉄板 焼 の 


昼食 を ご 用 意 。 シ ェ フ が 焼き 上 
有 】 げ る 特選 和牛 を ご 堪能 くだ さい 。 


部 屋 食 で ご 用 意 を 除く ) 


則 し 7 則 * 住 作 の 列 車 は 快適 を グリーン. 打席 を 利用 (一 部 特急 を 除く )。 
9 は 温泉 風 中 . 算 天 | 移 | バス の 座席 は 1 名 様 に つき 2 席 利 用 (特殊 バス を 除く )。 
因 人 の お 部 且 


ロイ ヤル ・ グ ラン ステ ー ジ の 論 | % 食事 は イス ・ テ ー 間 "時 間 に 追わ れず 無理 の な い ゆとり の 行程 で す 。 2 人 N、 バ イン 「 ゆ っ た り 旅 ] の コー ス 
プル 席 ま た は お | 人 OU 人 位 の 衣 ら 7 ポー ト ( タ クシ ー プ ラン に は 、 い ずれ か の マー 


ク を 表示 し て いま す 


@ 90 分 に 1 回 (目安 ) 休 憩 を お 取り し ます 。 
@ お 帰り は 、 お ひと り 様 お ひと つ 手 荷物 宅配 サー ビス 付 。 


を sssaesses りう (人 4335)6240 658952sm 


殿上 5 


必 て 波 湯 の 叶 豆 配る 


エー ドー 
に 』 


上 本 三 名 湯 


の 有馬 温泉 | 有馬 グラ ンド | 
パノラマ 小豆 島 寒 圭 渓 と エン ジェ ル ロ ー ド 
桜 舞 う 姫 路 城 と 有馬 温泉 


ホテ ル 」 に 政 う 


国 2 名 圏 12 名 固 不 可 國 同 乗 


コー 番号 29600-M22 


両備 バス 同等 


と 2 中 2 旅行 代金 
mw テー | oss 180.000a-190.000 。 |3mm 
瀬戸 内 海 に 浮か ぶ 出発 日 藻 証 30 中 日 馬主 ①( 中 2g 日 * 日 本 きく 8 の 会 定 
絶景 の 小豆 島 - へ ( 舞 町 180.000 円 、 〇 印 190.000 円 ) ※4 名 1 室 ひ どり 5.000 円 引き 、3 名 1 室 ひ と り 3.000 円 き 
※ エ ンジ ェ ル ロー ド は 、 小 忌 島 滞 東京 (8:10-9:30 発 ) 一 品川 新横浜 一 新幹線 の ぞ み 号 廊 グ リー ン 車 ( 茜 煙 ) 一 岡山 = 
在 中 いずれ か の 日 時 に ご 案内 し ま  ] 新 岡山 港 … 土 庄 港 = 寒 赴 渓 [ 三 大 渓谷 美 の ひと つ を ロー プ ウ ェ イ (片道 利用 ) か ら 眺 め 


す 。 干 潮 の 具合 に より 、 夕 食後 の 
較 ご 案内 と な る 場合 が あり ます 


有馬 温泉 屈指 の 名 
有馬 温泉 独自 の [金泉 を 
お 楽し みい た だ け ま す 。 


し まな の み 泡 道 を 際 路 (パス) と 海 (ウル ー ズ 色 ) で 締 所 
用 家 リ ソー ト 「 ベ ラビ スタ スパ 8& マ リー ナ 尾道 ] 
春の 瀬戸 内 チャ ー タ ー ク ルー ズ 


ュー ス * ぁ 29614-M22 Es 


せとうち パス 同等 
ED 190, 000。』 . 


3Hml 


※3 名 1 室 ひ と り 5.,000 円 引き 


ます ] = 小豆 島 温泉 ・ オ リビア ン 小 豆 島 夕陽 ヶ 丘 ホテ ル ( 泊 ) 
小豆 島 温 泉 (8:30 発 )= 福 田 港 ご 姫路 港 ニ ホテ ル 日 航 姫路 (中 国 料理 の 昼食 )= 
2 姫路 城 ( 日 本 さく ら 名 所 100 選 *。 自 壁 に 映え る 約 1.000 本 の ソメイヨシノ )… 好 古 
園 ( 池 泉 回 遊 式 の 日 本 庭園 ) 有 馬 温 泉 ・ 有 馬 グ ラン ド ホ テル ( 治 ) 研 屋 
有馬 温泉 (10:00 発 。 温 泉 街 の 自由 散策 な ど を お 楽し みく だ さい ) 三 醍醐 寺 ( 日 本 
さく ら 名 所 100 選 *。 秀 吉 が 愛し た 花 の 醍醐 例年 の 見 頃 は 3 月 下旬 4 月 上 旬 ) 
3 = 花やしき 浮舟 園 ( 和 食膳 の 昼食 )= 仁 和 寺 (日 本 さく ら 名 所 100 選 *。 五 重 塔 を 
バッ ク に し た 御室 桜 例 年 の 見 頃 は 4 月 上 旬 - 中 旬 ) ニ 京都 新幹線 の ぞ み 号 
散 グ リー ン 車 (禁煙 ) 一 新横浜 ・ 品 川 一 東京 (19:55~-21:00 着 ) 回 局 周 
※「 有 馬 グ ラン ド ホ テル (施設 総合 評価 92.4%)」 は 「 極 み の 宿 ] で す 企画 担当 者 飯島 晃 史 


3 


※17:30 着 予定 口 貴 釣 


ベラ ビス タ 
w 
スパ & マ リー ナ 尾道 
大 人 の 隠れ 家 リ ゾー ト に て 海 を 望む * 
約 50mf の ラグ ゲ ジ ュ ア リー ルー ム を ご 用 意 。 
※※3 名 1 室 は ツイ ン ベ ペッ ド 十 エキ スト ラベ ッ ド と な り ま す 


※ 海 を 望む 客室 : お 部 屋 (ベラ ンダ を 除く ) か ら 見 える 
海 が 視界 の か な り の 部 分 を 占め て いる 部 屋 


出発 日 芽 26@)・29( が 日 玉 計 4 日 。 還 HR 還 3  、 、 肖 雪 温泉 ふ な や 
東京 (7:50-9:30 発 ) 一 品川 ・ 新 横浜 = 提要 の そ み 号 箇 グ リー ン 車 ( 共 ) 了 UN2 

] 一 福山 = (し まな み 海道)= 道 後 公園 ( 湯 穫 城 跡 で 観賞 例年 の 見 頃 は 3 月 0 半生 ケバ 人 に 
下旬 4 月 上 旬 ) = 道後 温泉 ・ ふ な や ( 泊 ) ※ 夕 食 は 会 席料 理 日 正子 規 も た び た び 、 
道後 温泉 = 開山 公園 (し まな み 海道 と 約 1.000 本 の 桜の 美景 / 例 年 の 見 頃 は 4 月 ふ な や の 「 訪 風 庭 | を 訪れ た と 
上 旬 こ 中 旬 )= 生 口 島 旅館 つつ 井 ( 魚 料理 の 和食 の 昼食 )= 瀬 戸田 洪 … (瀬戸 内 いわ れ て いま す 。 


2 チャ ー タ ー ク ルー ズ 佐 木島 ( 塔 の 峰 の 千本 桜 観賞 例年 の 見 頃 は 3 月 下旬 


4 月 上 旬 ) ) へ 尾道 = 尾道 ・ ベ ラビ スタ スパ & マ リー ナ 尾道 ( 泊 ) 
望 風呂 入浴 や 地産 地 消 の 洋食 コー ス 料 理 の 夕食 を ご 堪能 くだ さい 


※ 絶 景 の 展 
開 屋 多 


尾道 = 神 勝 寺 禅 と 庭 の ミュ ー ジ アム (個人 で は 行き に くい 山 の 中 の 禅 寺 例 年 の 桜 
う の 見 頃 は 3 月 下旬 4 月 上 旬 / 神 勝 寺 うど ん の 昼食 ・ 合 空 院 で お 茶 )= 福 山 一 新幹線 

の ぞ み 号 薦 グリ ー ン 車 (禁煙) 一 新横浜 : 品 川東 京 (18:15-19:55 着 ) 、 蘭 寿 晶 
※「 ペ ラビ スタ スパ & マ リー ナ 尾道 (施設 総合 評価 91.8%)」 は 「 極 み の 宿 ] で す 企画 担当 者 : 飯 島 晃 史 


2 泊 と や 忠 大 風呂 付 客 室 の 宿 て 克 ぐ 


の 前 双 剛 月 人 
春 漫 瀬戸 内 多 島 美 チャ ー タ ー ク ルー ズ 


コー ス 番 号 1 泊 目 宿泊 旅行 代金 (ひとり) 
スタ ンダ ー ド ツイ ン 2 名 1 室 210 000。』 
29611-M22 (露天 風呂 付 客室 ) ※1 名 1 室 60.000 幅 (部屋 数 限定 ) 
コー ナー また は ワイ ド ツ イン | 2 名 1 室 22() 000』 
29612-M22 ( 直 天 風呂 付 寄 室 ) | ※ ぶ 1 名 1 室 60.000 円 (部 屋 了 定 ) 


加 同 和 回 1 名 陣 1 名 回 不 可 昭一 部 基軸 23 日 目 せ と うち パス 同等 
出発 日 27 日 2 中 日 


東京 (10:00-11:10 発 ) 一 品川 - 新 横浜 新幹線 の ぞ み 号 著 グリ ー ン 車 ( 


] 山 =( 洒 邸 員 音 近 音 ・ 無 料 送迎 バス ノ 約 25 分 )= 輌 の 浦 温泉 ・ 江 邸 中 
※( ご 希望 の 方 ) 案 内 人 と と も に 輔 の 浦 街並み 散策 へ ご 案内 ( 約 60 分 ) 


禁煙 ) 一 福 
音 近 音 ( 泊 ) 
EE 細 


輌 の 浦 温泉 … 瀬 戸 内 多 島 美 チャ ー タ ー ク ルー ズ [… 
2 峰 千 本 桜 観賞 の 例年 の 見 頃 は 3 月 下旬 4 月 上 旬 ) 大 三島 「 料 理 

に て 魚 料 理 の 昼食 ] = 道後 温泉 ・ 別 邸 騰 月 夜 ( 泊 ) 

※ 夕 食 は 旬 の 食材 を 使用 し た 会 席料 理 


尾道 水道 一 佐 木 島 ( 培 の 


旅館 茶 梅 ] 


開 屋 多 


道後 温泉 一 坂 の 上 の 雲 ミュ ー ジ アム ニニ (瀬戸 大 橋 ( 車 窓 )) ニ 岡山 一 新幹線 の ぞ 
3 

み 号 廊 グ リー ン 車 (禁煙 ) 一 新横浜 ・ 品 川 一 東京 (20:00-20:40 着 ) 負 尾 中 
※「 別 邸 騰 有 夜 ( 施 設 総合 評価 93.2%) 」 は 「 極 み の 宿 5] で す 企画 担当 者 : 飯 島 晃 史 


AO 


寺内 生計 具 潤 周 テ ー モ こと 古 半井 ※ 


洒 邸 導 音 半音 泊 音 
全 室 に 海 を 望む な ウッドデッキ と 


温泉 露天 風呂 が 
備え られ て いま す 。 


78m 以 上 の スイ ー ト ルー ム 
\/ 露天 風呂 付 | | 晶 ベッ ド 客 室 


ジ 道後 温泉 
お ぼろ づき 


別 認 腫 月 夜 


歴史 ある 道後 温泉 に 伴 む 湯 宿 
日 本 最 古 の 温泉 を お 部 屋 の 
露天 風呂 で ゆっ くり と 
ご 堪能 くだ さい 。 


空港 を 利用 する ッ 


アー に つい て 


羽田 空港 利用 時 に 必要 と な る 国内 線 旅客 取扱 施設 利用 料 は 旅行 代金 に 含ま れ て お り ま す 。 
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出雲 の の みき き 慢 泉 界 出 雲 
出雲 神話 が 根付 く 日 御 俗 に 2022 年 秋 オ ー プ ン 。 
出雲 松島 を 請 む 強 塩 温泉 の 湯浴み は 、 
出雲 大 社 参拝 の 前 の 
若 ぎ 湯 と し て お すす めで す 。 


※ 客 室 に 内 風呂 は あり ませ ん (シャ ワー ブー ス の み )。 大 浴場 を ご 利用 くだ さい 
※ 海 側 客室 : お 部 屋 (ペラ ンダ を 除く ) か ら 見 える 海 が 視界 の か な り の 部 分 を 
占め て いる 部 屋 


中 


旭 量 [ukLX 脂 角 | 音 齋 交 


出雲 大 社 徒歩 閉 内 の 名 宿 と 全 10 室 の 美食 の 宿 


コー スズ 番号 客室 旅行 代金 ( ぉ ひと り ) 
assmsaso | 260000s-290.000 
1 : 本 人 和洋 室 (36nf) 円 円 
2 の (260.000 mm290.000 由 

_ ( 約 100m- 和洋 室 ) 二 ー ※3 名 1 室 ひ と り 10.000 円 引き 

29667- M22 | Ms 
0 凌 aa 320.000。-350,.000』 
(180 還 E7CCH 抽 


国 2 名 回 12 名 結 不可 國 一 部 / 
葬 @ 度 癌 23 日 目 : 中 国 ジ ェ イ アー ル バ ス 同等 う 日 間 、 


出発 日 叉 四 日 人 9 た ON / 長く \ 
語 玉 23(* 晶 9 
15 は 日 ※ め っ た り 旅 の お 的 束 は P.33 を ご 覧 くだ きい 


Ja ン 車 ( 禁 
1 入 一 岡山 一 特急 ・ 指 定席 一 出雲 市 =( タ クシ ー プ 相乗 り 約 20 分 )= 大 社 


提 いにしえ の 竹 佳 雲 ( 泊 ) 
※ 温 泉 と 旬 の 会 席料 理 を お 楽し みく だ さい 


EE 用 


大 社 温泉 出雲 大 社 (縁結び の 神 ・ 福 の 神 プ 昇殿 参拝 ) 三 松江 ・ 


皆 美 館 


( 皆 美 家伝 「 人 め し ] 昼食) 足立 美術 館 (世界 に 誇る 美しい 庭園 


と 名 画 


亭 ( 泊 ) ※ お も て な し と 料理 が 評判 の 宿 で 至福 の ひと と き を お 過 ご | 
い 。2 月 23 日 出発 は タグ 付 松葉 創 を 含む 会 席料 理 を ご 用 意 し ます 


2 の 美術 館 。 横 山大 観 コ レク ショ ン は 100 点 以上 所 蔵 ) ニ 皆生 温泉 ・ や ど 紫 苑 


し くだ さ 
症 属 狐 


号 紛 グリ ー ン 車 (禁煙) 一 新横浜 ・ 品 川 一 東京 (20:03 着 ) 


皆生 温泉 三 鳥取 砂丘 (日 本 最大 級 の 砂 の 大 地 プ 3 月 23 日 ・4 月 15 日 出発 は 
3 「 秒 の 美術 館 」 へ も ご 案内 ) ニ 鳥取 一 特急 ・ 指 定席 一 姫路 一 新幹線 の ぞ み 


開 屋 日 


ey 克 
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は 
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m 


eesszsssssp りう (4335)624 


※「 い に し え の 宿 佳 雲 (施設 総合 評価 94.49%)]「 や ど 紫 苑 亭 ( 施 設 総合 評価 93.1%) ] は 「 極 み の 宿 @」 で す 
企画 担当 者 : 飯 島 晃 史 


FAX24 時 間 受 付 ッ ト で も 
03(3566)2811 24 條 旨 中 ゥ s 林 、 


0 


出雲 ひ の み さき 温泉 「 界 出雲 」 
出雲 大 社 と 足立 美術 館 * 四 まぁ 彩 る 由記 周 


ュー ス 赤 呈 29647-M22 HI 


2 逢 室 仙 飼 160.000』 う 3 


出発 日 騙 邊 6 本 ・24 朋 日 馬 証 8 月 ・25( ホ 日 
16 月 馬 :E 妥 / 月 GIEZ20 人 SE 目 8 月 【2】G 有 IE 症 9 月 KG に | 

※3 名 1 室 ひと り 5.000 円 引き 
羽田 (9:00~10:30 発 ) か 出雲 また は 米子 = 日 本 庭園 由 志 園 (4 月 下旬 
] 5 月 上 旬 は 牡丹 が 見 頃 。6 月 上 旬 8 月 は 「 出 雲 の 國 の 夏 座敷 を 開催 ) ニ 
玉造 温泉 ・ 佳 翠 苑 皆 美 ( 泊 ) 日 田 
0:00 発 ) ニ 足立 美術 館 (世界 に 誇る 庭園 と 横山 大 観 の 名 画 ) 
宝 の 天守 閣 ) ニ 出雲 ひ の み さき 温泉 ・ 界 出雲 ( 泊 ) 

※15:30 着 予定 。 海 を 背景 に 石見 神楽 を お 楽し みく だ さい 剛 属 因 
3 出雲 ひ の みさ き 温 泉 (10:00 発 ) ニ 出雲 大 社 (山陰 を 代表 する 古 社 へ 参 

拝 ) ニ 出雲 また は 米子 少 羽 田 (17:30~19:00 着 ) 研 属 中 
企画 担当 者 : 館 鳥見 史 


た 直人 

且 源 景 

見 と と 

神 き す 

楽 れる 泉 

が る 

人 AD の 5 

鑑 国 台 

05| 還 較 供 郊 皆 美 

れ り は [ 2 

す 凍 軸 | 机 大 観 の 名 画 を は じ め 日 本 画 、 向 芸 な ど を 展 の 
炒 天 | 示 。 約 5 万 坪 の 日本 庭園 は 村山 水底 な ど 6 種類 、 最 上 階 の 展望 風呂 に 
_・-、 】 の 庭園 で 構成 され て いま す 。 玉造 の 名 湯 を ご 堪能 くだ さい 。 


上 や ど 紫 苑 
喧騒 の 日 常 を 離れ 、 
静か に 過ごす た め の ラ グ ジ ュ アリ ー 旅 館 。 
客室 は すべ て スイ ー ト タイ プ で す 。 夕 食 は 
大 石 旧 彦 料理 長 に よる 会 席料 理 を ご 用 意 し ます 。 


詞 出 天福 半音 
大 計 泉 いにしえ の 宿 佳 雲 


出雲 大 社 か ら 徒歩 圏内 ( 約 800m) に ある 温泉 旅館 。 
畳 に ペッ ド を 備え た 36m 以 上 の 客室 を ご 用 意 し ます 。 


FCCKTS CS 
関門 海峡 を 望む 下関 温泉 「 風 の 海 ] 

長門 湯本 温泉 | 別邸 音信 」 
ュー ス 番 呈 29650-M22 所 | 5 還 2 加 10 名 回 不可 閑 同乗 


2 名 1 室 懲 科 220.000』 3 日 間 


出発 日 曹 財 17( 有 日 馬 証 15 有 日 
1 6 月 記 に | 
朱 3 名 1 室 ひと り 10.000 円 引き 


9 の 2 関門 海峡 を む 地 に 立つ ホテ ル 。 


羽田 (8:00-10:05 発 ) 山口 宇部 = 長 府 放 園 ( 長 府 毛利 藩 の 屋敷 跡 ) ニ 
すべ て の 客室 に 海 を 望む 温泉 展望 風呂 ] 『 関 温泉 ・ 風 の 海 ( 泊 ) 
備え つけ られ て いま す 。 ※ 夕 食 は 下関 の ふぐ を 使っ た 会 席 。 海 を 望む 温泉 展望 風呂 付 客室 で ご 
を で 容 家屋 ( ペ ラン ダ を 柳 ぐ から 見 える 海 が ゆっ くり お 過ごし くだ さい 因 回 久 
か な し い : 

下関 温泉 (10:00 発 ) ニ 青海 島 遊覧 船 (… 日 本 海 の 絶景 遊覧 ) ニ 角島 大 橋 
2 泊 と も 「 極 み の 和 宿 *」 の 眺 浪 の よい 温泉 2 (車窓 )= 元 乃 則 神社 (鳥居 が 連なる 絶景 ) ニ 長門 湯本 温泉 別邸 音信 
( 泊 ) ※ 夕 食 は 、 旬 の 食材 を 使用 し た 会 席料 理 を ご 用 意 開 属 田 
3 長門 湯本 温泉 (10:00 発 )= 萩 (散策 ) ニ 秋吉台 (日 本 最大 級 の カル スト 台 
地 )= 山 口 宇部 羽田 (19:00~20:40 着 ) 問屋 品 

※「 風 の 海 (施設 総合 評価 92.3%)」「 別 邸 音信 (施設 総合 評価 95.8%)」 は 「 極 み の 宿 6] で す 
企画 担当 者 : 島 晃 史 


お と ずれ 
mwem 別邸 音信 
昔ながら の 湯治 宿 に モダ ニズム を 融合 させ た 青海 島 遊覧 船 。 
温泉 リゾート 。 客 室 の 温泉 角 天 風呂 か ら は っ STR は 

里山 の 風景 を 所 ます 。 Ps 


元 乃 則 神社 
海 に 突き 出し た | 断崖 に 、 | 


芸術 を 感じ る 3 つの 美術 館 へ 
大 原 術 秋本 館林 ツア ー て 開館 後 負 人 党 
せとうち アー ト め ぐり 


コー ス 番 号 ビー M22 生還 1 回 10 る 還 還 和 


ems 基 計 175000s-200000。 [3um 
隊 3 O 日 「2P 多 宮 "9 人 

| 5 月 【OE/E 厨 552Zg52| =| 

倉敷 に て 桜の 見 頃 ( 例 年 の 見 頃 は 3 月 中 旬 一 4 月 上 旬 ) 


(無印 175.000 円 、 〇 印 200.000 円 ) 
藻 8 名 1 室 ひ と り 5.000 円 引き 、1 名 1 室 30.000 円 増 (部 屋 数 限定 ) 


音 


避 国 隔 較 HS 時 科 。 呈 寺 滋 せ で 選 避 


洪 組 下 交 


N 
己 * 


に 2 


Sety 加 和 tBh 二 着 列 3 電 江 回 半 湯 計 ※ 
中 作 吐 田 素 モー オキ ー ュ NN で 過 
薄 村 Sd 当選 周 区 表 団 Sd 許 あ 選 や さあ 下 


ミー サー ュ JANY 


| 


東京 (10:10-11:30 発 ) 一 品川 - 新 横浜 一 新幹線 の ぞ み 号 廊 グリ ー ン 車 ( 禁 東大 原 ま 5 
煙 ) 一 岡山 = 信 表 [ 半 観 地区 散策 語ら い 護 大 原本 邸 (入場 )/ 閉 館 後 の 大 E 

] 原 美術 館 ・ 本 館 を 本 ツ アー に て 貸切 、 解 説 員 の 説明 を 聞き な が ら ゆ っ くり と 第 ーー デ : . み < 
賞 ] … 倉 敷 ほ 倉敷 ロイ ヤル アー ト ホ テ ル ( 泊 ) ※19:00 着 予定 。 夕 食 は 重要 文 -" 


化 財 [大橋 家 住 宅 ] の 米蔵 を 改装 し た レス トラ ン に て フラ ンス 料理 量 鐵 計 ww Mu 
右記 以外 出発 4 月 2・9 日 出発 4 月 発 を 上 < 同 波 二郎 和 屋敷 コ ララ 
倉敷 =( 瀬 戸 大 橋 ) 東山 算 夷 せ 倉敷 (ゆっ た り 10:00 発 / 朝 の 美鈴 人 ーー 
2 と うち 美術 館 ( 海 辺 の 美術 館 ) ニ 地区 散策 な ど を お 楽し みく だ さい )= | 
敷 ( 還 登 録 有形 文化 財 の 館 に て 名 物 度 う どん の 昼食 )- 賠 流 和 放 衛 屋 昭 | | 閉館 後に 本 館 を 貸切 第 賞 大 原 美術 館 
(人 形 浄瑠璃 を 第 賞 )= 淡 路 島 ・ ホ テル アナ ガ ( 泊 ) ※ 夕 食 は フラ ンス 料理 研 同 狐 日 本 初 の 西洋 美術 を 中 心 に し た 私 立 美術 館 。 ク ロー ド ・ モ ネ や エル ・ ゲ レコ な ど 世 界 の 巨匠 の 


、 = を ド し て いま す 。 の を 本 ツア ー で 貸し 切り 、 学 芸 員 の 説明 と と も に 鑑 
淡 中 島 = 大 近 国 際 美 術 館 ( 和 板 名 画 美 術 館 ) 新神戸 一 新幹線 の ぞ み 号 の (m No い 放 へ も ご 和 し ます っ 


う 義 クリ ー ン 車 ( 林 爆 一 新横浜. 品川 東京 (18:1519:15 着 ) 紅 回 同 
企画 担当 者 : 飯 島 晃 史 


倉敷 ロイ ヤル 
アー ト ホ テ ル 


美観 地区 まで 徒歩 園内 の 
立地 の 良い ホテ ル 。 ア フリ カ ・ 
ガー ナ を 支援 する 美術 家 ・ 
長坂 真 護 氏 の ギャ ラリ ー が 、 
2021 年 に 館内 に オー プン 。 


案内 人 同行 で 


池上 ( 細 
HAN ペー へ みろ ト 志 油 帆 ※ 


羽田 空港 利用 時 に 必要 と な る 国内 線 旅客 取扱 施設 利用 料 は 旅行 代金 に 含ま れ て お り ま す 。 


oO 
oy】 


友 平 - 新 安 間 泉 ・ 道 後 温泉 は 電 天 風呂 付 客室 に 泊まる 
新 伊予 灘 ものがたり の グリ ー ン 個室 
四国 を 駆け る 3 つの 観光 列車 


四国 また な か 千年 も の が た り 


国 2 名 回 2 固 不 可 較 一 部 


ュー ス 番 号 29563-M22 人 バ ス 同 等 
2 宮寺 400.000』 


* 財 団 法人 城郭 協会 選定 
4 泊 目 宿泊 道後 御 湯 別邸 騰 月 和 

再発 日 | 日 日 日 

2020 年 運行 開始 文明 開化 の 高揚 感 こ 東京 (9:09-10:09 発 ) 一 品川 新横浜 一 新幹線 六 グ リー ン 車 (禁煙 ) 
フアン クコ を 護 と ] 周山 一 特急 ・ 指 定席 琴 平 =( 琴 平 グラ ンド ホテ ル ・ 舞 料 送迎 パス プ 約 5 
の ンー 分 ) = 琴平 ・ 琴 平 グラ ンド ホテ ル 桜 の 抄 別邸 初音 ( 泊 )  ※ 温 泉 露天 風 回 
| の = る | 付 客室 に 宿泊 。 着 後 、 ご 希望 の 方 を 金 刀 比 較 宮 へ ご 案内 日 了 
人 の 科 理 を 2 [【 財 SS 1 四国 まん な か 千年 も の が た り ・ そ ら の 郷 紀行 放 骨 2 回 
の | こ 遇 屋 - 度 )。。 つら えた 車窓 か ら 、 清 ら か な 里山 や 大 自然 が 生み 出し た 景観 美 を 堪能 。 千 
た お 食事 を ご の 2 年 の 歴史 に 思い を は せる 列車 で 遅 め の 昼 食 を お 楽し みく だ さい ) 一 大 歩 
能 くだ さい 。 SS 危 = 大 歩 危 峡 観光 遊覧 船 (… 吉 野川 が 造る 渓谷 美 ) ニ 大 歩 危 一 特 急 * 指 
に 多 較 ま 6 還 。 定席 一 高知 = 高知 城西 館 ( 泊 ) 績 居 久 


高知 = 桂浜 (坂本 龍馬 像 )= 高 知 一 還 還 EDi 軒 RY2763jl5Y の KW の 7 
う 回 区 記 (土佐 流 の お も て な し を 満喫 する 列車 で 昼食 を お 楽し みく だ さい 

ー 窒 川 = 新 安 並 温泉 ・ 四 万 十 の 宿 ( 泊 )  ※ 露 天風 呂 付 客室 に 宿泊 

新 安 並 温泉 (8:00 発 )= 伊 予 大 洲 一 革 ( 海 編 【W0 
4 春 デ ビュ ー の 伊予 も の が た り に 乗車 車両 に わずか 8 席 の グリ ー ン 

両 を ご 用 意 ) 一 松山 = 松山 城 ( 日 本 100 名 城 * の ひと つ ) = 道後 温泉 ( 泊 ) 

※ 温 泉 露天 風呂 付 客室 に 宿泊 古屋 

道後 温泉 (11:00 ま で ゆっ くり 滞在 )= 松 山 市 内 (洋食 の 昼食 )= 松 山 
5 急 * 指 定席 一 岡山 一 新幹線 廊 グ リー ン 車 (禁煙 ) 一 新横浜 ・ 品 川 


較 


ト 


江 某 | 団 


(19:30-20:50 着 ) 開 属 口 
※「 導 後 御 湯 (施設 合 評価 91.3%) 」「 別 席 騰 月 夜 (施設 総合 評価 93.2%) ] は 「 極 み の 宿 6」 で す 
企画 担当 者 : 飯 島 晃 史 


阿蘇 の 絶景 と 幽玄 な る 「 高 千穂 峡 ] 3 
普 玉 な 山々 を 尼 陰 に クル ー ズ | ふい ん の 導 | | 
由布 院 信 三 家 で 上 覧 ぐ 至福 の 休日 


_ コ ー ス 番号 | 2 泊 目 宿泊 | 旅行 代金 (とり) 
重 の 井 別注 に 
蘭 ロ 
29701-M22 (和室 * 露 天風 呂 付 ) 260.000』 コー ス 番号 29701-M22 ウ コー ス > 番号 29702-M22 
※3 名 1 室 ひ と り 10.000 円 引き 
誠 2 名 1 室 久 介 の 井 別荘 呈 人 由布 院 玉 の 湯 
29702-M22 ーーyIR 240 000。』 大 正 10 年 創業 の 老舗 旅館 。 客 室 の 温泉 約 3.000 坪 の 敷地 に 18 室 の 離れ が 点 在 。 


し AE 堪能 くだ さい 。 客室 風呂 に ET 4 | が れ て 9 


※3 名 1 室 ひ と り 10.000 円 引き 


加 同行 還 2 名 了 8 名 囲 不可 困 一 部 基軸 大 分 バス 同等 本 語 | 
出発 日 譲 表 13( 朋 ・20 朋 日 う 昌 間 


廊 証 3⑧・17 日 

羽田 (9:40-10:30 発 ) み 熊本 阿蘇 ・ 大 観 農 ( カ ル デ ラ 内 の 北 阿 蘇 と 阿 

蘇 五 后 を 見 渡せ る 絶景 展望 所 ) ニ 高千穂 峡 ( タ クシ ー に 乗り 換え 侵食 さ 

れ た 溶岩 が 生む 霊 妙 な る 光景 ) ニ 高千穂 峡 ・ ホ テル 四季 見 ( 泊 ) 

] ※2022 年 7 月 20 日 に リニュ ー ア ルオ ー プ ン し た 本 館 客室 を ご 用 意 。 夕 食 は 
宮崎 の 名 産品 や 、 こ の 地 高 千穂 に 昔 か ら 伝わる お 料理 ・ 食 材 を 現代 に 菊 ら 2 と 
せ た 「 高 千穂 藤 食 」 。 甘 く 香 る 脂 は 軽く 、 身 の 柔らか さ が 絶 品 の A5 等 級 の 位 BT] 
高千穂 邊 ステ ー キ も ご 賞味 くだ さい 日 勿 * N 配 寺 用 し た お 弁当 を ご 用 意 し ます 。 
高千穂 峡 三 天 岩戸 神社 … 天 安 河 原 ( 八 百 万 の 神々 に 愛さ れ た 地 ) ニ (や ま 
な み ハ イ ウ ェ イ ) ニア ・ マ ・ フ ァ ソ ン ( 瀬 の 本 高原 の 大 パノラマ と 奥深 い フ レン 

2 チ の マリ アー ジュ ブ 九 州 各地 か ら 仕入れ た 海 の 幸 や 山の幸 を 使っ た 創作 
フラ ンス 料理 の 昼食 )= ニ 由布 院 温泉 ( 泊 ) 

※15:00 着 予定 研 屋 多 
由布 院 温泉 (11:30 発 )… 由 布 院 一 ゆふいん の 森 号 ( 車 窒 か ら 見 える 自然 
う 豊か な 風景 を お 楽し みく だ さい 昼食 は こだわ り の お 弁当 を ご 賞味 ) 一 博多 

(タク シー ノ 約 20 分 ) 福 岡 み 羽田 (17:20~-18:15 着 ) 紀 居 回 


※3 月 20 日 出発 の 2 日 目 昼食 は 「 ア ・ マ ・ フ ァ ソ ン 」] で は な く 他 の レス トラ ン と な り ま す 。 予め ご 了承 くだ さい 
※「 亀 の 井 別荘 (施設 総合 評価 100.0%)」 は 「 極 み の 宿 @] で す 企画 担当 者 : 藤 木 志和 


を sssyasases りう (4335)6240 33692an 
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【 の 】 
に 1 


雲仙 温泉 


広大 な 約 6,.000 坪 の 敷地 に 
離れ 客室 が わずか 14 棟 の み の 宿 。 
二階 建て の 離れ 客室 は 、 
随所 に 宮大工 の 匠 の 技 が 光り ます 。 


swFmmm 石山 離宮 五 足 の くつ 


15 室 すべ て の 客室 に 温泉 露天 風呂 を 備え る プラ イベ ー ト 旅館 。 


久 


ト 「ay」 し 伯 


チャ ー タ ー 船 巡礼 ガイ ド z め ぐる 


視 り o 島 ・ 志 島 列 島 舎 跡 。 教 合 税 を 訪ね る 


夕食 は 天草 の 魚 な ど 旬 の 食材 を 使用 し た 懐 石 料理 を ご 用 意 し ます 。 


コー ス 番 号 29786-M22 国 2 名 較 8 名 回 不 可 関 一 部 


諾 調 本 州 上 五島 : 西 肥 自 動車 同等 、 下 石島: 五島 自動 車 同等 
2 名 室 貫 夫 250.000』 ※3 名 1 室 ひ と り 10.000 円 引き う 3 日 間 
出発 日 藍 皿 22(+)・27( ホ 日 男 証 14(@・300 の 日 
羽田 940~11:10 発 ) か 長崎 長崎 港 へ (ジェ ッ ト フォ イル ) 奈良 尾 港 =( ジ ャ ン ボ ポタ 
] クシ ー/ 相 乗り 約 5 分 ) = 奈良 尾 温泉 ・ マ ル ゲ リー タ 奈 良 尾 ( 泊 ) ※17:20 着 予定 。 広 
SUS 夕食 は 石島 牛 す き し ゃ ぶ 会 席 中 
奈良 尾 温泉 (8:45 発 )= 矢 堅 目 の 駅 (塩釜 の 見 学 )= 頭 ヶ 島 天主 堂 (世界 壮 産 
の 石造 り の 教会) ニ 新 上 人 町 内 ( 五島 地獄 炊き うど ん の 昼食 )= 卿 ノ 首 港 
> 船 で し か 行け な い 洞穴 を 船上 sen 
ら 逃 れ よ うと キリ シタ ン が 隠れ 住ん だ と いう 伝説 の 地 。 白 亜 の キリ スト 像 ) こ 
2 本 ( 了 の 人) 五島 リ トリ ー ト 
ray ( 泊 ) ※16:00 着 予定 。2022 年 8 月 30 日 グラ ンド オー プン の ラグ ジュ ア 
リー ホテ ル 。 露 天風 呂 付 オ ー シ ャ ン ピ ュ ー の 客室 まで ゆっ くり と お 過ごし くだ さ 
い 。 ま た 、 到 着 後 は 五島 の 民話 ・ 民 謡 シ ョ ー を お 楽し みい た だ きま す 2| 
上 数 会 ノル ルド (第 二 の ル ルド の 霊泉 地 ) ニ 
2 灯台 展 望 所 (7t 州 本 土 最 西端 から 見 る 東シナ海 の 絶景)= 五島 コン カナ 王国 
ワイ ナリ ー& リ ゾー ト ( 五 島 列島 の 食材 を 使っ た 調理 長 特選 会 席 の 昼食 ) ニ 
江 港 こ ( ジ ェ ッ ト フ ォ イ ル ) 長崎 港 一 長崎 羽田 (18:30~-19:OO 着 ) 
※ 五 島 列島 の 教会 は 、 新 型 コロ ナウ イル ス 感染 状況 に より 外観 の み の 見 学 と な る 場合 が あり ます 。 


また 、 観 光 順 序 を 入れ 替え る 場合 が あり ます 
※「 マ ル ゲ リー タ 奈 良 尾 (施設 総合 評価 93.3%)」 は 「 極 み の 宿 ] で す 企画 担当 者 : 藤 木 志和 


隆 北 水 時 印 硬 


2 州 た V り 


の NM た 9 可憐 ミヤ マキ リ シ マ 8 重ね る 
大間 串 の くつ | 人 旅 旧 ギ 水 由 


コー スズ 番号 1 泊 目 客室 旅行 代金 (ひとり) 


29772-M22 2 名 室 250.000』 ※3 名 1 室 ひ と り 5.000 円 引き 
29773-M22 2 名 室 27(0.000』 ※3 名 1 室 ひ と り 5.000 円 引き 


回 同行 国 2 名 固 8 名 回 不可 菩 同 乗 
出発 日 証 22・25( が 日 
idcgns 10:30 発 ) か 熊本 熊本 
天草 下田 温泉 ・ 石 山 離宮 五 足 の くつ ( 治 ) 
天草 下田 温泉 (8:30 発 ) ニ 港 (1 年 を 通じ て 会 うこ と が で きる 、 天草 
2 に に 生息 する 野生 の バン | ッ チ ング ) = 蛇の目 寿し (天草 の 旬 
の お 寿司 の 昼食 ) ニ 鬼 池 港 ー ロ 之 津 港 = 和 仙 温 泉 ・ ・ 旅 亭 半 水 慮 ( 泊 ) 
※15:00 着 予定 。 夕 食 は お 部 屋 に 壊 石 料理 を ご 用 意 蘭 司 部 
雲仙 温泉 仁田 峠 ( 国 の 天然 記念 物 に 指定 され る ミヤ マキ リ シ マ の 名 
3 所 を 混雑 の 少な い 午 前 中 に ロー プ ウ ェ イ で ご 案内 ) ニ ロカ ンダ デル カン ポ 


( 畑 に 囲ま れ た 一 軒 家 レ スト ラン で 創作 イタ リア コー ス 料 理 の 昼食 ) 三 長崎 
上 羽田 (17:10-19:00 着 ) 開 屋 晶 
※「 旅 亭 半 水 虐 (施設 総合 評価 96.6%)」 は 「 極 み の 宿 6] で す 企画 担当 者 : 藤 木 志 笑 


『 
022*ee』 ォ ニブ 
五島 リト リー ト ray 


五島 の 海 を 見 下ろ す 高 台 に 立つ 、 
全 室 露天 風呂 付 の リゾ ー ト ホテ ル 。 
客室 は すべ て 大 き な 窓 か ら 
正面 に 海 を 望む よう に 配 さ れ て いま す 。 
※ オ ー シ ャ ン ビ ピ ュー 客 室 : お 部 屋 ( ペ ラン ダ を 昧 く ) から 
見 える 海 が 視界 の か な り の 部 分 を 占め て いる 部 屋 


る . る 


中 村 皿 由美 さん 2 
※ 痢 な 体調 不良 な d 


五島 の 郷土 史家 


HAN ペー へ みろ ト 記 油山 ※ 


[の 
Oo 


写 
真 
は 
庄 
べ 
KC 
イ 
メ 
由 
ジ 
ぐ 
す 


【 の 】 
〇 


島 育 ちの 希少 な “ 幻 の 生 " 


豆 岐 牛 


spy 羊 の 村人 油 千 紀 | 


: が 育 
券 岐 の 飲 


に 2 


人 老 財 和 キ yp* 放 基 の 家財 人 
歴 喝 ガイ ド 同 行 < め ぐ る 国境 島 老 岐 ・ 対 馬 


コー スズ 番号 旅行 代金 (ひとり) 


29775-M22 | 時 | 2 を ts 285.000。 和 委 0 時 
29776-M22 | 入団 |2 名 室 200.000』 3 補 0900 四 8 
画 同 行 国 2 名 岡 8 名 固 不 可 較 な し 社 通 同等 
出発 日 及 由 邊 20*)・23( 日 爵 証 14( ・21(g 日 J 間 
羽田 (11:50-12:40 発 ) 福岡 ( タ クシ ー ま た は ジャ ン ボ タク シー( 相 乗り ) 約 20 
分 ) = 博多 港 こ ( ジ ェ ッ ト フ ォ イ ル ) 郷ノ浦 港 = 湯 ノ 本 温泉 ・ 壱 岐 リト リー ト 海里 村上 
] ( 泊 ) ※17:20 着 予定 。2020 年 春 リ ニュ ー ア ルオ ー プ ン の ラグ ジュ アリ ー ホ テル に 
連 泊 。 新 鮮 な 天然 食材 に こだわ っ た 料理 と 源泉 掛け 流し の 温泉 、 露 天風 呂 付 オー 
シャ ン ピ ュ ー の 客 宣 ※ 国 申 回 
湯 ノ 本 温泉 (10:00 発 )= 原 の 辻 一 支 国 ( い きこ く ) の 
王者 に 特定 され た 国 の 特別 史跡 ] マ ( 島 全体 に 残る 歴史 を 学 y 
べ る 博物 館 ) 三 和寿 司 (この 時 期 だ け の 「 む ら さき ウニ 井 」 の 恒 食 ) こ 大 
2 ( 焼 酎 発祥 の 地 。 酒 蔵 見 学 ) ニ 宮島 内 最高 妖 の 展 台 。 晴 れ た 日 に は 
九州 や 対馬 な どの 雄大 な 最 色 を 一 曹 ) 月 斉 神社 (神道 発 冬 の 地 と も いわ れる 神社 ) 
上 (玄界灘 に 面 し て 切り 立っ た 約 1km 続 < 断崖 絶 壁 の 光景 )= は ら ほ け 
( 滴 滞 に な る と 海 に 浸かる お 地蔵 さん ) 湯 ノ 本 温泉 ( 泊 ) 
湯 ノ 本 温泉 (10:00 発 )= 獲 岩 (壱岐 の シン ボル と も いわ れる 玄武 岩 
3( 洋一 と いわ れ た 巨大 な 砲台 港 こ (ジェ ッ ト フ ォ イ ル ) … 
者 美神 社 (大 陸 航 路 の 要衝 で あっ た 対馬 の 歴史 を 物語 る 史跡 ) ニ 万 
宗家 の 菩提 寺 ) ニ 対馬 か 福岡 羽田 (19:30~-20:30 着 ) 
※ 歴 史 ガ イド は 2・3 日 目 に 同行 し ます (3 日 目 は 対馬 の み ) 


を ssszaesses ※ り 3( 4335)6240 65662sr 


駐 震 
黒崎 砲台 監 


は ら ほ げ 地 蔵 
壱岐 市立 LC た 


ーネット で も 


24 計 間 ご 約 有人 中 区 


の プ /』 ョ 
[コー ス 番 号 29775-M22] 客 室 (一 例 ) 


きれ くき か 味 人 
破 る 自 た い o わ め 々 
島 ほ 綴 身 希 ] う 2 
の ど 自 の 少 : 妥 ダ 変 
美 豊 品 引 な ィ 化 
味 富 めき 飼 根 化 
を な で 締 岐 ほ の こす 
ご 食 き ま 牛 と 全 る 
増 材 ヵ の や レデ グ S 
能 に 島 た 玄 か 味 に 1 情 
い 恵 ご 黒 界 出 て 景 
た ま と 飯 灘 荷 を 
だ れ 言 な で さ 


商 眉 己 壱 岐 リト リー ト 海里 村上 


四 ま の 開 。 。 )W つ nwte ぺ ペ #※ 


7 と [ 


アジ ア 最 大 夫 の 2 」 ハ ウス テンボス 
ホテ ル ヨ ー ロ ッ パ | 見 別 誠 


ュー ス 番 呈 29720-M22 ロ 関 開 9 林 団 


員 
sa ま 寺 夫 20(.000g 


出発 日 認 目 14 (日)・25 本) 日 ※3 名 1 室 ひ と り 10.000 円 引き 


別府 温泉 | 羽田 (9:50-11:25 発 ) み 大 分 湯布院 ( 湯 の 坪 街道 を 散策 ) ニ 別府 温泉 ・ 
の me 界 別 和 T ] 界 別府 ( 泊 ) ※16:30 着 予定 。 全 室 別府 湾 を 望む 客室 * で ゆっ た り と お 
ン M 補 ラジ ド s 過ごし くだ : 人 ム へ 度 を ご コ 
客室 の 大 き な 窓 か ら は 、 別 府 滴 も お 楽し みい た だ け ま す *。 0 き 
※ 客 室 に 内 風呂 は あり ませ ん (シャ ワー ブー ス の み と なり ま す ) 。 温 泉 入 浴 は 大 浴場 を ご 利用 くだ さい 別府 温泉 (9:30 発 ) 三 別府 ロー プ ウ ェ イ ( ふ 稚 見 山上 駅 か ら 山 頂 ま で の 遊歩 道 沿 
※ オ ー シ ャ ン ピ ビュー 客室: お 部 屋 (ペラ ンダ を 除く ) か ら 見 える 海 が 視界 の か な り の 部 分 を 占め て いる 部 屋 い に ミ ヤマ キリ シマ が 約 5.000 本 群生 例年 の 見 頃 は 5 月 中 旬 - 下 旬 )= た つの 


2 や (昭和 24 年 創業 の 老舗 の 寿司 割烹 に て 、 城 下 か れい ・ 甲 烏賊 ・ 豊 後生 な ど 地 
産地 消 を 志 し た 和食 会 席料 理 の 昼食 )= ハ ウス テン ボス ・ ホ テル ヨー ロッ パ ( 泊 ) 
※16:00 着 予定 。 た っ ぷり 24 時 間 以 上 滞在 で 昼 ・ 夜 の 違っ た 景色 と 香り を お 楽し 
みく だ さい 。 夕 食 は 「 デ ・ ア ドミ ラル 」 に て 本 格 フラ ンス 料理 を ご 用 意 古 悦 勿 

3 テン ボス (16:30 の 出発 まで 園内 を お 楽し みく だ さい )… ハ ウス テン ボ 
ス ・ マ リン ター ミナ ル …( 高 速 船 ) 長崎 羽田 (20:30-21:00 着 ) 開 日 

企画 担当 者 : 藤 木 記 和 


に 


老舗 寿司 割烹 で 食す 旬 の 美味 


2 日 目 昼食 は 、 別 府 漠 の 海中 に 湧き 出る 真水 で 育っ た 「 城 下 か れい 」 を は じ め 、 甲 鳥 賊 や 豊後 
など 、 この 時 期 旬 の 美食 を ご 載 能 くだ さい 。 


※ 料 理 内 容 は 時 期 、 K 況 に より 一 部 異な る 場合 が あり | 明 ハウ ステ ン ポ ボス で は 約 2,000 品 種 の バラ が 咲き 誇り ます 。 園 内 最上 級 の 「 ホ テル ヨー ロッ 
= 人 242 さる 1 っ 0E バ ] に 宿泊 する の で 、 昼 は も ちろ ん 、 パ ラ が ライ ト アッ プ され る 夜 も お 楽し みい た だ け ます 。 


南 九州 を AN こき 地 部 麻 シ ラス 大 地 の 間 ] | 


閲 島 を 史 、 星野 リソー ト | 界 義 島 」 
ジャ カラ ンダ ミヤ マキ リ シ マ 九州 に 上 花 の 競 帝 


ュー ス > 秋 呈 29721-M22 i 還 2 を 【 還 (os 四 不 可 困 同 乗 


らき 180.000。 ] 
出発 昌世 還 和 5 


※3 名 1 Lo 「 了 


羽田 (10:00~-12:00 発 ) 消 宮崎 = フロ ー ラ ン テ 宮 崎 ( ア ジ サ イ な ど 季 節 の 
] 花咲 く 園 内 )= 松 泉 宮 温泉 プシ ェ ラ ト ン ・ グ ラン デ ・ オ ー シ ャ ン リゾ ー ト ( 泊 ) 
※ 夕 食 は イタ リア 料理 コー ス を ご 用意 日 基 器 島 温泉 
松 泉 宮 温 泉 = 道 の 駅 な ん ャ カラ ンダ の 森 ( 色 鮮やか な 紫色 の 花 。 日 本 界 霧島 


除 の ジャ カラ ンダ 本 生 地 ) ホテ ル 刀 万 (この 時 期 が 休 の 、 南 竹 だ か ら こ そ すべ て の 客室 か ら 衝 島 高原 や 負 江 滴 を 見 流す こと が で きる * 開 放 的 な ビュ ー が 広がり ます 。 


※ 容 室 に 内 風呂 は あり ませ ん (シャ ワー ブー ス の み と な り ま す ) 。 温 泉 入 浴 は 大 浴場 を ご 利用 くだ さい 
ノ 獲れ る 極上 の 逸品 [美々 態 」 を 含む お 刺身 御膳 の 昼食 )= ニ 霧島 温泉 郷 ノ 界 ※ 島 高原 を 望 客 室 : お 部 屋 (ペラ ンダ を 除く) か ら 見 える 有島 高原 が 補 界 の か な り の 部 分 を 占め て いる 部 屋 


夫 島 ( 泊 ) ※「 天 孫 降 臣 神話 」 の 地 に 休む 湯 宿 。 客 室 か ら は 規 島 高原 を 見 
渡す こと が で きる 大 パノラマ の 絶景 *。 夕 食 は 名 の 会 席料 理 を ご 用 意 導 
寺 島 温泉 郷 ニ えび の 高原 ( 山 を 染め る ピン ク 色 の 紋 税 [ミヤ マキ リ シ マ 」 観 
3 賞 )=SHIROYAMA HOTEL Kagoshima( 中 華 料 理 の 昼食 ) ニ 仙 
園 ( 世 界 道産 の 大 名 庭園 ) ニ 鹿児島 羽田 (17:30-19:00 着 ) 
企画 担当 者 : 藤 木 志 穂 


ゃ ーー ささ ーー っ や 
シェ フトン: グラ ンダ ・ 
オー シャ ン リ ゾー ト 
太陽 と 海 の リ ゾー ト ホ テ ル に て 専用 ラウ ンジ を 
有する 36 階 以上 の 「 ク ラブ フロ ア 」 の 


えび の 高原 ミヤ マキ リ シ マ ンダ 際 225 の 2 し 65e43 絆 nt 4 
【 例 年 の 花 の 見 頃 は 5 月 下旬 一 6 月 中 旬 】 の 寿 の 見 天 は 6 上旬 中 所 』 海 が 視界 の か な り の 部 分 を 占め て いる 部 屋 
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空港 を 利用 


(っ 】 


斗 維 ご 党 林 財形 球 癌 四 上 9 競 衣 水 加計 王 諾 FN:ー ト べろ 寺 油 帆 ※ 
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2023 年 は 最大 9 連休 


ゴー ルデン ウイ ー ク の 旅 


(4 月 27 日 一 5 月 6 日 出発 の ツア ー を ご 案内 し て いま す ) 


八ヶ岳 高原 音楽 堂 で 鑑賞 
小 棟 佳 八ヶ岳 スペ シャ ル ・ ラ イフ 


残り の 人 生 、 奈 生 の お まけ に 人 ハ ヶ 語 を 訪ね る 。 


標高 約 1.500m、 八 ヶ 岳 の 大 自 
包ま れ た 八ヶ岳 高原 音楽 堂 。 「 世 界 で 
も 通用 する よう な 建物 を ] と いう 理念 
の も と 建て られ まし た 。 音響 面 で は 理 
想 的 な 残響 時 間 を 実現 し 、 堂 内 に 美 
し いい 痛 が 牧 き 流 り ます 。 


※ 出 演者 な ど 、 内 容 が 変更 に な る 場合 が あり ます 

※ 出 演者 は 2023 年 1 月 1 日 現在 の 予定 で す 。 出 演者 の 都合 に より 公演 が 中 止 と 
な っ た 場合 は 本 ツア ー も 中 止 と な り ま す 。 ツ アー 出発 後に 変更 が 生じ た 場合 は ツ 
アー は 催行 し 、 そ の 際 の 払い 戻し や 変更 は 承れ ませ ん 


北 際 の 伝統 美 に 触れ 、 温 泉 で 量 う 
2 泊 と も 露天 風 避 付 客室 に 尊 泊 
九谷 焼 美 術 館 ・| 形 次 の れん 」 来 事 


コー ス 番 号 2 泊 目 客室 旅行 代金 ( ぉ ひと り ) 
抱 月 境 
35746-M22 | (中 天風 呂 付 和 洋室 ) | 2 名 1 室 210.000』 
※ 客 室 赴 天 風呂 沸か し 湯 ※3 名 1 室 ひと り 10.000 円 引き 
宮 室 利久 2 名 1 室 
35747-M22 | (人 中 付 和 ま ) 0 230.000 


3 名 1 室 ひと り 10.000 円 引き 
国司 行 国 2 名 圏 10 名 囲 不可 國 一 部 到 軸 京 福 バ ス 加 賀 営業 所 同等 
出発 日 功 29(+・300 昌 日 5 人 補 日 
は 32-11:24 発 ) 一 上 野 ・ 大 宮 一 新幹線 諾 グリ ー ン 車 
1 和信 目 定席 一 加賀 温泉 ( 季 が さ ね * 無 料 送迎 バス プ 約 7 分 ) 片 山 
韻 he ※15:30 着 予定 。 全 8 室 の 温泉 露天 風呂 付 客室 を 
生む 和 食 会 席料 理 の 夕食 を お 楽し みく だ さい 
(九谷 焼 作品 鑑賞 )= 


(自由 散 
グ ※ 高 候 時 は 通行 で きま せん ) ニ 


和倉 温泉 ・ 多 田屋 ( 泊 ) 


、 和倉 温泉 (10:00 の チェ ッ ク アウ ト 後 、 
う スプ 約 10 分 )= 和 倉 温泉 一 

新幹線 薦 グ リー ン 車 (禁煙 )= 
※「 季 が さ ね (施設 総合 評価 94.3%)」 は 「 極 み の 宿 @] で す 


※ 外 天 風呂 付 客室 を ご 用 意 | 
ニ ( 多 田屋 
(内 で 特 旬 を ご 有一 
大 宮 ・ 上 野 ー 東 京 (16:52-17:52 着 ) 開 連 晶 
企画 担当 者 : 松 崎 水 名 


輪島 塗 や 加賀 友 
禅 な ど 北 陸 の 伝 
統 工 芸 を イメ ー ジ 
し た 優美 観光 
列車 。 車 内 で は 、 
加賀 郷土 料理 や 
旬 の 食材 を 使用 
し た 特製 弁当 を ご 
賞味 くだ さい 。 


昼食 (一 例 ) 


1 SET や 


(4335)6 の OS 


WEB で は 催行 決定 状況 も 確認 で きま す 


24 時 間 受 付 パソ コン ・ タ ブレ ッ ト ・ ス マ ホ で 検索 


の 和 華 GW に 


五感 で 愉し む ゴ ー ル デン ウイ ー ク 
入 操 高原 ロッ ジ : 音 楽堂 コン サー トシ 
來 科 の 林 に む 高原 リゾ ー ト | 共 笠 東急 ホテ ル | 


ュー ス 震 号 35517-M22 加 同行 国 2 名 圏 8 名 囲 不可 菩 部 


| 村西 起 観光 バス 同等 
2 宮寺 220.000』 


出発 日 昌 四 和 30 日 


新宿 (10:00 発 ) 一 立川 ・ 八 王子 = 特急 劉 グ リーン 車 ( 禁 煙 ) 一 小淵沢 ニ 八 ヶ 岳 

八ヶ岳 高原 ロッ ジ ( 泊 ) 

高 約 1.500m、 約 200 万 坪 の 広大 な 敷地 の 中 に 伴 む 高原 リゾ ー ト ホテ ル 。 

を お 楽し みく だ さい (15:00 開 演 ) 品 軌 

(10:00 発 )= (平山 郁夫 の 絵画 お よ 

2 び ご 夫妻 の 収集 し た コレ クシ ョ ン 約 10.000 点 を 順次 展示 ) ニ 八ヶ岳 南 麓 イタ リ 
アン 「 ト レ カ バ ロ ] (洋食 コー スラ ンチ )= 夢 科 温 泉 ・ 夢 科 東急 ホテ ル ( 泊 ) 織 属 


※3 名 1 室 ひ と り 10.000 円 引き 


基 科 温泉 (10:00 発 )= (日 本 初 の 本 格 的 
う 英国 式 庭園 と し て 誕生 。 四 季 折 々 の 花々 を 観賞 ) ニ 上 諏訪 一 特急 紛 グ リー ン 車 
E) 一 八王子 ・ 立 川 王 新宿 (16:24~-18:04 着 ) 商 屋 品 


企画 担当 者 : 小 野寺 紫乃 


ss 要 科 東急 ホテ ル 
著 科 の 森 に 侍 む 上 質 な 空間 の 高原 リゾ ー ト ホテ ル 。 
夕食 は 和食 コー ス 料理 を ご 用 意 し ます 。 


雲上 の リゾ ー ト に 泊まる ゴー ルデン ウイ ー ク 
人 肖 「 ホ 人 規 兆 ホル] に 
導線 の 戸 衣 と 水 表す 人 日 


ーー す 35514-M22 ik 


2m 拓 計 190.000 本 調 
出発 日 妥 還 1 豚 日 ※3 名 1 室 ひと り 5.000 円 引き 


東京 (11:04-12:04 発 ) 一 上 野 ・ 大 宮 一 新幹線 田 グ リー ン 車 (禁煙 ) 一 長野 
] = 赤倉 温泉 ・ 赤 倉 観光 ホテ ル ( 泊 ) ※15:00 着 予定 。 食 は メイ ンダ イニ ン 
グ に て フラ ンス 料理 と 和 会 席料 理 を 1 日 ずつ ご 用 意 日 星 
赤倉 温泉 = (水草 倍 が 咲く 美しい 湖 プ 例年 の 見 頃 は 4 月 下旬 ~5 月 
2 上 旬 )= (創建 二 千 余年 に お よぶ 歴史 を 刻む 神社 に 参拝)= 回 
(タク シー ノ 相 乗り 約 10 分 )= 鏡 池 ( 戸 隠 連峰 の シル エッ ト を 美しく 映す 池 )= 
徳 療 院 薔 麦 * 極 意 (戸隠 そば の 昼食 ) 赤倉 温泉 ( 泊 ) 研 属 急 
(豪商 ・ 田 中 家 の 所 蔵 品 ・ 資 料 を 公開 )= 能 登 忠 


時 の 昼食 ) ニ 三 長 野 一 新幹線 紀 グ リー ン 車 
煙 ) 一 大 宮 ・ 上 野 一 東京 (17:12-18:12 着 ) 回 局 同 
※「 赤 倉 観光 ホテ ル ( 施 設 総合 評価 92.0%)」 は 「 極 み の 宿 5] で す 企画 担当 者 松崎 水 加 


1937 年 創業 、 人 65087 雪が ト 。 
国内 外 の 質 客 を も て な し て きた 珠玉 の サー ビス で お 寛ぎ ざく だ さい 。 


24 時 介 ご 的 受付 中 本 妥 


22 ふ ) 24) 25w) 26 ゅ ) 27*) 28 る ) 1 記 ) 2 


芝山 ・ 仏 ヶ 浦 を じっくり 探訪 3 日 目 は タク シー で お 好き な 観光 地 へ 
本 州 最 北 o 二 大 半 秀 & め ぐる 桜 舞 松前 公園 : 約 5 の o ナ ュー リッ プ 
独 共 の 津 転 は て 下北 半 移 銘 凍 放 間 の 川 温泉 | 海 と 灯 」 軒 泊 
ュー っ Ws35174-M22 | ューm ぁ 35013-M22 LHSrr 
2 和室 eg 160.000』 


se 培 210.000。-215.000。 


出発 日 財 自 29 日 出発 日 騙 邊 29 は 初日 1*③( 氷 初 *⑤ 人 初日 

※4 名 1 室 ひ と り 10.000 円 引き 、3 名 1 室 ひと り 5.000 円 引き (無印 210.000 円 、 〇 印 215.000 円 ) ※3 名 1 室 ひ と り 10.000 円 引き * 日 本 きく ら の 会 刀 定 
東京 (7:32-9:08 発 ) 一 上 野 ・ 大 宮 一 新幹線 纏 グ リー ン 車 (禁煙) 一 八戸 また 東京 (8:20-9:40 発 ) 一 大 宮 一 新幹線 柱 ゲ リー ン 車 (禁煙 ) 一 新 函 館 北斗 = 

] は 七戸 十和田 = 恐山 (日 本 三 大 霊山 。 寒 の 河原 、 極 楽 浜 な ど ) ニ 下 風 呂 温泉 . 漁 1 時 | (桜色 に 染まる 星 形 の 城郭 を 見 物 プ 例年 の 見 頃 は 4 月 下旬 5 
火 の 宿 三浦 屋 ( 泊 ) EE 細 月 上 旬 )= 湯 の 川 温泉 ・ 海 と 灯 ( 泊 ) 
下 風 呂 温泉 (8:30 発 )= 大 間 崎 (本 州 最 北端 の 地 )= 佐 井 港 へ 、 (奇岩 ※ 夕 食 は 地元 の 幸 を 活か し た 寿司 会 席 を お 召し 上 が りく だ さい 因 居 名 2 

ノ 公 石 が 並ぶ 秘境 仏 ヶ 浦 を 遊覧 船 に て 見 物 ) 佐井 港 = 大 間 町 (大 間 マグ ロ の 昼食 ) 湯 の 川 温泉 (9:30 発 ) ニ 市 (買い物) 温泉 旅館 矢野 (松前 藩主 の 婚 回 
= 脇 野沢 港 へ (むつ 滴 フ ェ リ ー) 蟹田 港 = 龍 飛 崎 温泉 ・ ホ テル 意 飛 ( 泊 ) 剛司 急 礼 の 祝 膳 を 参考 に し た 藩主 料理 の 昼食 )… 園 (早咲き か ら 遅 咲き まで 回 

、 前 飛 茶 温泉 (8:00 発 )= 館 飛 崎 ( 津 軽 半 鳥 最 北 端 の 碑 ) = 階 自国 道 ( 車 の 通れ | 2 約 250 種 1 万 本 を 誇る 桜の 一 大 名 所 。 日 本 さく ら 名 所 100 選 ") ニ サラ ォ 
な い 国道 )… 田 (津軽 を 代表 する 伝統 芸 =* (春風 に そよ ぐ 約 60 種 5 万 球 の チュ ー リ ッ プ を 観賞 例年 の 
能 「 津 軽 三味 線 」 の 生 演 奏 )… 斜 陽 館 (太宰 治 の 生 家 )= 金 木 … 道 - 自 見 頃 は 4 月 下旬 -5 月 中 旬 )= 湯 の 川 温泉 ( 泊 ) 商 悦 銀 

う 生 褒 (の と か な 田園 風 刀 )… 津 軽石 所 川原 = f (高き 22m の 立 人 湯 の 川 温泉 = E( 最 終日 は プラ イベ ー ト タク シー で 函館 の お 
武 多 を 見 学 ) ニ 新 青 森 一 新幹線 罰 グ リー ン 車 (禁煙) 一 大 宮 ・ 上 野 一 東京 (20: 3 好き な 観光 地 へ お 出かけ くだ さい プ ※ 通 行 料 ・ 入 場 料 ・ 駐 車場 代 は 各自 負 
04~21:04 着 ) 紀 局 同 担 )= ホ テル ・ ラ ・ ジ ェ ン ト ・ プ ラ ザ 函 館 北斗 (和食 の 昼食 )… 新 函館 北斗 ー 新 


幹線 繕 グリ ー ン 車 (禁煙 ) 一 大 宮 ・ 上 野 一 東京 (18:04~19:04 着 ) 、 黄 屋 口 


企画 担当 者 : 内 林 舞 


os TP 


台 の タク シー で お 好き な と ころ へ 
$ 出 か け く だ さい 
行 料 ・ 入 場 料 駐車 場代 は 各自 負担 


利用 タク シー 会 社 
久川 道 南 ハイ ヤー 同等 


浦 9 
※ 遊 覧 船 は 天候 に より 欠航 と な る 場合 が あり ます 


日 本 海 を 眺め る 庄内 の 温泉 で 寛 で ゴー ルデン ウイ ー ク 宮城 山形 周遊 で 絶景 を 堪能 
野 浜 温泉 | 免 や 」 に 建 泊 寺 解 け に よる この 時 期限 定 の 絶 早 スポ ッ ト | 水没 林 」 
最上 川 : 加 基 水 疾 角 を めぐ る 山形 周遊 較 天童 温泉 | 滝 の 湯 」" 和 原 温泉 | 佐 勤 ] 
ュー ス 赤 35219-M22 本 eesam* "コース 寺 g35218-M22 加入 


< 顎 山 交 バ ス 同 等 


2 宇和 100.000m-170.000 2 ま 向 侍 140.000s-160.000』 


出発 日 騙 上 27()・@⑲ せ 補 日 貞 証 ①( 朋 ・(③)( 水 初 *⑤( 人 初日 出発 日 庫 邊 27)・29 初日 (③( 水 初 *④( 本 初 *6 せ 日 


(無印 160.000 円 、 〇 印 170.000 円 ) (無印 140.000 円 、 〇 印 160.000 円 ) 攻 
東京 (9:24-10:00 発 ) 一 大 宮 一 新幹線 ・ 指 定席 (禁煙 ) 一 新庄 = ※4 名 1 室 ひ と り 10.000 円 引き 、3 名 1 室 ひ と り 5.000 幅 引き は 
] 下り (船頭 の 舟歌 と と も に 最上 川 を 遊覧 ) ニ 湯野浜 温 泉 ・ 亀 や ( 泊 ) 東京 (9:24-10:00 発 ) 一 大 宮 一 新幹線 細 グ リー ン 車 (禁煙 ) 一 仙台 塩釜 港 記 
※ 温 泉 風呂 付 客室 に 2 連 泊 EE 有 [eS (日 本 三景 の 島々 を チャ ー タ ー 船 より 見 物 )… 松 島 港 … 瑞 厳 寺 ( 国 宝 に て 
湯野 浜 温泉 = ーー ( 三 神 合 祭 殿 へ 各自 参拝 )= 酒 田 ・ 鈴 も 指定 され た 伊達 家 の 菩提 寺 を 拝観 )= 秋 保温 泉 ・ 伝 承 千年 の 宿 佐 勘 ( 泊 ) 則 
2 区 ( 特 上 に ぎり 寿司 の 昼食 ) 二 相 還 本 ( 国 の 登録 有形 文化 時 建造 物 で 酒田 ※ 夕 食 は 宮城 の 幸 を 用 いた 会 席料 理 EE 較 1 
舞 娘 の 演舞 鑑賞 ) ニ 術 館 (庄内 地方 の 大 地主 ・ 本 間 家 の 収集 品 と 回 秋保 温泉 (8:30 発 ) ニ (松尾 苗 薦 も 訪れ た 名 利 ) 文 四郎 次 ・ 清 居 ( 江 戸 時 そ ぞ 
遊 式 庭園 を 見 物 )= 山 j ー 湯 野 浜 温泉 ( 泊 ) 畔 屋 勿 2 代 か ら 伝わる 伝統 の お 将 料 理 の 昼食 ) ニ 県 (大正 ロ マン 漂う 温泉 街 を 自 す 
湯野 浜 温泉 = ニ 加 中 ( ク ラ ゲ の 展示 種類 数 有数 の 水族 館 ) ニ シェ ナカ 由 散 策 ) ニ 天童 温泉 ・ ほ ほえ み の 宿 滝 の 湯 ( 泊 ) 開 賠 多 桜 
ガワ (洋食 の 昼食 ) ニ 量 (大 正 5 年 に 建て られ た 英国 近世 復興 様式 の レン 天童 温泉 (8:00 発 ) ニ 園 ( 雪 解け に よる この 時 期限 定 の 紀 想 花 
う ガ 造 り の 建造 物 を 見 学 プ ※4 月 29 日 出発 は 休館 の た め 、 f 的 風景 「 オ 」 を 観賞 ) ニ レス トラ ンジ ュ ア ン ( 洋 食 の 昼食 ) ニ 時 庭 … 9 開 
へ ご 案内 )= 山 形 一 新幹線 ・ 指 定席 (禁煙 ) 一 大 宮 ・ 上 野 一 東京 う 道 ・ 自 由 席 (田園 風景 走る ロー カル 線 方 言 車掌 の 観光 案内 付 )… 荒 砥 = 花 
(18:36-19:48 着 ) 寿屋 福島 一 新幹線 貫 グ リー ン 車 (禁煙 ) 一 大 宮 ・ 上 野 一 東京 (17:48-18:36 着 ) は 
企画 担当 者 迫 久美 子 還 局 同 』 
※「 伝 承 千 年 の 宿 佐 勘 ] の 一 部 大 浴場 は 工事 中 と な り ます 企画 担当 者 : 迫 久美 子 1 

な うな 時 白水 
7 遇 
RS は 
で の が れ 毎 
人 
* CK 癌 と な 
湯野 浜 温泉 介 や 8 る を も サ 
明治 創業 、 湯 野 浜 海 単 沿い に 立つ 老舗 の 名 旅館 。 れる 大 。 す 


食物 アレ ルギー を お 持ち の お 客 様 に も お 楽し みい た だ ける よう で きる 限り の 対応 を いた し ます 。 事 前 に お 申し 付け くだ さい 。 
※ メ ニュ ー す べ て の 変更 に は 、 別 途 費 用 が 発生 する こと も ご ざい ます 


で 
IN】 


店 州 ご 邊 梱 壮 江 志 細 外 , 遂 ら 将 店 半 寺 対馬 ③ 評 トペ ー メ べろ 志 油 幅 ※ 


た 
【 の 】 


毎年 人 気 の コ ー ス を 厳選 し て ご 


新緑 間 く 京都 の 7 つの 世界 遺産 を めぐ り 美 食 も 堪能 


「 ホ テル グラ ン ヴ ィ ア 京都 ] 置 泊 


の 旅 (4 月 27 日 5 月 6 日 出発 の ツア 


京都 世界 産 y| 下 除 糸 窯 本 店 」 会 席料 理 


コー ス 番 号 29280- M22 副本 国 1 名 圏 12 名 固 不可 圏 同 乗 


こと 奈良 交通 同等 
13m 


2# 寺 210.000』-220.000。 
※3 名 1 室 ひ と り 10.000 円 引き 、1 名 1 室 60.000 円 (部 必 数 限定 ) 


出発 日 基 自 ③( 水 初 ・5( 多 初日 
(無印 210.000 円 、 〇 印 220.000 円 ) 


京 (9:00~-10:00 発 ) 一 品川 ・ 新 横浜 一 新幹線 の ぞ み 号 甘 グリ ー ン 車 ( 禁 

] 煙 者 ば (平安 王朝 の 栄華 を 伝え る 寺院 。 藤 や ツツジ も 

お 楽し みく だ さい ) = (五重塔 初 層 内 部 特別 公開 ) 三 京都 ・: ホ テル グ 
ラン ヴィ ア 京 都 ( 泊 ) ※ 夕 食 は 和食 と 洋食 を 1 日 ずつ ご 用 意 日 回 狐 間 

2 京都 = (天台 宗 総 本 山 の 寺院 )= 石庭 が 有名 な 
院 )= (御所 庭園 拝観 ) ニ 京都 ( 泊 ) 開 司 錠 目 

京都 ( 絢 畑 豪 華 な 建築 美徳 川 鹿 喜 が 大 政 奉還 し た 場 


… 下 嶋 茶 寮 本 店 (安政 3 年 創業 の 老舗 に て 会 席料 理 の 昼 
京都 - 新 幹線 の そ み 号 藤 グ リー ン 車 (禁煙 ) 一 新横浜 ・ 品 川 一 東京 
0 30 着 ) 回 


3 


大 詩 刺 


京都 7 つの 世界 遺産 へ 


平等 院 鳳 鳳 堂 物 の 挟 伯 @ 平 等 了 
【 例 年 の 花 の 見 頃 は 4 月 下旬 一 5 月 上 旬 】 


い E 介 
^ 美 を 
し 本 
人 
料 に 
理財 
を た 
財 
芸 
し 術 
み 品 
く の 
た よ 


圧 峨 御所 と 呼ば れる 「 大 覚寺 」 に て 通常 非 公開 を 含む 特別 拝観 


開業 135 年 の 老 科 ホテ ナル | ホテ ナル オー ク う 京都 | 


2 つの 形 喘 く 寺 和 杜 と 平 突 衝 宮 正式 姿 提 


ュー> 生 29285-M22 国 2 名 圏 12 名 回 不可 昭 同 乗 


法 陰 寺 夢 厩 税 仏 救 世 般 音 菩 藤 立 作 将 別 閑 扉 
2 ま 才 半 180.000』 本 間 
京 (9:00~-10:00 発 ) 一 品川 新横浜 一 新幹線 の ぞ み 号 共 グ リー ン 車 ( 禁 
※16:30 着 予定 。 夕 食 は 「 北 新地 神田 川 」 監 修 の 門前 懐石 料理 。 奈 良 の 歴 
2 産 〆 秘 仏 ・ 救 世 観 音 菩 薩 立像 の 特別 開 扉 )= \( 境 内 に 咲く ツツジ が 見 


「 門 前 宿 和 空 法隆寺 」 連 泊 
コー ス 番 号 29226- M22 男 同 行 国 2 名 較 12 名 囲 不可 困 同 乗 
出発 日 馬 本 3( 氷 補 ・5( 補 日 
煙 ) 一 京 (太子 誕生 の 地 と され る ) ニ = (日 本 最 古 の 本 格 的 仏 
史 や 文化 を 学べ る トー クシ ョ ー も 毎夜 開催 回 回 狗 
頃 プ 例年 の 見 頃 は 4 月 下旬 5 月 上 旬 )= 斑 鳩 ( 泊 ) 


珍 咲く 奈良 大 和 路 寺社 めぐ り と 
間 号 を 科 還 奈良 交通 同等 間 
※3 名 1 室 ひと り 5.000 円 引き 
] 教 ぎ 院 )= 天 門前 宿 和 空 法隆寺 ( 泊 ) 
斑鳩 … (宿泊 者 限定 で 宿 の 名 物 案内 人 と めぐ る 日 本 最初 の 世界 門 
※15:00 着 予定 描 屋 因 


斑鳩 = (拝観 )… (名 木 「 砂 ずり の 藤 ] 観賞 例年 の 見 頃 は 

う 4 月 下旬 5 月 上 旬 )= 京 都 一 新幹線 の ぞ み 号 鞭 グリ ー ン 車 (禁煙 ) 一 新 横 

浜 ・ 品 川東 京 (18:00~-19:00 着 ) 回 局 周 
企画 担当 者 : 福 井 義 統 


門前 宿 和 容 剛 


世界 遺産 法隆寺 の 還 
参道 沿い に も 肥 。 


還 呈 田 * す 
京都 御苑 の 西側 に 位置 する 名 門 ホ テル に 寛ぐ 
| 京都 ブライトン ホテ ル 」 建治 
青 も み じ 輝 く 京都 寺 相 めぐ り >「 融 誤 別館 」 


コー ス 番 号 29282-M22 国 1 名 圏 12 名 圧 不 可 國 同 乗 


を 調 奈良 交通 同等 
er き 寺 220.000』 3 
3 日 間 
出発 日 衣 上 3( 水 初 ・5( 多 初日 
※3 名 1 室 ひ と り 5.000 円 引き 
東京 (9:00-10:00 発 ) 一 品川 ・ MNO 蘭 グリ ー ン 車 (禁煙) 
ー 京 都 = ( 約 2 万 株 の ツツジ )= 平安 王朝 の 栄華 を 伝え る 寺 
] 院 。 藤 や ツツジ も お 楽し みく だ さい ノ の 入る 休 ご 東 
ホテ ルオ ー ク ヌ 京 都 ( 泊 ) ※ 開 業 135 年 を 迎え た 老舗 ホテ ル に 連 泊 。 夕 食 は 2 
日 間 と も に 会 席料 理 ・ フ ラン ス 料 理 ・ 鉄 板 焼 ・ 中 国 料理 より 選べ ます 日 較 
京都 = (内 拝殿 に て 正式 参拝 カキ ツバ タ 咲 く 神苑 を 各自 散策 ) ニ 
邸 ( 見 学 ) = 下鴨 福助 ( 葵 御 騰 の 昼食 )= ( 千 
利休 作 庭 と いわ れる 「 直 中 庭 ] )= 京 都 ( 泊 ) 古屋 
京都 = (内 峨 御所 と 呼ば れ た 寺 に て 通常 非 公開 の 庭 清 館 特別 拝観 
ae 内 付 で 通常 非 公開 の 「 正 寝 殿 」 拝観) 美濃 吉本 店 竹 茂 
楼 ( 懐 石 料理 の 昼食 ) ニ 京都 一 新幹線 の ぞ み 号 夢 グリ ー ン 車 (禁煙) 一 新 横 
浜 : 品 川 一 東京 (17:30-18:30 着 ) 開 屋 


本 回 奈良 交通 同等 
3mm 


2g ま 客人 220.000』-230, 000。 
抄 3 名 1 室 ひと り 10.000 円 引き 、1 名 1 室 60.000 円 増 (部 屋 数 限定 ) 


出発 日 康明 ③ 水 初 *5( 人 祝日 (無印 220.000 円 、 〇 印 230.000 円 ) 


Ra 11:00 発 ) 一 品 ) 上 新村 一 包 和 線 の ぞ み 陽動 グリ ー ン 車 ( 薬 
] 圭 京都 = (拝観 と お 抹茶 拝 服 )… 源 光 庵 (「 悟 り の 窓 ] と 「 迷 い の 
四 か ら 望 む 美 し い 青 も み じ ) ニ し ょ う ぎ ん リゾ ー ト 京 都 (料亭 「 千 寿 闇 」 に て 早 
め の 16:30 頃 か ら 会 席料 理 の 夕食 ) ニ 京都" 京都 プラ イト ン ホテ ル ( 泊 ) 昌 軌 
京都 = ( 青 も み じ と 昔 が 調和 し た 緑 の 世界 が 美しい 「 潮 音 庭 」 や 梓 絵 を 
お 楽し みく だ さい )= 各 亭 別館 (創業 400 余 年 の 歴史 ある 名 料亭 の 別館 に て 名 
2 物 「 亭 玉子 ] の 入っ た 松花 堂 弁 当 の 昼食 )… 南 禅 寺 = 無 装 ( 山 衣 有 明 の 元 
別邸 洋館 や 近代 日 本 庭園 を 堪能 ) 三 京都 ( 泊 ) ※ 夕 食 は 京 壊 石 ・ 鉄 板 焼 ・ 
中 国 料理 より お 選び くだ さい ( 遅 め の 19:30 頃 か ら の 夕食 と な り ます ) 開 屋 因 
京都 = ( 通 天 橋 か ら 望 む 青 も み じ や 重森 美玲 作 庭 の 名 園 ) ニ 国 室 の 五 
う 重 北 ) = ホテ ルグラン ヴィ プア 京都 (最上 階 の レス トラ ン に て 洋食 の 昼食 ) 京都 一 新 電 
線 の ぞ み 号 廊 グリ ー ン 車 ( 禁 煙 ) 一 新横浜: 品川 東京 (18:00~-19:00 着 ) 開 属 口 


企画 担当 者 : 福 井 義統 


三室 戸 寺 

【 例 年 の 花 の 見 頃 は 4 月 下旬 一 5 月 上 名 】 
平戸 ツツジ を 中 心 に 、 紫 や ビン ク 、 白 色 の ツツジ が 
約 2 万 株 も 咲き ます 。 


通常 は 入る こと が で き な い 内 拝殿 参拝 へ ご 案内 し 
ます 。 神苑 で は カキ ツバ タ が 見 頃 を 迎え ます (例年 
の 見 頃 は 5 月 上 旬 一 下旬 )。 


を ssssosssss りつ (人 433 ら )6 グ 240 63652an 


※「 京 都 ブ ライ トン ホテ ル ( 施 設 総合 評価 90.3%) 」 は 「 極 み の 宿 @ 1 で す 企画 担当 者 高橋 純平 


諾 KS 靖 沙 つつ ょ 河 


京都 ブラ イ トン 旧 
ホテ ル 還 
京都 御所 の 西 に 位置 する 、 
市 内 の 喧騒 か ら 離 れ た 名 門 ホテ ル 。 
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世界 屈指 の ラジ ウム 泉 


美肌 の 名 牙 玉 穫 温 泉 | 人 芝 苑 綿 美 | に 建 泊 て 超 う 


開館 25 周 年 を 迎え た 大 塚 国際 美術 館 に 3 時 間 潮 在 


瀬戸 内 海 媒 む 全 10 室 の プライ ベー ト 空 間 て 超 う 


由 志 園 の 庭園 美 ・ 入 取 砂 全 * 出 雲 大 杜 


一 同行 国 2 名 圏 10 名 固 不 可 困 同 乗 


「 ホテ ルリ ッ ジ ] に 電 泊 て 通 ご す 至 租 休 日 


ュー スィ 番号 29577-M22 画 同 行 国 2 名 圏 10 名 較 不 可 閑 一 部 


ュー? 電 呈 29633-M22 2 _| 本 日 の 自動 車 同等 

zam 吾 計 190.000-200.000。 [3 
15 有 [9 

(無印 190.000 円 、 〇 印 200.000 円 ) 


出発 日 及 臣 四 30(8 日 
東京 (8:50-9:50 発 ) 一 品川 ・ 新 横浜 新 幹線 の ぞ み 号 黄 グリ ー ン 車 ( 禁 


陣 補 叶 両備 バス 同等 
2 名 富 OO0.000』 


出発 日 請 2(%) 日 


東京 (11:00-12:00 発 ) 一 品川 ・ 新 横浜 新 幹線 の ぞ み 号 典 グリ ー ン 車 ( 禁 
1 煙 ) 一 新神戸 三島 田島 温泉 ・ ホ テル リッ ジ ( 泊 ) 
※16:00 着 予定 。 眼 下 に 鳴門 海峡 を 望む 大 自然 に 囲ま れ た 、 全 10 室 の 多 沢 


] 煙 ) 一 岡山 = 玉造 温泉 * 佳 加 苑 皆 美 ( 泊 ) ※ 世 界 屈指 の ラジ ウム 泉 を 誇る な 湯 宿 に 連 泊 日 
間 電 に 全 衝 放 基 信人 麻理 を 未 の ぐだ さい 己 島田 島 温泉 (10:00 発 )=| (人 形 浄 瑠 麺 を 鑑賞 = 大塚 国 に 

温泉 = (神々 が 集う 社 へ 参拝) ニ (日 本 庭園 を 散策 ) 三 内 | 2 際 美 術 館 ( 開 館 25 周 年 を 迎え た 陶板 名 面 美術 館 に 3 時 間 滞 在 )= 島 田島 温 

温泉 ( 泊 ) 研 写 外 泉 ( 泊 ) ※16:00 着 予定 研 同 急 

玉造 温泉 = (日 本 最大 級 の 砂 の 大 地 )= ニ 姫路 一 新幹線 の ぞ み 号 軸 島田 島 温泉 (9:30 発 ) ニ (安藤 忠雄 氏 が 手掛け た 高 さ 約 20 

グリ ー ン 車 (禁煙 ) 一 新 横浜 ・ 品 川 一 東京 (18:50~-21:00 着 ) 商 屋 品 う 3 m の 大 空間 に 展示 され た 植物 )= 神 戸 (昼食 ) ニ 新神戸 新 幹線 の ぞ み 号 纏 

企画 担当 者 : 飯 島 晃 史 グリ ー ン 車 (禁煙 ) 一 新横浜 ・ 品 川 一 東京 (17:50-18:50 着 ) 剛 屋 曰 

※「 ホ テル リッ ジ ( 施 設 総合 評価 93.2%)」 は 「 極 み の 宿 @] で す 


みな 。 み 


か すい えん 
= 住 郊 皆 美 
創業 120 余 年 の 老舗 旅館 。 


最上 階 の 展望 風呂 に て 玉造 の 名 湯 を 
ご 者 能 く だ さい 。 


2 泊 目 は 専用 ラウ ンジ を 有する 富 室 で 優 潜 な ひと と さる 
大 辺 国 際 美 閑 館 と 大原 美術 館 
衝 戸 ラン ナク ルー ズ *y 倉 敷 美鈴 地区 


ュー ス 震 呈 29637-M22 2 人間 還 生還 


2 宇 人) 160.000』-200.000a 


出発 日 草 双 2 日 (③( 上 初 *④( 林 祝日 
(無印 180.000 円 、 〇 印 200.000 円 ) 


日 間 


客室 (一 例 

島田 島 温泉 

ホテ ルリ ッ ジ 
オー シャ ン ピ ビュー 客室 * を ご 用 意 。 


※ オ ー シ ャ ン ピ ュ ー 客 室 : お 部 屋 (バラ ンダ を 除く ) か ら 見 
える 海 が 視界 の か な り の 部 分 を 占め て いる 部 屋 


14 階 以上 の 海 側 客室 * で 過ごす ゴー ルデン ウイ ー ク 
大 政 修 ぁ 終え た 大 箇 居 世界 遺産 の 宮 鼻 
舌 大 和 ミ ュー ジア み > 縮 芝 園 
ュー> 番 29645-M22 け 国 2 名 較 10 名 固 不可 囲 一 部 
2 名 1 室 旅行 代金 


KGG* 180.000。 二 和 


出発 日 認 村 目 3( 沙 日 ※3 名 1 室 ひ と り 5.000 円 引き 
東京 (11:00~-12:00 発 ) 一 品川 ・ 新 横浜 王 新幹線 の ぞ み 号 グ リー ン 車 ( 禁 


東京 (8:50-10:10 発 ) 一 品川 - 新 横浜 一 新幹線 の ぞ み 号 英 グ リー ン 車 (禁煙 ) | ] 広島 = 縮 景 園 (中 国 の 名 勝 西 消 を 模 し た 庭園) ニ = 広島 温泉 ・ ゲ ラン ド プ リン ス ホ テ ル 広 
1 加山 一 衣 ( 半 失地 区 を 各 邊 散策 )= (日 本 初 の 西洋 美術 鳥 ( 泊 ) ※ 広 島 滴 に 面 し た 瀬戸 内 海 を 塵 む ホ テル 。14 階 以上 の 海 側 客室 * 円 
館 ) 倉敷 ・ 信 敷 ロイ ヤル アー ト ホ テル ( 泊 ) 広島 温泉 … ホ テル 前 機 橋 … (高速 船 )ー 宮 島 ( 世 界 道産 ' 厳 島 神社 へ 参拝 
※ 美 観 地区 ま て 徒歩 園内 の 好 立 地 ホ テル 嘱 | ) 大 改修 を 終え た 大 鳥居 が 約 3 年 半 ぶ り に お 目 見 え ) (高速 舶 ) ホ テル 前 
和 敷 = (瀬戸 大 橋 ( 多 島 美 を 車窓 か ら ) )= ニ ( 約 3 時 間 滞在 ) ニ 機 橋 … 広 島 温泉 ( 泊 ) ※13:30 か ら 中 華 料 理 の 昼食 。 展 望 角 天 風呂 ど 
2 神戸 ・ 神 戸 ポー トピ アホ テル ( 泊 で ゆっ くり お 過ごし くだ さい 押 賠 包 
※ タ 食 は 鉄板 焼 を ご 用 意 し ます 一 屋 幼 広島 温泉 (10:00 発 ) ニ (造船 の 街 の 歴史 や 造船 な どの 
神戸 = 神戸 (へ 神戸 の 街並み や 大 阪 湾 を 一 望 で きる フラ ンス 料理 の > 科学 技術 を 展示 )… (愛称 は 「 鉄 の くじ ら 」 。 浴 水 艦 と 掃 


3 ) ニ 新神戸 一 新幹線 の ぞ み 号 鞭 グ リー ン 車 (禁煙 ) 新横浜 ・ 品 川東 


海 を 展示 する 史料 館 ) ニ 広島 一 新幹線 の ぞ み 号 玉 グリ ー ン 車 (禁煙 ) 一 新 横 


京 (17:50~-19:00 着 ) 開 屋 貴 浜 ・ 品 川 一 東京 (19:30~-20:30 着 ) 回 局 周 
企画 担当 者 : 飲 島 晃 史 企画 担当 者 : 飯 島 晃 史 
引 3 日 目 恒 人 2 
神戸 港 ラ ンチ クル ー ズ 
生 : みな が ら 船 内 で 
シェ フ が 調理 する フラ ンス 料理 を ご 堪 
才 ェ ーー ミー 、1 ゞ ヾ = 1 
神戸 ポー トピ アホ テル グラ ンド プリ ンス ホテ ル 広 島 大 和 ミ ュー ジア ム swemzwm 
専用 ラウ ンジ を 有する 瀬戸 内 海 を 望む 展望 吉 天 風 君 で お 寛ぎ くだ さい 。 導 や 上 人 を 失 め と する 科学 技 術 を 当時 の 
※ 海 便 客室 : お 癌 ドラ ンダ を 除く ) か ら 見 える 海 が 5 に ) ょ が ら 紹 介 。 艦 
「 オ ー バ ルク ラブ ] の 客室 を ご 用 意 し ます 。 たり の 2 を 瑞 めで いる 部 1 大 和 な ども 展示 され て いま す 。 


空港 を 利用 する ツア 


Ar 


羽田 福岡 空港 利用 時 に 必要 と な る 国内 線 旅客 取扱 施設 利用 料 は 旅行 代金 に 含ま れ て お り ま す 。 


HAN へ べろ 表 湯 山 ※ 


太 
で 


デン ウイ ー ク の 旅 (4 月 27 晶 5 月 6 出発 の ツァ ー) 


玄 な る | 高千穂 峡 ] と "九州 の 秘境 "| 五 家 六 (に か の し ょ う ) | 
高 干 穂 と 邑 島 温泉 郷 に 泊まる 
ゴー ルデン ウイ ー ク 南 九 州 旅 


ュー ス 電 29731-M22 本 sm 
2 部 時 280.000。 3 
出発 日 記 3( 氷 初日 ※3 名 1 室 ひ と り 10.000 円 引き * 日 本 の 閑 滝 全国 協議 会 避 定 
羽田 (10:00~-11:00 発 ) サ 熊本 = 0 ( 八 百 万 の 神々 に 愛 
され た 地 )= (侵食 され た 溶岩 が 生む 霊 妙 な る 光景 / タ クシ ー 乗 り 換 
] = 高 千 生 | 四 地 見 ( 泊 ) ※ 夕 食 は 宮崎 の 名 産品 や この 地 高 千穂 に 


昔 か ら 伝わる お 料理 や 食材 を 現代 に 蘇ら せ た 「 高 千穂 菊 食 」 。 了 甘く 香る 脂 は 軽 
了 ら PT イイ ロイ mm く 、 身 の 柔らか さ が 絶 品 の A5 等 級 の 高千穂 邊 ステ ー キ も ご 賞味 くだ さい 貴 曲 思 

中 の 地 ・ 高 千穂 峡 は 、 * は 約 こも な 『 続 き 、 国 の 名 勝 ・ 念 物 に 指定 = マ の 門 ーー と っ + 
ます と も れる 王 は 、 還 を 際 続 な 山々 に 還 ま か 、 平 のち 江 宮 か 須 れ て きた と いう 剖 千 和 峡 (8:00 発 )= 九 家 寿 [周囲 を 山 深い 峡谷 に 囲ま れ 、 平 家 の 落 ち 武 者 が 


伝説 が 残っ て いま す 。 逃れ て 来 た と いう 伝説 の 里 を 観光 | ( 高 さ 約 55m・ 全 長 
Nm ( 五 家 荘 に 伝わる 落 人 ゆか り の 品々 を 展 
示 )]= 人 吉 ・ (本 殿 な ど 5 棟 の 建造 物 は 国宝 に 指定 ) ニ 夫 島 温泉 ・ 


ラビ スタ 霧島 ヒル ズ ( 泊 ) ※ 全 室 露天 風呂 付 客 室 の ホテ ル に 宿泊 。 夕 食 は イ 
タリ アン テイ スト と 地元 の 旬 菜 を 織り 交ぜ た 洋食 の コー ス 料 理 を ご 用 意 開 賠 勿 

霧島 温泉 王 ( バ ス で 上 陸 。 桜 島 の 風景 を 車窓 か ら 眺 望 )= 
3 (桜島 と 錦江 湾 を 望む 一 桜島 港 ご ( 桜 島 フェ リー 約 1 分 ) 鹿 旧 島 江 
三 仙 誠 園 ( 約 350 年 前 に 築 か れ た 大 名 庭園 和食 の 昼食 ) 三 鹿児島 羽 
田 (17:45-18:45 着 ) 回 局 周 
企画 担当 者 : 藤 木 記 穂 


高千穂 峡 


ホテ ル 四 季 見 


2021 年 に 全面 リニュ ー ア ル さ れ た 
本 館 客 室 を ご 用 意 。 
夕食 は 高千穂 伝統 の 身体 に や さ し い 
「 高 千穂 菊 食 ] を お 楽し みく だ さい 。 


3 
ラピス タ 攻 島 ビル ズー ニア スー 


[ 交 了 」 を 名 前 に 冠 し た 温泉 リゾ ー ト 。 
全 室温 朱 明 天風 呂 を 備え 、 SR 
絶景 を 楽し みな が ら ご 入浴 いた だ け ま す 。 こと 


離島 に 倍 む ラグ ジュ アリ ー リ ゾー ト 「 オ リー ブ ベ イ ホ テル ] に 宿泊 


ハウ ステ ン ボ ス | フラ ワー フェ ステ バル 」 > 


[ホテ ルオ ー ク ラ JR ハ ウス テン ボス 」 半 泊 
ハツ ステ ツボ 172 リー フェ ス 7 イ バル ] 株 


す 陸 / 教 合 が 見 Z2 風 京 、 せ 條 中 公平 」 絞 5 


BO 軍 港 ク ルー ズ 靖 


【 可 mm ご 可 陸 台 ょ 
主 問 名 き 対 S 捕 層 】 
o 川 ご 融 ON 洲 計 計 


ュー ィ 29734-M22 | 本 還 sewywgs 。。 | コース 829732-M22 LHD 
代金 室 旅行 代金 

2 ま 寺 32().000a うー き 融 欠 270.000s-330.000』 

出発 日 環 証 3( 記 ・5( 人 初日 出発 日 馬 四 29(+. 日 
※ | ※8 名 1 室 ひと り 30.000 円 引き * 公 益 財 団 法人 日 本 城 協 人 選定 3|( 水 初 *⑤( 科 日 
羽田 (10:00~-11:10 発 ) か 長崎 = ハウ ステ ン ボ ス ・ ホ テル ヨー ロッ パ ( 泊 ) (無印 270.000 円 、 〇 印 300.000 円 、 口 印 330.000 円 ) ※3 名 1 室 ひ と り 10.000 円 引き 
1 ※14:00 着 予定 。 夕 食 は 日 本 料理 を ご 有 意 。 到 着 後 は 各自 羽田 (9:40-11:10 発 ) サ 長崎 = ニハ ウス テン ボス ・ ホ テル オー クラ JR ハウ ス 
人 | て で 、 昼 ・ 夜 で 違っ た 景色 と 花 の 香り を お 楽し みく だ さい 。 に 1 テン ポス ( 泊 ) ※14 00 着 予定 。 夕 食 は 日 本 料理 と 鉄板 焼 、 そ れ ぞ れ コ ー ス 
2 ハウ ステ ン ポ スニ [上 < か ら 西国 と の 交流 に より 発展 し た 人 国情 あ 料理 で 1 日 ずつ ご 用 意 。 夕 食後 、 世 界 最大 級 の 輝き を 放つ 「 」 イ ルミ 
メ ふれ る 島 を 観光 と (聖堂 が 寺院 に ネー ショ ン を 各自 お 楽し みく だ さい _ 日 
> 2 囲ま れ 、 東洋 と 西洋 文化 が 混在 し て 調和 する 平 太 の 旬 微 的 な 景観)・ ハウ ステ ン ポ ス (10:00 発 ) ニ 佐世保 [ 苦 ク ルー ズ (… 海 上 自衛 
で (日 本 100 名 城 * の 一 つ ) ] = 大 島 : オ リー プ ベ イ ホ テル ( 泊 ) 隊 、 海 上 保安 庁 、 米 海軍 が ある 町 ・ 佐 世 保 。 専 門 ガ イド の 案内 を 聞き な が ら 、 
す ※ 夕 食 は 四季 の 華 の お 客 様 だ け の 特別 オリ ジ ナ ル メ ニュ ー 右 屋 銚 | 2 陸 か ら は 見 られ な い 米 海軍 貯 油 施設 弾薬 庫 を 海 か ら め ぐり ます ) = 
花 大 島 = へ 2021 年 就航 の カタ マラ ン ヨ ッ ト ) ョ (日 本 遺産 「 鎮 守 府 見 学 ・ 普 段 は 
開 3 「99TRITON( ク ジュ ウ ク ト リト ン ) 」 で 絶 時 の 多 島 美 ク ルー ズ ] 糸島 ・ テ ロ 未 公開 の 「 防 空 指揮 所 」 跡 の 見 学 )] ニハ ウス テン ポス ( 泊 ) 絆 困 釣 
花 ワー ル ( 地 元 食 材 と 自然 へ の 愛 が あふ れる 一 軒 家 フ レン チ 店 で 季節 野菜 た っ ぷ ハウ ステ ン ポ ス (11:00 発 )= 杭 窯 (「 杭 右 衛門 様式 」 を 現代 に 伝え る 
和 り の フラ ンス 料理 コー ス の 昼食 ) ニ 福岡 羽田 (18:30~-19:00 着 ) 共 | 由緒 ある 窯元 展示 場 と 証 陶磁 参考 館 見 学 ) 保 名 (有田 焼 の 器 づ か いも 
然 | ※5 有 3 出発 は 聞 行 程 し な り ます (2 日 目 は ハウ ステ ン ボス で 終 日 自由 行動 の 為 、 自 由 昼食 と な り ま す ) 企画 担当 者 : 藤 木 志 衝 5) お 楽し みい た だ ける 和食 の 昼食 ) ニ (JA 糸島 が 運営 する 人 気 
P 九 十 九 島 多 島 美 クル ニ ズ + の 産直 市 場 ) ニ 福岡 羽田 (18:40~-19:30 着 ) 回 局 周 
の ・ 和 L ※SASEBO 軍 港 ク ルー ズ は 、 有 事 の 際 は 代替 観光 地 に ご 案内 する 場合 が あり ます 
旋 企画 担当 者 藤木 記 和 
見 
頃 
は 
毎 
年 
異 
な 
り 
ま 
す 


。ct9H ご 避 惑 wt 浴 皿 S 肪 き 十 
きき ペ テ S 山 MA は ささ 竣 石 麻 同 類 


mo きじ 浅 呈 婁 財 S 誠 


ssssss 3( 4335) 6 の 4 0 W ク 〈〈W 


た 


ま の 姿 で 総勢 500 名 以上 が 行列 する 「 路 頭 の 儀 」 が 見 どこ ろ で す 。 


区 園 祭 、 時 代 祭 と 並び 、 京 都 三 大 祭 の ひと つ に 数 えら れる 蘭 祭 。 元 は 「 拓 祭 ] と 呼ば れ て いま し た が 3 祭 で 使用 
する 御 蟹 や 牛車 ト 衣 窒 な どす べ て が 葵 の 葉 で 飾ら れる こと か ら 葵 祭 と 呼ば れる よう に な り まし た : 平安 貴族 その ま 


天 順 延 ( 祭 当日 の 早朝 に 決定 ) の 場合 、 E 選 プ 番 号 29290-2] M22] は 3 日 目 と 行程 を 入れ 替え て ご 案内 し ます 


荒天 等 に より 行事 が 中 止ま た は 延期 と な る 際 は 、 ツ アー 出発 後 の 返金 は あり ませ ん 


風 
牙 
な 
土 
朝 
色 


き 


P2 
マ 


器 河 ] 


[ 世 器 河 和 
2 府 汰 


京都 駅 直結 の ホテ ル に て グラ ン ヴ ィ ア フロ ア を ご 用 意 
「 ホ テル グラ ン ヴ ィ ア 京都 連 泊 
「 壮 祭 」 旬 記 証人 で 40 の RSE 
ここ トー M22 TE 開 還 


ss 需 叶 2()0.000。 


出発 日 証 還 目 13(+) 日 ※1 名 1 室 60.000 円 電 (部 屋 数 限定 ) 


東京 (9:30-10:30 発 ) 一 品川 ・ 新 横浜 一 新幹線 罰 グ リー ン 車 (禁煙 ) 一 京都 
= 平安 神宮 (神苑 の カキ ツバ タン 例年 の 見 頃 は 5 月 上 旬 一 下旬 )= 青 蓮 院 門 
] 跡 (格式 ある 門跡 寺院 ) ニ 京都 ・ ホ テル グラ ン ヴ ィ ア 京都 ( 泊 ) 


※ 潮 在 中 グラ ン ヴ ィ ア ラウ ンジ を 利用 で きる グラ ン ヴ ィ ア フロ ア に 宿 
2 日 間 と も 和食 ・ 洋 食 ・ 中 国 料理 か ら 予 約 時 に お 選び くだ さい 
京都 = 大 原 ・ 宝 泉 院 (樹齢 約 700 年 を 誇る 五葉 松 と 起 の 異な る 三種 の 庭園 ・ 半 
2 お 拓 茶 付 拝観 )= 夢 華 寺 ( 額 縁 庭園 と 青 も み じ ) = 大徳 寺 商 梅 院 (春の 特別 公 
開 ン 新 緑 美しい 庭園 )= 京 都 ( 泊 ) たと 2 
京都 = 京都 御苑 (指定 観覧 席 よ り 優雅 な 王朝 行列 「 葵 拓 」 路 頭 の 儀 を 第 賞 ) 
3 = 東寺 = は り 靖 (創業 350 余 年 の 老舗 に 昼食) 京都 一 新 幹線 英 グ リー> 
車 (禁煙 ) 一 新横浜 品川 一 東京 (18:30~-19:30 着 ) 


夕食 は 


青葉 の 香り が 爽やか な 季節 に 訪れ る 京都 … 


優美 な 平安 行列 「 壮 祭 ] と 


華やぎ の 先斗 町 | 鴨川 を どり ]」 


2 名 1 室 本 人 190 000。 J 


出発 日 語 四 目 14 (日 ※3 名 1 室 ひ と り 20.000 円 き 
※ 当 コー ス は 「 鴨 川 を どり ] の 予約 の 関係 上 、 当 広告 で は 予約 希望 の 受付 の み と な り ます 。 
契約 の 締結 は 予約 確定 後 ( 出 発 日 の 約 2 ヶ月 前 ) と な り 、 書 類 の 発送 を も っ て お 知ら せ し ます 
東京 (9:30~-9:45 発 ) 一 品川 ・ 新 横浜 王 新幹線 の ぞ み 号 纏 グリ ー ン 車 ( 禁 
煙 ) 一 京都 下鴨 神社 ( 約 1.500 年 前 か ら 継承 され る 「 葵 祭 」 が 行わ れる 社 
] に 参拝 ) ニ 上 人 賀茂 神社 (下鴨 神社 と と も に 加茂 社 の 仕 神 を 祀 る 社 に 参拝 )= 
先 歌舞 練 場 (「 鴨 川 を どり ] を 特別 席 か ら 鑑賞 茶 券 付 ) ニ 美濃 吉本 店 
竹 茂 ( 会 席 料理 の 夕食 京都 ・ ホ テル 日 航 プリ ン セ ス 京都 ( 治 ) 回 回 名 
京都 京都 御苑 (指定 観覧 席 よ り 優雅 な 王朝 行列 「 葵 祭 」 路 頭 の 儀 を 鑑賞 ) ニ 
ノ 西陣 魚 新 (西陣 胡 当 の 昼食 )= 清 涼 寺 ( 国 宝 ・ 阿 # 『 像 他 霊 宝 館 特別 公 
開 ) ニ 京都 ( 泊 ) ※ 夕 食 は 日 本 料理 ・ 洋 食 ・ 中 国 料理 焼 より 選択 剛 剛 急 
京都 平岡 八幡 宮 ( 花 の 天井 特別 公開 ) ニ 仁和 寺 ( 御 所 庭園 ノ 「 霊 宝 館 」 春 


※ 葵 祭 が 雨天 順延 ( 祭 当日 の 早朝 に 決定 ) の 場合 は 、 ご ! 飲 い た だ け な い 場合 が あり ます 
全 両 担当 孝平 


ラウ ンジ で は 専属 
コン シェ ル ジ ュ が 皆 
様 を お 出迎え 。 旅 の 
相談 、 朝 食 か の ら カ ク テ 
ル タ イ ム ま で ドリ ンク ・ 
フー ドサ ービス も お 楽 学 
し みい た だ け ま す 。 議 蘭 < 人 民 人 
昌和 馬 0 。。 カク テル アワ ー( イ メー ジ | 。 


3 季 名 宝 展 ) ニ フォ ショ ン ホ テル 京都 (ホテ ル 最 上 階 の レス トラ ン 「 グ ラン カフ ェ 
フォ ショ ン 」 に て フラ ンス 料理 の 昼食 ) ニ 京都 ー 新 幹線 の ぞ み 号 内 グ リー ン 車 
(禁煙 ) 一 新横浜 ・ 品 川東 京 (18:30~-18:45 着 ) 加 居 周 


企画 担当 者 : 塩 味 文子 


瑞 / そ 


| さ 亜 の % 古 訪 午 S 本 
| 悪 悪 半 せ さ 洲 日 綴 革 。 記 
| 尺 頭 間 いさ O 負 梱 ど し 
| つの ー 準 史記 当 S 世 の 普 


4 


ド ホテ ル 日 衣 還 人 特 
| プリ ン セ ス 京都 


京都 御所 の 地下 水脈 と 同じ 
天然 水 が 客室 風 呂 に も 引か れ 、 
この お 風呂 に 入る と 肌 が 


lk し っ と りす る と いわ れ て いま す 。 上 アス 


EE 歩行 や 視聴 覚 な ど が ご 不 自由 な 方 動物 アレ ルギー の ある 方 、 身 体 障害 者 補 助 大 を お 連れ の 方 、 そ の 他 特 別 な 配慮 を 必要 と する 方 は 、 
申し 込み 時 の お 原 お 申し 込み の 際 に 必ず お 申し 出 く だ さい 。 


6 
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に 
の 


135 周 年 を 迎え た 老舗 ホテ ル 「 ホ テル オー ク う 京都 ] で 選べ る 夕食 


関西 の 名 湯 ・ 有 温泉 [有馬 グラ ンド ホテ ル 」 


風雅 な 王朝 行列 | 壮 祭 」 


ュー スッ き 呈 29290-M22 還 ま RSS" 


sg ま 吉 欠 2()0.000。 


出発 日 上 是 14( 日 
東京 (9:30-10:30 発 ) 一 品川 ・ 新 横浜 一 新幹線 の ぞ み 号 只 グ リー ン 車 
(禁煙 ) 一 京都 一 大 覚寺 ( 財 峨 御所 と 呼ば れ た 寺 に て 通常 非 公開 の 「 庭 湖 
] 館 特別 拝観 ノ お 抹茶 拝 服 案 内 付 で 通常 非 公開 の 「 正 寝 殿 」 拝観 ) ニ 
京都 : ホ テル オー クラ 京都 ( 泊 ) 
※ 夕 食 は 和食 ・ フ ラン ス 料理 ・ 中 国 料理 ・ 鉄 板 焼 か ら 選択 回 眉 久 
京都 京都 御 苑 ( 指 定 観覧 席 より 優雅 な 王朝 行列 「 壮 祭 」 路 頭 の 儀 を 鑑 
賞 ) ニ ホテ ルグラン ヴィ ア 京都 (和食 の 昼食 ) 三 有馬 温泉 ・ 有 馬 グ ラン ド ホテ 
ル ( 泊 ) ※14:30 着 予定 。 名 湯 ・ 有 馬 温 泉 の 高台 に 伴 む ホテ ル に 和 宿泊 。 夕 
食 は 神戸 牛 を 含む 旬 の 会 席料 理 を ご 堪能 くだ さい 較 属 勿 
有馬 温泉 (10:00 発 )= 六 甲 高 山 植物 園 ( 六 甲山 自生 の 植物 や 高山 植物 
う を 観賞 )= 東 天 閲 (中 華 料 理 の 昼食 )= 新 神戸 一 新幹線 の ぞ み 号 グ 
リー ン 車 (禁煙 ) 一 新横浜 ・ 品 川 一 東京 (17:00~18:00 着 ) 開 屋 昌 
※「 有 馬 グ ラン ド : ホテ ル ( 施 設 合 評価 92. 49%)] は 「 極 み の 宿 6] で す 企画 担当 者 福井 義統 


ゃ ーー DNS ーー 
有馬 グラ ンド ホテ ル 
有馬 温泉 屈指 の 名 宿 。 
最上 階 に ある 展望 大 浴 苑 で は 、 
有馬 温泉 街 や 丹波 の 山並 み を 眺め て 
赤褐色 の 「 金 泉 ] を ご 堪能 いた だ け ま す 。 


格 素 高い 門跡 院 四半 伯 所 大 党 才 
ma ー ギ テ 平安 時 代 に 由 峨 天皇 の 離宮 と 
し て 建立 され 、 代 々 天皇 や 皇統 
の 方 が 門跡 (住職 ) を 務め た 格 


式 高い 門跡 寺院 。 江 戸 時 代 に 
建て られ 、 大 沢 池 の ほ と り に あっ 
た 庭 湖 館 が 特別 公開 され ます 。 


非 公 開 の 「 庭 湖 館 」 で 


ホテ ルオ ー ク ヌ 京 都 


お 
18 開業 135 年 を 迎え た 老舗 ホテ ル に 宿泊 。 内 付 で 2 公開 の 
ンー 客室 は 7 階 以 上 に あり 、 「 正 寝 殿 」 振 観 
東山 の 峰 々 や 京都 市 街 を 望め ます 。 


季節 の 花 が 彩る 寺社 と 老舗 ホテ ル の 鉄板 焼 の 昼 軍 


クラ ブラ ウン ジ で 渦 ぐ 優雅 な ひと と き 


風雅 な 王朝 行列 壮 祭 」 


コー スィ 番号 29292-M22 
2 呈 We 200.000 
出発 日 記 証 14(8 日 


東京 (10:00-11:00 発 ) 一 品川 ・ 新 横浜 一 新幹線 の ぞ み 号 軸 グ リー ン 車 
1 (禁煙 ) 一 京都 = 大 原 ・ 三 千 院 (里山 を 彩る 青 も み じ )… 宝 泉 院 (絵画 の よう 
に 庭園 を 楽し む 額 緑 庭園 ・ お 抹茶 付 拝観 ) ニ 京都 / ザ ・ プ リン ス 京都 宝 ヶ 池 温 
( 治 ) ※ ク ラプ フロア 客室 に 窒 泊 。 夕 食 は フラ ンス 料理 を ご 用 意 2 we 琵琶湖 ホ テル 0 
ET こら ュー* 
京都 = 京都 御 人 (指定 観 区 席 よ り 優雅 な 王朝 行列 「 壮 拓 」 路 頭 の 位 を 第 上 級 客室 「 ア クア 」 を ご 用 意 。 美 有効 果 の ある 温泉 も お 楽し みく だ さい 。 
2】 賞 )= ホ テル オー クラ 京都 (鉄板 焼 の 昼食 ) = 平安 神宮 (カキ ツバ タ を 観 ※ レ イク ピュ ー 客 室 : お 部 屋 ( ベ ラン ダ を 除く ) か ら 見 える 湖 が 視界 の か な り の 部 分 を 占め て いる 部 屋 
賞 )= 瑠 璃 温泉 ・ 葬 琶 湖 ホ テル ( 泊 ) 
※ ク ラブ ラウ ンジ が 利用 可能 な 客室 を ご 用 意 。 夕 食 は 会 席料 理 、 還 賠 急 
瑠璃 温泉 びわ 湖 大 津 館 (イン グリ ッシュ ガー デン 散策 ) ニ 納屋 孫 ( 湖 国 会 
う 席料 理 の 昼食 ) ニ 米原 一 新幹線 表 グ リー ン 車 (禁煙 ) 一 新横浜 - 品 川東 デー 
京 (17:12 着 ) 可 主 に | | @ カ ラテ ル タ イム (17:00 一 20:00) 季節 の 一 皿 と カ ク テル 


企画 担当 者 : 福 井 義統 人 @ 朝 食 (7:30 一 10:30) ラウ ンジ 限定 の 特別 朝食 


約 40m の クラ ブフ ロア 客室 の っ 


川 


記 回 細 、 を 
/ 
RM ンス 京都 宝 ヶ 池 


日 本 建築 界 の 2 村野 藤 吾 氏 が 設計 し た 、 曲 線 美 が た お や か な 仔 ま い の ホテ ル 。 


クラ ブラ ウン ジ / 利用 時 間 7:00 一 21:00 軽食 や お 飲み 物 を お 楽し みい た だ け ま す 。 
※ 朝 食 は 「 メ イン ダイ ニン グ いと 桜 」 で の ご 用 意 と な る 場合 が あり ます 
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撮影 | 勝村 
【 例 年 の 青 も み じ の 見 頃 は 5 月 上 旬 一 下旬 】 


[例年 の 花 の 見 頃 は 5 月 上 旬 一 下旬 】 


psemsss 03(433 ら 5)6240565665cn 還 呈 旬間 5 WW4WtOt 


で ト 
計 


RN 吉 前 


Em5 二 二 


mo 「 導 上 部 避 」 泊 飯 4HE 豆 rr「 浸 字 夢 」 泊 命 源 字 


2 

つろ 

の 

是 

野 

ン 全 A 
ング 上 上 ] 
アー 客室 (一 多 呈 の L 
て と 造 角 わ 才 を 1 三 * 
仕業 りほ うと 赤 日 一 い で 
SS は 2 人 間 
みる 金 用 計 会 目 加 食 話 別 
くつ 目 意 き 席 魚 「 は 会 
だ 金 る 席 侵 ベ 味 で 
さき 目 央 し レバ 料 の 生 多 席 
は 3 も は 四 を 
繕 沿 ぶ 海 ご 美 て 温 食 革 回 
を か く は を 区 光 用 
と けら お 和 床 作 中 送 


きだ ま て を 会 2 
まう 全席 日 
馬 5 さ 用 上 上 
1 省 寺 m 
2 け ょ 用 は 
際 き まで ん 屋 浜 寺 
Sp を ご わ ぅ 名 | 温 
46 計り な 測 朱 
見 や F を 
7 く 和 は 生 
も 1 た で 界 む 
布 ーー 
誠 2 い 7 失 半 
か き 双 * て 州 
5 泉 い 4 相 
の り 和 人 まり 州 
卓 答 す ジ に 
を 者 呈 SS 
占 ※ 浴 と ルー つ 
を を ら の ふ 
いろ を ふ 共 ぐ 
介 利 ぐだ う 
屋 ま さく は れ な 


ュー ス 和 29520-M22 名 圏 12 名 較 不 可 茹 同 乗 駿河 湾 フ ェ リ ー 


洋 HRnoe み つく の の ・ 斑 押 巡 ・ 寺 


ーー | 義和 の 
ー し 3 楽 た さい 
2 宮寺 170.000m-180.000。』 ※ 所 象 条件 に より 富士 山 は ご 


ヽ た だ け な い 場合 が あり ます 
出発 日 馬 衣 (日 上 捕 26 日 騙 ⑲ 日 だ の た 
(無印 170.000 円 、 〇 印 180.000 円 ) ※4 名 1 室 ひと り 8.000 円 引き 、3 名 1 室 ひと り 4.000 円 引き 
東京 (11:00-12:00 発 ) 一 品川 横浜 一 特急 グ リー ン 車 (禁煙 ) 一 熱海 ニ 
1 MOA 美 術 館 (見 学 )= 伊 東温 朱 ・ 界 人 東 ( 泊 ) 
※ 全 館 源泉 掛け 流し の 美肌 の 湯 を 堪能 で きる 温泉 旅館 に 宿泊 。 伊 勢 海老 ・ 
、 移 ・ 金 目 魚の 三 大 美味 を 味わい 尽く す 特 別 会 席料 理 を ご 用 意 。 口 


※ 伊東 温泉 = 中 伊豆 ワイ ナリ ー( ワ イン の 試飲 と 買い 物 ン ※ ア ルコ ー ル の ご 提 | 
府 。 供 は 20 虐 以上 の 方 に 限り ます ) = 土肥 駿河 入 フェ リー( 世 界 人 富士 
は 2 山 を 望む 絶景 クレ ー ズ ) 清水 港 = 舘 山寺 温泉 ・ 界 遠州 ( 泊 ) 
 。※ 雄 大 な 浜名 湖 を 世 む 温泉 旅館 に 宿泊 。 夕 食 は ふぐ の 王様 [と ら ふ ぐ 」 と 浜 
て 名 湖 名 物 「 う な ぎ 」 を 一 緒 に 味わえ る 「 ふ ぐう な 会 席 ] に 舌鼓 研 屋 
イイ 人 秋 山寺 温泉 = 秋野 不 逢 半 術 館 (日 本 画家 ・ 秋 野 不 筐 の 作品 を 展示 する 美術 
1、 3 館 )= キ ャ トル セゾン 浜松 (フラ ンス 料理 の 昼食 )= 浜 松 一 新幹線 庄 グ リー ン 
ぞ 車 (禁煙 ) 一 新横浜. 品川 東京 (17:42 着 ) 古屋 
K/ 企画 担当 者 福井 義 組 
会 員 * 限 定 の 旅行 特典 ・ 旅 行 サ ービス が 使い 放題 本 汰 5 お 申し 込み ・ お 問い 合せ 
4 1 を 回 玉 : 回 | | 人 杯 ・ き 03(4335)6240 回 届 回 
5 指 り > 代理 先行 販売 ツア ー や WEB 限 定 の ツア ー も 掲載 蘭 
サフ ラブ リー リス ム 、 PASS ま 人 2 BB パソ コン タフ レッ トス マト で IE 暗証 に o9 
スラ [ FAX24 時 間 受 付 03(3566)2811 
旅行 企画 ヒー 日 | 日 へ 、 JATA 正 人員 表紙 写真 上 青森 県 / 弘 前 公園 
www 時 紀 フ ラプ "リー リズ ム 株 式 会 社 wwoscssewasm 本 am ei 
す す 〒160-8308 東京 都 新宿 区 西新 宿 6-3-1 新宿 アイ ラン ドウ イン グ 観光 店 長官 登録 旅行 業 第 1693 号 旅行 業務 取扱 管理 者 と は 、 お 客 様 の 旅行 を 取り 扱う 取引 の 責任 者 で す 。 こ の ご 旅行 の 契約 に 
10 例 企 画 ・ 実 施 営業 所 ロイ ヤル ・ グ ラン ステ ー ジ  〒104-0061 東京 都 中 央 区 銀座 2-7-17 ティ ファ ニー 銀座 ビル | 関し 、 担 当 者 か ら の 説明 に ご 不明 な 点 が あり まし た ら 、 ご 遠慮 な く 左 記 の 旅行 業務 取扱 管理 者 
フラ プ ヴ ツー リズ ム の 総合 旅行 業務 取扱 管理 者 大沢 千 夏 に ご 質問 くだ さい 。 


ー ス 内 マー ク の 見 方 条件 国 ( ツ アー ディ レク ター 添 季 員 ) 国 ( 最 少 受付 人 員 ) 固 ( 最 少 代 行人 員 ) 回 ( 相 部 屋 の 可否 ) 盟 ( バ スカ イド ) 基調 (利用 バス 会 社 ) 
通 一 (バス) 一 QR) 一 (JR 以外 の 秋 鉄 ) (航空 機 ) ぐ (ロープウェイ また は リフ ト ま た は コ ゴンドラ) 一 (ケー ブル カー) 一 (トロ ッ コ 区 車 ) (水上 交通 ) (徒歩 また は 自由 行動 
食事 朗 ( 朝 食 屋 ( 琉 食 ) 了 ( 劉 ) 攻 ( 部 屋 食 ) 加 ( 電 人 時 (人 当 ) 中 (食事 な し ) ” 〇 その 他 5B( オ プシ ョ ナル ツア ー) ご 宗 内 する 声 が 聞き 取り や すい ガイ ディ ング 
行 代金 に は 、 消 費 等 庄 税 が 含ま れ て いま す ※ 予 約 時 に は 、 ど 同行 者 の お 名 前 年 上 電話 番号 も お 伺い いた し ます 回 典 9 レシ ー バ パー を ど 用 意 し ます 。 

い 旅行 内 容 、 旅 行 条 1 し た 書面 (パン フレ ッ ト ) を お 送り いた し ます の で 、 事 前 に ご 確認 の うえ 、 お 申し 込み くだ さい ※ 発 着 時 間 等 に つい て は 、2023 年 1 月 1 日 を 基準 と し て いま す 2023 年 2 月 1 日 発行 管理 番号 :21182 
EE9 加 ge】9 旅行 中 の 利用 交通 機関 は 2 名 様 以 上 で ご 参加 いた だ く 場合 、 団 体 手配 の 都合 上 、 隣 同士 の お 座席 を 確保 で き な い 場合 も ご ざい ます 。 弊 社 に ご 一 任 、 ご 了承 の 上 お 申し 込み くだ さい 。 


胃 ( 利 用 タク シー 会 社 ) 


